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　　　　　　　　　　　　　　　　問　題　の 　所 在

　　
ミ

諸教の 讃ずる と こ ろ 、 多 く弥陀に 在 り 。 Yl）

　 中国にお い て 厖大に 訳出された経典の 中で浄土思想 に言 及す る経典の 非常 に 多い こ とは、こ の言

葉を俟 つ まで も無 く、古 くか ら知 られて い た 。 そう した中で も浄 土思想 を中心 と して構成 され て い

る所謂 く浄 ＋三部経〉が
、 と くに 日本に お い て 法然、親 鸞に よ っ て浄 i二宗、浄 ＋真宗が 開宗 されて

以来 、 浄土正依の 経典 と して圧倒 的支持 を有 して信奉され、今 日 に 至 っ て い る こ と も周知 の こ とで

ある 。 イ ン ド、中国の 浄土教 にお い て も く浄土三部経〉と い う規定は無 か っ た が喫矢張 り宅要な経

典 として の 位置 を占めて い たこ とは誤りで は無 い
。

しか しなが ら 、 浄土 思想に 言及する他の 経典の

非常に 多 く存在する こ と は
、 単に 〈浄土 三 部経〉ば か りで な く、様 々 な経典 の教 えによ っ て浄 土教

を信奉 した 人 々 の 存在 を物語 っ て い る 。 た とえば、中国浄 十教の 大要を思想 的特徴 と して理解する

とき 、 〈中国浄土 三流〉として 考えれば非常 に好便で は ある けれ ど も、中国で はその よ うな見方 をさ

れて い なか っ た し、 往生 の 行業に して も 〈称名念仏〉以外 に様々 な方法 が為されて い た こ とも、す

で に指摘 されて い る
〔
邑
）

こ の よ うに 考 える とき、われわ れは 中国浄土 教の 実態を研究 する為の 基礎的

資料の
一

つ と して 、まず浄 士思想 に言及す る漢訳経典 が如何程 あ り、どの よ うな教 えが浄土教 と関

係をも っ て 説かれ て い たか を探 らね ばな らない 。もとよ り、 それ らの 中に は単 に言及されて い る と

い うだ け に過 ぎない 経典 も多い わ けで あるが、〈浄 i三 部経〉以 外の 如何 なる経典 を所依 と して い た

か、また それ ら に説 かれ て い ない 中国以降の 独 自の 浄土思想が何で あ る か等を知 る為の 最初の 段階

と して浄 ＋教関係漢 訳経典 を考えね ば ならな い で あろ う。 こ うした 点を考慮 して浄土 思想 に言及す

る漢訳経典 を集録 した典籍を求めれば、後述 す るよ うに古 くは
『阿弥陀仏 説林』、矢吹慶輝博士 の研

究 に見出せ るが、近年藤 田宏達博士 に よ っ て指摘 さ れ た 浄土思想に言及する関係資料と して の 漢訳経

論 〈
一
覧表＞290部 が 考えられ る で あろ う響 しか しなが ら、藤田博士 の研究 はイ ン ドに お ける原始期

の 浄土思想の 解明 と い う点に お い て為され た もの で あ り 、 それ 故 サ ン ス ク リ ッ ト本、チ ベ
ッ ト訳 と

校合され、漢訳経論 に お い て 浄土思想と見做 されて もサ ン ス ク リ ッ ト本 、 チ ベ
ッ ト訳 に認 め られ な

い 経論、或 い はイ ン ド撰述の 疑わ しい もの は厳密に 削除 されて い る 。 と こ ろが、そ うしたか っ て浄

土 思想 と見做 され、或 い は中国以 降創作 された疑経典 こ そは中国浄土 教の 関係資料と して は欠か せ

な い f耐直を有 して い る と思わ れる 。 われわれは 中国浄土教研究 の 基礎的資料 とし て 、 まず藤田博士

に よ っ て除外 された浄土 思想に 言及す る経典 を広義の 浄土教関係疑経典 と名づ け 、 その 内容を解明

する必要が あ るで あろ う。

　以上 が本研 究の 意図す る 必要性 と第一
の 手 がか りで あ る が

、 第二 に こ う した除外 され た経 典 を通

して 、 イン ド浄 土教研究 に お い て は 全 く無視 されて い た 多数の 疑経典 の 中に認め られ る浄 土思想の

存在に 気づ か され る 。 む しろ、 こ れ ら疑経典 に認め られ る浄土 思想 こ そ 、 本稿の 意図す る主要経典

で あり、歴史 の hに は大 き く表わ れ て こ な い が 、中国浄土 教の 実態 を示 す一形態 ・独 自の 思 想 と考

えて 良い で あ ろ う。 イ ン ドか ら中国へ と仏 教が伝 え られ て 以来、後漢 よ り宋 ・元代頃 に至 る までの

十二 、 三 世紀 に渉 っ て、様々 な原語か ら厖 大 な経典が訳 出 され 、 中国仏教 は そう した漢訳経典 を依

りどこ ろ と して独 自な成立 、 展 開を辿 っ た
。

こ れ ら訳出経典の 歴 史 をわれわれ は諸経録 を通 して 知

る こ とが出来る が
、 すで に 最 初の 経録で ある

「
道安録 」 に お い て失訳 、 異 経、疑経典 の 存在 が認 め

られ、以後経録 にお い て 知 られ る数 だ けで も非常 な部数で ある こ とを知 る こ とが出来る 。 ま して予

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

98 柴　 　 田 泰

想出来 な い 、経録 に載 らな い 疑経典 を想像すれば莫大 な数量 で あろ う。 こ うした疑経典 に つ い て の

研究 と して は、後に述 べ る よ うに経録 によ り 、 或 い は経典の 思想内容の 検討 に よ り、常盤大定、林

屋友次郎、望月信亨博士 等 に よ っ て 考証 され、また敦煌文献か らの 研究 と して は矢吹慶輝博士、そ

して 最近で は牧 田諦亮博士等の研 究 にお い て 多大な稗 益を蒙む 一
， て い る響そして こ れ ら疑経典の 中

に も弥陀信仰の 記述が しば しば認め られ る こ とが指摘 されて い る。 しか しなが ら、弥陀信仰 を記述

する疑経典の 多 い こ とは指摘 されて い るが 、それ で は それ らが如何程 あ っ て 、どの ような思想内容

を有 して い た か等を総合的 に 取 扱 っ た研 究 となる と、個々 の 特徴 あ る経典に つ い て は検討 されて い

て も 、 未だすべ て に渉 っ て は 為 されて い ない よ うで あ る 。

　以上の 浄土思想 に言及す る経典研究 、 疑経研究の 二 つ の 分野 を背景 と して 、〈資料篇〉に お い て は、

まず現 在披 見 しえた 文献 を検索 し、浄＋教に 関係す る疑経典の す べ て を取上 げ、諸先学 の 研究 を参

看 しなが ら、その
一一々

に つ い て考証 して 行 こ うと思 う。 更 に 〈研 究篇〉に お い て は、それ らを通 し

て成 守 ・写経年代、思想形態、各経典の 変遷等を考えて み た い 。そ して こ れ らの 中国浄土教関係疑

経典の 研究 は、それがそ の まま中国浄土教の隠 された 実態の 解明 に なる こ とで あ り、また従来考 え

られて い た浄土教史に お け る新た な解 明 をもたらす一資料 に なる こ と と思 われ る 。

E1） 湛然
Fr
卜観輔行弘決 t 巻

．
二 （大 IE46・182下）。

〔2：1　 く浄上 r 部 経 ） の 名称 は 法然
『

選択本願 念 仏 集』 （大 rE83・1下 ）か らとい わ れ る，、親鷽
『

西方 指 南抄」 巻上 （大

　 1．L三83・849中下）参照ロ

〔3｝ 中国浄± 教 を三 流 （慧遠流、善導流、慈愍 流）に 分 類す る の は法 然（
『
選択本願念仏集』 大 fE83・2下）か らで あ

　り、後 の 諸 先師 が そ れ を特徴 づ けた 。中国 に お い て は 、む しろ慧遠 の 自蓮社の 遺風を継 い で 発展 した蓮宗 の 系譜 と

　して 考えられ て お り、従 っ て中国浄土教は 多様性 とい う点で 特徴 が あ っ た
。

『
楽邦 文類』 巻三 （大 ［E47・192中〜193

　下）、「仏 祖統紀』 巻二 六 （大 IE49 ・260下〜265 ヒ｝、小 笠 賑宜秀
『

中国近 世浄 ＋教 の 研究』 pp．　173〜185．参照。また

　中国浄 土 教の 様 々 な行 業 に つ い て は、道 端良 秀
『
唐代仏 教史 の 研 究』 pp ．190〜197、拙稿

「

中国 に お け る密教系浄 t

　思 想」 （
『
印仏研』 第19巻第 2 号）参照 。

C41藤 田 宏達
「
原始浄 土 思想の 研究 』 pp ．136〜164。

（5） 第＝．章第二 節第二 項参照。

〈資 料 篇 〉

　　　　　　　　　　　　　第一章　浄土教関係疑経典の 用語

　そこ で 、まず本稿で 用 い る く浄土教 関係疑経典〉 とい う用語 につ い て、従来こ うした用 語 は使わ

れて い ない と思われ る の で 、考察す る必要が あろ う。
こ の 言葉は、は じめ に指摘 した二 っ の 研究分

野 に渉 る用語で あるが 、夫 々 の 研究分野で の 用語に つ い て 、 従来の 用 法 を辿 っ て み よ う。

第＿の漢訳 紕 経典の 研究分野 で 、そ うした経論 を賜 した名称 を挙 げる と、
〔11

『楽 邦文類 』 宗暁

『浄 t 依憑経論章疏 目録』 長西

『
阿弥陀イム説材こ』　継 成

「
傍 説浄土教経 論集 』 浄土 宗宗典刊行会

「浄 土思想に 言及する経論」 藤田宏達

『
往生 要集』 源信

『蓮 門類聚経籍録』 文雄

「
傍明浄土 の 経 」 望月信 亨

「
漢訳 浄 土経論表」 矢吹慶輝

などが用 い られ て い る 。
こ の 中、近代以降の 用語 に つ い て 考えれ ば、　〈傍明〉或 い は く傍 説〉の 用

語 は 明 らか に 正依 ・E 明 の く浄土三部経 〉 を前提 とした もの で あ り、　〈漢訳浄 土経論〉の 用法 はそ

の 表を見る限 り、阿弥陀仏 ・極楽 （或 い はそ の 異称 ）を記述す る漢訳経 論を意味 し て い る 。
し か し
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ながら、本稿の 意図す るとこ ろは 、 傍依 ・傍明 と しての従来指摘 され て い な い 浄土経典 を扱 うわけ

で は ない し、疑経典を考 える点で は 〈漢訳〉 とい う用語 は当然の こ とで あり、その 意味で は 、
い ず

れ も本稿に適す る用語で は ない
。 従 っ て、最新の

ミ
浄土 思想 （阿弥陀仏 ・極楽、或 い は その 異称）

に言及する経 謙 と い う藤 田博士の 表現 が最 も適 切 と思 われ る 。 しか し、 以下の 考察で 指摘 され る

よ うに、本稿 で取上 げる経典 は厳密な意味での 阿弥陀仏 ・極楽等の み の浄土思想に 言及す る経典 に

は と どま らない
。 本稿で指摘す る経典 には浄上思想に 言及 しない 経典 も含まれて い る。 fm っ て 、こ

こ で はそう した浄土思想 に言及 しな い 経典 も含め た浄土教 に関係す る経典 とい う意味で 〈浄土教関

係経典〉とい う表現を とっ た の で あ る。

　第二 に、疑経研究の 分野 で の 用 語に っ い て 考えて み ると、まず中国 に お い て撰述 された諸経録 の

用語が挙 げられ る 。 そこ で は喚

　疑経 ・偽撰 ・非真経 ・全非経愚人妄称経 ・衆経疑惑 ・衆経偽妄 ・疑偽経 ・偽経 ・疑惑再詳・疑妄乱真

などの用語が用い られ て い る 。 次 に 、 日本の浄 七教 関係 目録で は、

　 「偽妄録 」 長西　　　　　　　
「
偽妄濫 真類」 文雄

とい う名称が使われ て い る 。

　更 に近代の 経録研究者の 用法 では軌

　疑偽経 ・雑経疑偽 ・異経 ・偽経 ・疑経 ・偽妄経など、従来の 疑経録 の 名称 に準拠 して 用 い て お り、

その 中で も く疑偽経〉と い う用語が多 い 。また、最近の 諸論文で は、ほぼ 〈疑経〉とい う名称で統

一
されて い るよ うで ある 。 そこ で、こ の よ うに様々 に 用 い られて い る疑経典の概 念で あるが、こ の

分野で 多くの 業績を残 され た 望月信亨博士 の 〈疑偽経〉に つ い て の 説明に よ る と
sN

偽経 と称せ られ

る もの は全 く梵本か らの翻 訳で なく、 支那に於ける好事者の 妄作に係 る もの をい ひ 、疑経 とは真偽

未詳の もの で 、 必ず しも皆支那撰述 と断定す るこ とは出来ぬ 。 響 と い う こ とで あり、

一
括 して く疑

経〉 と して使われ る場合 は 、 支那撰述 ・真偽未詳 を含 めた印度撰述の疑 わ しい 経典 とい うこ とに な

る 。 しか しなが ら、 次章以降で 指摘 され る よ うに 、 本稿で 取挙 げる経典は従来用 い られて い る厳密

な意味での 印度撰述の 疑 わ しい 〈疑経 〉だ けに は限 らない 。 本稿で も、もとより、浄土教 に言及す

る印度撰述の疑わ しい 経典 が主要で は あるが、その或 る数部 には、明 らか に真経で あ っ て 、印度で

は浄土 思想 を予想 しなか っ た に も拘 わらず、中国以降の 浄土教徒 に と っ て 浄土 教経典と解釈され、

信奉 された経典、 IE確 に は疑浄土思想の 経典 も含 まれ る。 しか しなが ら、
こ うした内容を持 っ 経典

につ い て 、殊更 〈疑浄土教 関係経典〉 と い う用語 を使 うこ とは、従来全 く為 され て い ない し、本稿

に お い て もそれ ら の 占め る比重は それ程大 き くは な い
。 こ こ で は、そう した広 い 意味で く疑経典〉

とい う表現 を用 い る点 を注意す る に とどめ る 。

　疑経研究の 分野 に お い て、次 に考慮 すべ き点は 、 現存疑経典 ・或 い は諸経録 に依 る疑経典の 研究

だけ に 限 らず 、 所謂 〈古佚経＞
c5）

の 研究 も含まれ る こ とで あ る 。 それ らは、今 日その 全貌を窺 うこ と

の 出来 ない 、仏教 の 諸典 籍 に
一

部が 引証 され て 知 られ て い る 経典 で あ る が 、そ の 多 くは 古佚疑経 と

して指摘 さ れて い る以外 に 現存経典 の 異訳異本の 一部分 と予想 され る もの も認 め られ る 。 また
、

こ

うした性格を有す る古佚経 の 中に は、従来指摘 さ れて い ない 浄 土思想 に言 及す る もの も新た に認 め

られ る の で あ る 。 本稿で検討す る疑経典 の 中 には、それ らの 古佚経 も含め て 論考す る こ と に した い
。

　以上 、 〈漢訳浄土経典〉、〈疑経典〉の 二 つ の 研究分野 に つ い て の 概念 ・用法 を辿 っ て み た 。 従来の

こ れ らの 用法か ら受 ける 〈浄土 教関係疑経典〉の概念 は、〈阿弥陀仏 ・極楽 （或 い は その異称）に言
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及する印度撰述の 疑 わ しい 経典〉 と い うこ と に なろ う。 本稿で も、そ う した経典の 研究が中心 で は

あるが、すで に指摘 した よ うに 、次 章以降で取挙 げられる経典 には 、阿弥陀仏 ・極楽 に 言及 しない

経典、或 い は印度に お い て浄 上思想 を意味 しなか っ た に も拘 らず、中国以降に浄＋思想 と考えられ

た真経 も広 い 意味で 含まれる 。 また、〈疑経典〉の 概念で も、厳 密な意味で の 印度撰述の 疑 わ しい 経

典の み に限 らず、所謂 〈古佚経〉 に認 め られる或 る真経の 異本 なども考慮 され る 。 そ の
一

々 の 経典

に つ い て は、次章以降で 立証 されるで あ ろ う。

ll） 一
々 の 典拠 に つ い て は、次章参照。

12：1 諸経 録 、並 び に その 出 典個 所 に つ い て は、す で に 経録研究 論文 に お い て 屡 々 指摘 さ れ て い る か ら、こ こ で は 註記

　 しない
。

　　 また、中国 に お い て 厖 大 に訳出 さ れ た 経典 の 中に は 、或 る時 代 に す で に 訳 者 の 不 明 な経 典 、大 部 の 経 典 を抄 略 し

　 た もの 、全 くその 存 在 が 闕け た 経典も多数認 め られ、そ れ らの 中に は 、撰者の 指摘通 りの 経 典 以 外 に真偽 未詳 ・疑

　義の 有す る経典 も指摘 されて い る 。 そ うした経典を考慮す れ ば、失訳 雑経 ・失訳経 ・古異経 ・異訳経 ・別訳経 ・別

　 牛 経
・
抄経

・
闕本経 な ど の 用 語 も広 い 意昧 で疑 経研 究 の 分 野 に含 ま る こ と に な る。

｛3
’
1 た と えば、

　小野玄妙
「
録外経典 考」　（

「f！、書解説大辞典」 第十二 巻 所収　昭 11年）。

　常盤大定
『
奚響趨る 訳 経総 録 s 昭 13年。

　林屋 友次 郎
『
経録 研 究』 前 編　昭16年。

　　　 ク 　　
『
異訳 経 類 の 研 究』 昭 20年。

　望月 信亨
「
異経 及 び疑 偽 経 論 の 研 究 」　（

『
仏 教経 典 成立 史論 』 所 収　昭21年）、

　牧 田 諦亮
「

中国仏教 に お け る疑経 研究序説 、 （
『

東方学報』 京都35　昭39年）。

　　 〃 　　
「
松誉厳 的 の 疑 経 観 」 （

『

鷲雛 浄」：教の 思 想 と 文化』 所収　昭47年〉、

　 な ど。更 に個 々 の 経 典 に つ い て の 諸 研 究 を 考 えれ ば、多 くの 諸 論 文 に 認 め られ る が、こ こ で は 指 摘 しない
。

　　就 中、疑 経研究の 諸論 考は 第二 章 第二 節第二 項参 照 。

〔4〕 望月信亨
『仏 教史の 諸研究 』 p，150n なお望lj博士の 研究 に つ い て は、次 章で 指摘す る。

〔5｝　 （古佚経 〉 の 名称は、望 月信亨
『
仏 教史 の 諸研究 』 pp．124以 下 に 依 る。 常盤 大 定博 士 は 〈逸 存 経 典〉 （

『

馨1黎る

　訳経総録』 pp．258以下）、林屋友次郎博十 は 〈逸存経、別存経〉（『経録研究 』 前編 pp．192以 下）な ど を用 い て い る 。

　牧 円 諦亮博 士 は 、こ う した諸典籍 に認 め られ る経 典も含 め て 〈疑経〉 を取扱 わ れ る。（
「

中国仏 教 に お け る疑 経 研 究

　序説」 pp ．338、344〜345etc ．）。

　　 なお、　 ぐ古佚経〉 にっ い て は、次章参照。

第二 章　関係資料と諸研究

第
一

節　関　係　資　料

第一項　大正蔵経 ・続蔵経 ・敦煌文献な ど

　前章で規定 した 〈浄 土 教関係疑経典〉の 研 究に お い て 、最初に 問題 に なる諸資料で あるが、今 日、

わ れ われ が 容易 に披 見 し うる まとま っ た 資料 と して は く大正蔵経〉　〈続蔵経〉　〈敦埠 文献〉が ある。

　その 中、〈大正 蔵経＞1420部 に つ い て は 殆ん どが真経 と して 収録 された経典 と考 えられて い る が、

しか しその 数部はす で に経典研究 の 分野で疑義が為 され て お り
（V更に そ の 中に は浄土 思想 に言及す

る経典 も含 ま れ て い る
。

ま た 、今 日 疑 義の 無 い とされ て い る真経 に っ い て も言及 された浄土思想 に

限 り 、 問題 の あ る経典 （た とえば 附加挿入 な ど）も考え られる 。但 し、〈大正蔵経〉すべ て に つ い て

の 検討 は不可 能で あ り、こ こ で はす で に 指摘 されて い る経典、かつ て浄土経典 と見做 され たが藤 田

博士 〈一覧表〉で は 削除 され た経 典、更 に それ らと の 関係経 典 に 限 っ て 摘 出す る に と どめ る 。
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　 次 に く続蔵経〉に っ い て言 えば 、 大正蔵未収経典 が主 に 第一輯第三 套第五 冊 ・第八七套第四冊 、

第二 編乙第二 三套 第四冊等 に四〇 余部程収め られて い る 。 その 中で も 『無量寿仏名号利益大事因縁

経』 康僧鎧訳、 『十往生阿 弥陀仏国経』 な ど、13部 には浄 土思想 が認め られ、そ うした 中に は浄土

教研究資料と して は極 めて重要な疑経典 も含ま れて い る
 

。

　 第三 に指摘 され る く敦煌 文献〉に っ い て は、大正蔵 第八十五巻疑似部に主要 な経典が収め られ、

その 中 に も浄土思想 に言及す る疑経典が 数多 く認め られ る 。 それ らの敦煌経典 に っ い て は矢吹慶輝

博士 『鳴沙 余韻 解説』 に殆ん ど説明され て い るが 、本稿 で は更 に筆者の 披見 しえた ス タ イ ン 影 印本

に限 り、 その 原本 ・校正 本、更に 敦煌 目録 に よ る諸写本を検索 した
（1〕 また、ス タ イ ン 本に 関 しては 、

Lionel　Giles： Descriptive　Catalogue　of 　the　Chinese 　 Manuscripts 　from　Tunhuang 　in　the

British　 Museum ．London　1957．があ り、ジャ イル ズはその 分類に際 して Other　uncanonical 　 sUtras 　No．

5145− 5205，Apocryphal　sUtras 　No．5206− 5472
，
　 Unidentified　fragments 　 of　apocryphal 　 sUtas

No．5473− 5486と計 342部の 未収蔵経 、 疑経、不明疑経 断片 を指摘 して い る
cl｝

それ らの 中に は夫正蔵

第八 十五巻未収の 経典、或 い は大正蔵原本には 欠けて お り （首尾欠等 に依 り）、他の 写本に よ っ て知

られ る浄土 思想に言及す る疑経典も認め られ る。 そ して 、 逆 に その 浄土 思想 に よ っ て ジ ャ イル ズが

不明と した断片 も経名が判明す る場合もある 。

　 以上 が今 日われ われ が容易 に 検索 しうる現存疑経典の 第一資料で ある が、第二 に 考 えられる資料

と して は 、 今日散逸 して その 全体を知 る こ とは出来 ない が
、 諸典籍に 引用 さ れた一

部分 に よ っ て、

そこ に浄土思想が言及 されて い る所謂 〈古佚経〉が ある 。 〈古佚経〉につ い て 、 最 も多くわれ われ

に 資料を提供 して くれ る典籍は 、

　　
「経律異 相』 五〇巻　梁宝唱 等集　　　　　　 『

法苑珠林 』
一〇〇巻　唐道世撰

　　
『
諸経要集』 二 〇巻　唐道世集　　　　　　　『

釈氏六帖』 二 四巻　五代義楚撰
（5）

などで あり、す で に望月信亨 ・常盤大 定博士 等 によ っ て その 総合的研究 は為されて い る。 そ して 、

それ らの
一

々 に つ い て検索する と、新たに浄 土教 関係疑経典 と予想 され る もの が認 め られ る 。 ただ

し、 こ うした古佚経 の 中に は厳密には疑経典 で は無 く、或 る経典の 同本異訳経 、 或 い は経録 に は無

い 改変 さ れ 、 取意略出の経典 も認 め られ、その点注 意を要す るが、こ こ で は広 義の 疑経 に 含め て 取

扱 う こ とにす る
（6
！

〔1） 望 月信亨
『
浄 土 教の 起 原及発達』 第四 章　支那撰述 の疑偽経 pp．133−−257．で は、九 部の 経典を考証 され、 更 に

『
蹶 経 戴 硬 論・ 黼 異 綴 礙 偽経 論 の 研 究 ，P．・299Ll／T 、に 紳 て、・

千臂千鑼 殊室 利経、 金剛智讃

　加 えて 再 論 され る 。 ま た 同書
「
異 経及疑偽経表」 pp．　315〜339の う ち、〈大 IF蔵経〉経 部 第二 十一巻 迄 に 収 め られ て

　 い る経典は 8部 で あ る。

〔2｝ 〈縮 〉所収中・大臓 未収撒 の み を扱 ・ た研 究は な い よ うで ある。また、橢 で扱 う13部 の うち、と く1、中

　国撰述疑 経 典 は 敦煌写経 と密接 な関係を有 す る が、そ れ ら に つ い て は 〈研究篇〉 で指摘す る。
〔3〕 従 ・ て・ペ リ わ 北躰 をは じめ 調 人戸職 ・

大学臓 等 の 原 本に つ ・・て 瞰 合で きな か 。 た 。尚、本脱髄 後 、

北 京影躰 喇 敦 圃 が北大図書館 に 入 庫 した．北 大 黻 蜘 宏 囀 士 の 1卸好意 に よ り、後 日検索 し、ま とめ る

　 こ と に した い 。

（4＞ 王 重民
『
敦煌 遺 書総 目索 引』 附録 一、Giles ： 博物館蔵敦煌巻 子 分類 総 目 （p．　493．） で は、　apocryphal 　

sUtras

を偽経 ・U ・iden・ifi・d　f・・g ・ ・・… f ・p ・ cryph ・l　s・・t… を其他不 明 偽 経 と訳 して照 斌 本稿 で 1揃 章で 騾
　 した 如 く ＜疑 経〉 と訳す。

　　
ジ ャ イル ズ 目録 に は ・更 に E ・ 1・ gi・・ （讃 文）N・・6101・・−62・8、　P・ay … （驪 文）・。．6248−−6506 の 写 本 が あ り、そ

の 中 に 胴 弥 陀 仏 驟゚ 等 につ ・・て の 讃文 ・祈黻 （と く に ・・ A ・ … bh・　 and ・ S。kh・。 。 ，τ． 、。．61。1− 6115） 黴
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　 多く認 め られ る。こ う した資料 に つ い て は適 宜 関説す る が、号「」に浄土 教関係敦煌資料と して 考察す る P定 で あ る 。

　な お、そ う した 資料の 概要 に つ い て は拙稿
「
浄 ⊥ 教 関 係敦煌写経 iこ関す る二 、三 の 問題 」 〔

『宗教研究 』 第218 虜

　参照 。

（5】　
「
釈氏 六 帖』 は披 見出来 な か っ たLt　 常盤大定博 十 に よる と、古佚十二 遊経 に

「
．
阿弥陀∬冷 宝応 声吉祥二 菩薩…

　…
」 の 記 述 が 指摘 され て い る　（

『

難愨る訳 経 総録 』 pp．316、349），

（6） 本稿で 扱 う古佚経 に 限 っ て は、その 引 証 文の 中 に 阿 弥 陀仏 ・極 楽 の 記 述 が認 め られ る もの の み を対 象 と した い ．

　 こ の 点 は現 存経 典 と扱 い は 異 な る。

第二 項　浄土教典籍の 引証経典概観

（1） 中国浄土教典籍

　前項の 大正蔵経 ・続蔵経 ・敦煌 文献 に収 め られ た現存疑経典 ・古佚経の 中で 、浄土思想 に言 及す

る経典の検索が本稿 の 第一の 資料になるわ け だが
、 第二 に、それ らの 依 用 ・流布 と い う点 と関連 し

て 、中国 ・日本浄土教史上代表的典籍の 中で の 取扱 い
、 或 い は重要 な比重 を占め て解釈 され、浄土

思想 と見做 された経典 を考える必要 があろう。 浄土 教典籍 に お ける引証経典の 中には 、 以 下に指摘す

るよ うに 阿弥陀仏 ・極楽に 言及 して い な い もの もあ るが、今 日 〈浄 L思想 に言及す る経 論〉 と査定

さ れ て い て く， 、実際 に は浄上教徒 に と っ て 全 く依 lllされ た形跡の 無 い 経典
1｝

に較 べ るな らば、 それ

らは 、 は る か に浄十教史 ヒ重要な経典で ある 。

　そ こ で 、中国 に つ い て 考 え る と意図的に浄 土経典 を集録 した もの は、
『
楽邦文類』 が挙 げ られ る程

度で他 には認 め られ ない
。

　 　 　 　 t

　以下 、 中国浄土教史一L代表的典籍の 概要を辿 る と 、 そ の 最初期 の 高僧 と して 廬 山慧遠 （334〜416）、

また 日本浄
．L教に大 きな影響 を与 えた 点で の 最初の 高僧 曇鸞 （476〜542）に つ い て は 、 前者は

「
般

舟三昧経 』 による定中見仏掣 後者は 主著 『浄土論註 』 に 引証 され る
『
無量寿経 』

『観無 量寿経 』
『
十

住眦婆沙 （論）』　『大智度論』 等 が指摘され るが13） 本稿 に関係す る経典は認 め られ な い 。

　浄 ＋教関係疑経典 に っ い て、中国浄土教史上、最初 に注 目され る典籍は 道綽 （562〜645）の
『
安

楽集』 で あ ろ う。

「観無量寿経』 の綱 要書 と も言 われて い る木書は、また 引証経 論の 多 い こ とで も

知 られて い る が轡そうした中に は以下 の 疑経典 ・古佚経 が挙げられて い る 。

　 『
十方随願往 生経 』　「

十往生経 』　『浄度菩 薩経 』　
『
目連所問経 』　

『惟無三味経 』　
「
須弥四域経 』

　 『
善王皇帝尊経』

これ らの 疑経典 ・古佚経 は 、単 に浄十教典籍に お け る最初 と して価値 が あ るだけで なく、後に 指摘

する よ うに疑経研究 の 分野に お い て t， 最初 期に 当る経典 と して、 しば しば取上 げ られ る もの で あ り、

その 点で も
『
安楽集 』 は 貴重 な資料 を提供 し て い る 。

　道綽の 影響を多 く受け た と い われ る迦才 の
『
浄士論 』 に は1？’　 −h教所依 の 経論 と して 、　〈

．
卜二 経七

論〉が
「
第五 引聖 教為証 」 に挙 げ られ て い る が 蝉 その 中の

『十方往 生経 』（
『潅頂随願往 生十方浄土

経 』X 『藥師経 』（『潅頂抜除過罪生死得度経 』）は経典 自体 も浄 土思想の 記述 も疑 義の ある経典で ある 。

　日 本浄 土教 に最 t， 大 きな影響を与 えた善導 （613〜681）の 著述 〈五 部 九巻〉 に っ い て は 、 古今楷

定の
『観経四帖疏 』 を挙げる まで もなく、

『観無 量寿経 』 を筆頭 に 〈浄土 三部経〉が中心 で あ る が、

意図的に浄 土諸経 論を集録す る記述 は無 い
。 しか し、こ うした 引証経 論の 中 に は 、

『観念法門』 に
『
十

往生経』
r浄距 昧経 』

r憮 三 嚇 呈、 、 また ・餬 ・櫨 ・ にも 『＋往生糸蚤・ の 彊 臑 め られ 誰

善導 の 場 合 に は 、こ の よ う に それ程 引証 経典 の 本稿で 問題 にす る 比重 は大 き くは ない が 、む しろ 、
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日木浄土教に与 えた影響に よ り 、 数多い 註釈書の 中に 、 しば しば こ れ らの 経典を含め た諸見解 が認

め られ る点 に特徴 が あると い えよ う。

　 善導の 弟子懐感 ・懐憚 に よ っ て撰述 され た
『
釈浄 上二群疑論』 七 巻 は、その 当時 までの浄土教 に 関

する 多 くの疑難 に 対 して法相系の 立場で 解釈 した もの と い われ る 。 その 巻七 に 、

　 問 H 。 今学浄 十業者、既行念仏三昧 。 未知此法定有何教 。 今諸方道俗 多生疑惑、将無聖教偽行仏

　 法、誘引凡愚大増誹謗。請陳至教以除疑網
c71

とい う問が ある。 こ の 間は浄 土教所依の 経論 を具体的 に 尋ね た わ けで は な く、

｝

現今 の浄 一ヒの行業

を学ぶ者 は既 に念仏三昧 を行 っ て い る が
、 それが何教に有るか陳 べ よミ と浄土の行業 は念仏三昧で

あ る とい う前提 に 立 っ て 、その所依の経 典を問 うの で あるが、その答 と して 、

　 釈 口 。 諸大乗経 説此三昧其文極衆 。 如華厳経数処皆 説念仏三昧 、 其 文極広 。 及湿槃経 ・観仏三昧

　海 ・賢護 ・般舟三昧 ・観経 ・鼓音声王 ・大集月蔵 分 ・地蔵十輪経 ・
占察経 ・文殊般若 ・花首経 ・

　 大智度論等説 Q
……

。

と経典 を引証する 。 と こ ろが こ の 中
『
地蔵 十輪経 』　『

占察経 』　『
文殊般若経 』　『花首経 』 は、地蔵

信仰 ・一行三昧思 想な どの 代 表的経典 と して 中国仏 教史の 上で極 め て 重要で は あ る が、具体 的には

浄土思想の 説かれ ない 経典で あ る 。

　中国浄十教に お ける善導流 の流れ は、唐 代後期以降、諸宗融合の 風潮 に染 っ て い くが、そ うした

融合的浄土教の 先駆 者と考 え られ て い るの が慈愍三蔵慧日 （680−一　748）で あ る 。 慧 日の 浄土 教の 特

色は浄土往牛の 為の 行業すべ て を兼修す る こ と に あ っ た故、その 意味で 多くの 経論 を引証す る と予

想 され るが、現存す る 『往生浄 土集』 巻上だ けで は窺 え ない
（
ξ
）

ただ
、 本書著述 の 意図は 慧 日 自か ら、

　初巻 先叙異 見以教 及理 逐遣知非 。 次第二 巻広 引聖 教成立浄土念仏正 宗 。 次第三巻会釈諸教古今疑

　滞校量諸行出離遅疾馳

と述 べ る如 く、 第二 巻 に 広 く聖教が 引か れ て い た と思 われ るが欠除 して窺 え ない 。 更 に慈愍流 の 浄
土教 は承遠、法 照、或 い は飛錫等を経 て永明延寿 （904〜975）に至 り、宋代以降の 融合的浄 土教 へ

と展 開 され るが、そ う した代表 的浄土 教家の 著述 の中 には 、 すで に取上 げた引証経 論は あ っ て も、

新 た な意図的 に浄土所依の経典 と見做 した もの、古佚経 は認 められな い よ うで ある。また、それ以

降の 浄土教典籍の 中で も引証経 論が 多 い こ とで 知 られ て い る 『
西方合論』　『

浄土指帰集』 などを検

索 して も、 疑経典 と い う点 で 特筆 すべ き こ とは認 められない
ae

。

　そ う した 中で 、 初 め に指摘 した石芝 宗暁 （1171〜1214）の 『楽邦文類』 五巻 （1200年編 ）は、楽

邦 に 関する 轍 献臆 図的 に編集 した もの と して、と くに 経呪謙 収録 して ・・ る点 で 特筆す べ き も
の で ある

。

　本書巻一
に は 、

「
大蔵専談浄土経論 目録」 と して、経典 46数 、 呪 10首、論 6数 を挙 げ 、 経典 に 関

して は
『
無量寿経 』 1〔個 所 、　

『
観無量寿経』 6個所 が圧倒 的 に 多 い が

、 そうした 中で 、 今 日浄土経

典 と さ れ て い な い も の 、 或 い は古佚経 が挙げ られ て い る 。 更に 宗暁は その い くつ か に諸先師の 解釈、
或 い は 出典 ・自釈 を附記 して、そ の 摘出意図 を明 らか に して い る 。 こ こ で それ らの 経典 と宗暁の 摘
出理 由を挙げる と

ω
、

　
『
文殊般若経 』　 修一行三 昧専称仏名

　　　天 台止観云 、

……

　　　車甫行釈日・’一 ・ 攤 不齢 向西方・既令鮒 一仏 言鐓 所讃多在弥5它故、晒 方而為＿準 、…。
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『
随願往生経』　 娑婆濁悪偏讃西方

　 『大集 日蔵経』　 念仏随心覯見大小

　　　此経所 明念仏、雖 不定指西方、糲 見慈雲孅 i三念仏 方法、引証念仏 大小之義、故此録之庶覧彼文

　　　者、知経始末 。

　
『
日連所 問経」　 無量 寿国易往易取

　
『
卜往生経 』　 念仏 之人菩薩守護

　 『善信摩親経 』　 善信厭女求生浄土 糲婢驚

　 『
守護国界主経 」　 命終善悪感報優劣　　　　　　　　　　　　　　　 一

で ある 。 こ の 中、
『
文殊般若経』 〈一

一
行三昧〉の 思想 は 、 宗暁 の 指摘 に依 るまで もな く、 『摩訶止

蜘 に 述べ られ る 〈四種三昧〉の ぐ常坐 三昧〉の 典拠 と して 知 られ るば か りで なく、初 期禅宗史の

上で も重要 な思想で ある  と こ ろが 、中国浄
．fl教 史の 上で 耄、 そ こ に述 べ られる

「専称 名字ゴの 思想

は道綽の
『安楽 集」1 をは じめ と して ほ とん どすべ て の 典籍に 重要 な比重 を占めて 引証 されて い る の

で あ り 　その 中で （， 善導に よ っ て
「往生礼讃 』 に お い て

「

又如文殊般若云、明一行三昧、唯勧 、 独

処空閑、捨 諸乱意、係心一仏、不観 相貌、専称名字、即於念中、得見 彼阿 弥陀仏 及
一

切仏 等 。 閥日、

何故不令作観、直遣専称 名字者、有何意也 n 答口、乃 由衆生障重、……観難 成就也 。 是以 大聖悲憐 、

直勧専称 名字．正出称 名易故相続即 生」
〔14｝

と阿弥陀仏 へ の 称 名念仏 と会通 され た こ とは、古来 〈無観

称名〉 と言わ れ る観想 ・観 心 0）念仏 か ら称名念仏 へ と崚別 された重要 な一典拠 として 知 られ る点で

ある 。　 『
文殊般若経 』 の 念仏 は あ くまで も十方諸仏 の 中の

一
仏 で あ り、是 の 念中に

」
過現未来三世

諸仏 、 を見 る こ とで あ っ た が 、善導 が こ の よ うに 解釈 し
、 或 い は湛然 に よ っ て も

｝

経 に西
．
方に 局 ら

ず と雖 も、 諸教 の 讃ず る所 多く弥陀 に 在 り。 故 に 西方 を以 て
一

準 と為す “ と解釈 さ れ た の で あ り、

宗暁 もわ ぎわ ざそれ を援用 して浄土経典 と見做 した の で ある 。
こ の よ うに

｛「
文殊般若繊 に つ い て

の 中国仏教徒 の 理 解 を辿 れ ば、こ の 経典 は 中国仏教 全般にお い て主 要な役割 を有 した経 典で あ る ば

か りで なく、そこ に は阿弥陀仏の 語が認め られ ない に も拘 らず 、 浄土教徒に とっ て浄土 所依の経典

と考 え られて い た こ とが知 られ る c、た だ、こ う した経典 の 扱い は 、夫 々 の 浄土教 家の 引用経 論 とい

う研究分野 に 人 っ て くるの で あ り、本稿で は と くに著述者 自身が浄 ⊥経典 と明白に 意図 した もの に

限 っ たが 、既 に 指摘 した よ うに浄
一i激 徒 の 依 用の 点 を考慮す る な らば単 に阿弥陀仏 ・極楽の 記述 が

あ る と い うだけで取 ヒげられ て い る 多数の 浄土経典 よ りも、は るか に 多大な影響 を 与えた経典で あ

る。そ して こ れ らの 経典 につ い て の 研 究は
モ

阿 弥陀仏 ・極楽 に 言及する経典 と い う従来の く漢訳

浄土経典〉の概 念 を超 えて 、 〈浄土 経典〉の 研究 を進 め なけれ ば単 なる経典だ け の 研 究 に とどまり、

そ うした 経典 を依 り ど こ ろ と して 多様 に 展 開 した生 きた中国浄 七教の 解明 に は な ら な い こ とを意昧

して い る
。

　浄土 思想 に 言及 して い な い
『大集 日蔵経』 を挙 げる の も同 じ理由で あ る 。 宗暁は

「

雖不 定指西方」

と断わ りなが ら、遵式の
「念仏方法」

｛IS
を引証 と して 挙げて い る。

『
守護国界主経 』軌 二つ い ても同様

の こ とが い え よ う ．

『随願往 生経 』
「
目連所 問経 』

『十往牛経 』 は すで に
『
安楽集 』 等 に 引証 され

て お り 、

『善信摩親 経』 も 〈古佚経〉 と して 知 られ る もの で ある 。

　本稿 に 関係する疑経典 の 引証 とい う点 を考慮 しなが ら、中国浄 七教典籍 の 引証経 典に つ い て の 概

要 を辿 っ た が、更に 〈古佚経〉の 引証 とい う点で 留意 され る
一一

、二 の 典籍 を挙 げる と 、

『遊心安 楽

道』 元 暁撰 に
『弥勒 発問経』 を引証 して

「
爾時弥勒菩薩 白言、如仏所説阿弥陀仏 功徳利 益、若能十
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念相続不断念彼仏者、即 得往生、当云何念 。 仏言、……、即 得往生安楽国土 、有凡 十念 、 何等為十 、

一者 ……、十者正念観仏除去諸疑 」

ae
とい う記述 があ る 。 また 『

西方要決』 基撰 （？）に も
「
弥勒問

経云、念仏者非凡愚念 、 不雑結 使念 、 得生弥陀国」

 
とあ る 。 しか し く弥 勒経類 〉に は浄土 思想 は 言

及されて い ない
。 こ れ が 異本か らの 引証で あるが

、 引証者の 作為に よ る か
、 とりわ け

『
西方要決』

を含め た基撰 と される
一連の 浄土教典籍は疑義が あ る

〔
？ま た同じ基撰 と され る

『阿弥陀経疏』 には

『
目連 問経 』 の 引証 があ り  現 存 『目連所 問経 』 とは相応 しない だけに く古佚経〉引証の 点で 特異

な典籍で ある。

　以上、中国浄 十教典籍の 引証経典 に っ い て、従来浄 」二経典 と指摘 されて い ない 経典 に 注意 して 考

えた が、一 々 の 経典の 考証 に っ い て は後に指摘す る こ とに して 、 結論的に言 えば、意図的 に浄土経

典 を集録 した もの は
『楽邦文類 』位で あ り、他 に は認 め られ な い

。 個 々 の 典籍 に関 して言 えば、道綽

の
『安楽集』 が単 に中国浄土教 史の kで の み ならず、疑経研 究の 分野で も最初期の 〈古佚経〉を引

証す る点で極 めて 重要な著述であ り、更に
『浄 土論 』　 『釈浄土群疑論 』　『西方合論』 等 に 挙 げる中

の 数部 の経 典、日本浄土 教へ の 影響 を考 える ならば善導の
「
往生礼讃』　

『
観念法門』 に認 め られ る

引証経典の 理 解が留意 され る と言 い うる で あ ろ う。

〔1） た と えば、今日査 定 され て い る大 正蔵所収の 浄土 思想 に 言及す る経 典266部の 中、135部 と半数 以 ヒは 密教 経典 で

　 あ る 〔藤 LLI宏達
「
原始 浄土 思 想 の 研究 』 pp ．138〜139）。 しか し、それ らの 密教 経 典 の す べ て を浄土教徒 が依用 した

　 とは 認 め 難 い
u 拙 稿

H
中国 に お け る密教系浄 土思 想、（

「
印 仏 研』 第 19巻 第 2 号）参 照 。

  　 「出r 蔵記集』 巻．一五、「
梁高僧伝」 巻 六、

「

念仏 三昧詩集序」 〔『広 弘明 菊 巻 三 〇所収〉、 『大乗大義章』 第11な ど。

　 なお、藤吉慈 海
「
慧遠の 浄 土教 思 想一（

「
慧遠研究』 研究篇）参照 。

（3｝ た と えば、〈難易二 道 〉　〈八 番 問答〉（大正40・826上、833ト以 下）な ど、、 なお、
『

阿弥陀 経 」 は
「
舎衛國所説無 量寿

　経 」 （827中） と して 引用 す る。真宗教 学 研 究所編
「
浄 ＋ 論註 総 索引J 参照。

＠ 　引用経論 に つ い て は、山本仏骨
『
道綽教学の 研究』 pp ．78〜蹄参照。

（5）　 〈十二 経七 論〉とは 、無量寿経 ・観 経 ・小弥陀経 ・鼓 音声王経 ・称揚諸仏功徳経 ・発覚浄 心 経 ・大集経 ・十方往

　 生経 ・
薬師 経

・般舟 経 ・大 阿弥陀経
・
無量清浄覚経、往生論 ・起信論 ・十住毘婆娑論 ・弥陀偈 ・宝性論 ・龍樹十二

　 礼 ・摂 大 乗 論 〔大 IF．47 ・91下〜97上 ）．

　　なお、 『
浄上 論」 の 引用 経 論 に つ い て は、名畑 応 順

「迦 才
』
浄 ⊥ 論の 研 究 』 論攷 篇pp．43〜52、末尾

「
引用経論

一
覧 」

　 参照。

〔6） 大正47・24下、25中下、28中 。 447下 。

〔7｝ 大 rE47 ・73中 。

（8）　
『
往生浄 上 集』 巻上 に 認め ら れ る 引証経典 に っ い て は、拙稿

［
慈 愍三 蔵慧 日 に 関す る二 、二 の 問題」 （

『
印仏研 』

　 第 17巻 第 2 号 ）参照。

〔9） 大正 85・1236中。

〔10） た とえ ば、　
『
西 方 合論』 明 袁宏道撰 （大 M47 ・395中〜398下）に 浄上 所依 の 経典を経緯 四 類 して 代 表 的経 典を引

　 証す る が、新 しい 摘出は 無い 。

〔11〕 大 正 47 ・150上、157下、160上 〜161中。

（12）　
「
楞伽師資記 』 に 四 祖道 信 （驂0〜651）の 思 想 と して 、

　　　要 依楞伽 経、諸仏 心 第一 又依 文殊説般若経、一一行三 味、即 念 仏 心 是 仏、妄 念 是凡夫 。 （大正85 ・1286下）。

　と い う記述 が 知 ら れて い る 。 道 信 の 念 仏 に 対す る理 解 は 〈坐 禅観 心〉 と して の 念仏で あ り、浄 土 教 と く に 善導 の 称

　名 とは 全 く異 な る 。 な お、初 期 禅宗 に つ い て の 研 究 は宇 井伯寿 ・鈴 木 大拙 ・関 凵 真 大 博士 、柳 田聖 山教 授 等非 常に

　 多い が一
々 挙 げ ない 。柳 田聖 山

「
初 期 禅 宗史 書 の 研 究 』　「

文献索り1．1 参照。

〔13｝ た と えば、 『
安楽 集 』 巻 ド 〔大 止 47 ・14下〕、 『

釈浄 t 群 疑論』 巻 七 （大 正47 ・73中X 『
念仏 鏡 』　（大 正 47 ・122

　上 天　
『
念仏三昧宝王論』 巻 下 （大正 47 ・142⊥ ）． 『

万善 岡帰集』 巻上 （大正 48・962中N 『
西 方 合論』 巻三 （大 正47・
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　 3981t）な ど。

〔14｝ 大正 47・439P．中。な お、　
「
集諸経礼懴儀 』 巻下 （大止47 ・466

．
ド）参 照 。

q5〕　 1
一
念仏方法一（

『
楽邦文類」 巻四所取、大 陀47 ・210下｝，なお、『

大集日蔵経 」 の こ の 個所 が すで に
「
釈浄土 群 疑 論』

　巻 七 〔大正47 ・76下 ｝ に 引証 さ れ て い る こ とは 、遵式 自身が指摘 し て い る。

  　た だ、当該 文 は現 存
『
守護国 界主陀羅尼経』 般若訳、に は相応 し なし  林 五 邦訳

『
楽邦 文類』 （

『
国訳

一切経 」 和

　漠撰述50，諸宗部七 p．68） の 註 に 沃 1Tll9・574上 に 相当こ とあるが 極く
一

部で あ り疑 わ しい 。こ の 個所 は他 に
「蓮

　宗宝鑑 』 巻 八 （大 IE47 ・341中） に その ま ま収録 さ れ て い る 。 な お
「
守護国界主陀羅 尼 経』 の 浄一t思想 1大 正 19・530

　下〕 は継 成 『
説林』 巻 四、矢吹 慶輝

「
漢訳 浄一L緯 論 表 1、藤 田宏逆

「
浄一ヒ思想 に 言及 す る経論一　〈

一
覧表〉 に すで に

　指 摘 され て い る が、そ れ とは 異 なる。継磁 よそれ とは 別 に
『
説林』 巻七

「
楽邦文類所挙也。而 今経 無此文 。 恐 有異

　本乎。i と自註 して 挙 げ て い る 。 第 二 章第二 節 第 四 項 p ．t4L 参照。

〔IZ　大 ］E47・114ド。 なお 元暁 撰
『
両巻 無量寿経 宗要』　〔大 ［E37・／29上）の 引証も同 じで あ る。当該文の く十念〉 に

　つ い て は
「無量 寿経』 の ぐ十 念〉 との 関 連 か ら諸 先 師 に よ っ て す で に 論考 さ れ て い る。また

『
釈浄 土群 疑 論 巻 五

　1大 ff．47・61−L中）に も
『
弥勒所問経』ぐ十念〉の 引証 が あ るが 区 切 り型 に椙違が ある。 第三章第 節 第二 項 pp．138−139参照。

〔餅 大 i｝：．47 ・ユ05土 。

〔19） 望 月信亨
1
慈恩 大師 の 浄 tzに 関す る 菩 書 及 び 其の 所 説　（

『
浄 」：教 之研 究』 所月又）。

〔20｝ 大 正 37 ・318F 〜319　Eo

  　日本浄土教典籍

　中国浄土教典籍 に認 め られ る以 ヒの 引証経典の概 要 に対 しで、そ れで は 日本に お い ては ど うで あ

ろ うか 。

　日本浄土教史の 変遷をみ る とき、法然 ・親 鸞に よ っ て 開かれ た浄 十宗 ・浄 十真宗が それ 以降 今日

に 至 るま で 日本仏教の 中で も最 も大 き な発展 を遂 げて い る こ とは周 知の 通 りで あ るが 、それ故 に く浄

七三部経〉 ・イ ン ド中国浄 土教典籍 ・開祖 の 著述 等に つ い て の 諸註解 は枚挙 に い とまが な い ほ どお

びた だ しい 部数 に なっ て い る 。 そ うした 中で も とく に
『
安楽集』 の 末疏 、或 い は

『安楽集 』 を引証

す る
『
選択 集』　

『
教行信証』 の 諸註解 をは じめ として、浄

一
ヒ教関係疑経典の 解釈 も数多 く認 め られ

る わ けで あ るが、それ らにっ い て は各疑経典の 考証の 際 に必 要の もの を参看す る こ とに して、 こ こ

で は 意図的に 浄土経 典 を収録 して い る代 表的 もの の み を取 挙げる に留め た い
。

　そ の 意味で 考えられ る典籍 と して 、日本初期 の 浄土教か ら
『
往生要集 』、また浄土 経典収録の 集大

成 と して
『
阿弥陀仏 説林』 を挙 げ る こ と に は異論な い で あ ろ う 。

　源信 （942〜1017）が序 文にお い て
…
一
往生極楽之教行」 の 為に

「聊集経論要文 、 と自か ら意図 し

た
『往 生要集』 三巻 に は 、総数

一
千回 に 近 い 経律論疏 の 引文が典拠と して 挙 げられて い るが轡その

中で もと くに源信 自身が まとめて挙 げた経論 と して は 俄

　大 文第三 〈明極楽証拠〉 と して 、迦才 「浄土 論』　〈トニ経 七 論 〉 を引 い た 後 に 、

　私 加云、法華経薬王品 、四 十華厳 経普賢願、目連所間経 、三千仏名経 、無字宝篋経、千手陀羅尼

　経 、十一面経、不空羂索、如意輪、随求 、尊勝、無垢浄光、光 明、阿弥陀 等諸顕 密教 中、専勧極

　 楽不 可称計 。

と挙 げ、

　大 文第九 く明往 生 諸行〉 の 第 一 〈明諸経〉 と して 、

　四十華厳経普 賢願、三千仏名経 、無字宝篋経 、法華経等諸大乗経 。 随求、尊勝 、 無垢浄光、如 意

　輪 、阿 噌力迦、不空羂索、光 明、阿弥陀、及龍樹 所感往生浄土 等咒 。

更 に 、

『大阿弥陀経 」　『f往生弥陀 仏国経 』　『弥勒 間経』　
『宝積経 第九

一
トニ 』　

『観経 』　
『
双観 経 』 の
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引文 を挙 げ、また、

　 大文第十 く問答料簡〉の 最後第十 く助道人法〉の 中で
「
何等教文念仏相応」 と い う問 い に対 して、

ほ ぼ総ま とめ と して
『観無量寿経 』　『双観無量寿経 』　『観仏三昧経』　

『般舟三昧経 』　
『念仏三昧経』

『
十往生経 』　『

十住毘婆沙論』　『
小 阿弥陀経』　『無量寿経優婆提 舎願 生偈 』　

『
摩訶止観 』　

『観念法

門』　『六時礼讃 』　『（天台）十疑』　『安楽集』　
『
西方 要決』　

『
群疑論』　

『
浄土論』　

『瑞 応伝』 の 経 論、

浄土教典籍 を各書の 特色を説明 して挙 げ 、

　 其 余雖多、要不過此 。

と結んで い る 。

　 もとよ り、 こ れ らの 経論、或 い は他 の個処 で 引証 された経論 に お い て も、すで に 代 表的 な浄土経

論 と指摘 され た もの が圧倒的に 多 い わ け で あ るが、そ うした中で も、

　 十往生経 、R連所問経、随願往生経、日蔵経 、 優嗔王作仏形 像経 、 文殊般若経 、占察経、弥勒問

　 経 、

な どの 疑経 、古佚経、或 い は 今 日浄土経典 とされて い ない 真経 が
、 しば しばそ れも重要 な典拠 と し

て 引証 され て い る
〔1〕 そ して本要集の 特色 は浄土経論を意図的に 取挙 げて い る点で価値が認め られ る 。

　 『往 生要集』 が 日本浄土 教史の 上で浄土 宗、浄土 真宗成立以前 に著 された浄 土 思想 に言 及す る経

論 を集録 した代 表的典籍で ある とすれば、法然に よ っ て 〈三経 一論〉が規 定 され 、親 鸞 によ っ て く浄

土三部経〉並び に く七祖聖教〉が重視 された以降の 所謂 〈宗学〉の 歴史の 中で、浄土経論 に 関 して

最 も顕著 な業績 を示 した典籍は浄上真宗継成 （　〜1774）に よ っ て 集記 された 『阿弥陀仏説林』 七

巻 （1771年）で あ る 。 本書に 集録 された諸経 論二 百五十余部は その まま矢吹慶 輝博士 〈漢訳浄土 経

論表〉に 引継 が れたわ けで あ り、そ うした 中の 疑義 あ る 経典 に つ い て は後 にゆ ず るが
、

こ こ で本稿

に 関係する本書 の 特徴 に つ い て 指摘 しよ う。
まず第一

の 点は 、 それ まで の 著述者の 信仰 に と っ て浄

土経 典 と解釈 され、引証 された態度 と異 なっ て 、 阿弥陀仏 （無量 寿仏 、無量光仏 な ど）、極楽 （安楽 、

安養 など）の 記述 が認め られ る経典の み に 限 っ た こ とで ある 。 こ の 点は 、 後に矢吹慶 輝博士 、 更に

藤田宏達博士 の 梵蔵本 との 校合に よ る検索に 通ずる
｝

阿弥陀仏 ・極楽 に言及す る経 無 が 〈浄土経

典〉で あ る と い う今 日の概念 の 源 に なるわけで あ り 、 こ の 態度 は経典研究 の点 か らみ れば確か に秀

れた卓 見 と云 わねばな らな い
。 しか しなが ら、すで に み た様 に 中国

・
日木浄土 教徒 に と っ て、それ

らの経典が 実際に どの 程 度依 りどこ ろ とな り、それ らの経典に よ っ て 何人 が浄土教 を信奉 したか、

とい う生 きた経典 の 価値 を間 うな らば 、 そこ には継成 に よ っ て初 めて浄土経典 と見做 され、或 い は

ただ単 に 、 阿弥陀仏 ・極楽 につ い て言及 して い る と い うだ け に過 ぎない 経典 もある わ けで ある。た

だ継成 に とっ て は こ う した点 を当然配慮 した と思われ、『楽邦 文類 』 で 指摘 きれ た
『
大乗大集 日蔵経 』

『
目連所問経 』　

『善信摩親経 』　
『
守護国 界主経 』　

『文殊般若経』 を巻七 〈追録 〉に 自註 を附 して挙

げて い る 。 第二 の 点は、明 らかに疑経典 と知 られ る経典 は
一

つ も挙げ られて い ない
。 すで に

『長西

録』　
『経籍録 』 が 世 に 出て い る の で あ り、よ しん ばそれ らを見て い な い に して も 、 浄土 思想 に言及

す る数部の 疑徽 の 存itは 知 ・ て い た と思われ る 碑
〕

．
そうした腆 は指摘 され て い ない 点で ある 。

　以上、日本浄土教 に お ける代表的典籍 と して
『往生 要集』 と

『
阿弥陀仏説林』 を取挙 げた 。 前者

はあ くまで も （浄土）往 生 （の 為の ）要 （文の ）集 （録）と して 、自己の 信仰 に所依 と なる経 典 を

取 挙 げた もの で あ り、そ こ には すで に 指摘 した 中国浄土教典籍に お ける引証 と同 じ様に、浄土 経典

と解釈 され信奉され た経典 、或 い は 自己 の 信仰 に とっ て所依 となる なら疑経典 で あ っ て も、それ を
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引証 して い る 。 そ して こ の 態度は
『
楽邦文類 』 をは じめ とする中国浄土 教家の 態度 に その ま ま共通

す る （， の で あ る 。 　．・方、
『
阿 弥陀仏説林 』 は

『楽邦 文類』 の査定 した疑義の 有する浄土 経典 を 〈追

録〉に挙 げなが らも、今 日の 浄土 経典の概念 に つ なが る厳密に経 典研究の 立場 に限 り、疑経典 ・古

佚 経は除外 されて い る 。もとより
『
説林 」 集録 の 経典の 中に は今日藤 田宏達博上 に よ っ て 除外され 、

或 い は疑経研 究の 分野 に お い て疑 義 あ る経典 も認 め られるので あるが、梵蔵 本の 知 らない 当時 に お

い て は釈尊 金口 の 教 え と して 大蔵経 に収 め られて い た真経 と認 め られ た ほぼすべ て を渉猟 したの で

あ り、そ の 業績 は 高 く評価 されねばならない 。

〔】ト tEEi亅信勝 『
国訳一

リフ経　和漢 撰 述67　諸 宗 部二 四 」　
「
往生 要集解 題」 参照。

（21）　
『
浄
．k宗全 書」 巻

一一一五 。
　pp ，65、13〔｝〜132、154。

　　なお、前註
『
国訳

．一
ヒ『J経』 和言尺本 に は、こ れ ら一々 の 経 論の 大 1E蔵巻 数、番 号 を註記 して い る が、就中

「
随求」／

　 に 対 し て、　「
随求 u 　〔大 正20巻 ll騒 番経〕」 （p．6ゆ、　

「
随求 。　（仏説随求即 得大自在陀羅尼神呪経）〔大 正20巻 1154

　番経 。lI（p．189）とす る註記は
「
普遍 光明清浄熾盛女［1意宝印心 無能勝大 明王 大 随求陀羅尼 ＄！．J 唐不 空訳 に 訂 rEす べ き

　で あ ろ う。両経は 同本異訳 で あ る が、前経 宝 思惟 訳 に は浄 土 思 想 は認 め られ な い の に 対 して 、不 空訳1大正20 ・625

　 上 、626上 ） に は 浄 ：L思 想 に言 及 して い る。

［3
’
） こ う した経 典 の 中 に、　〈古佚疑経〉 の

『
弘猛海慧経⊥ の 引証 （「若 有称念 百千倶 胝 那庚 多諸仏 名号、復有暫時於

　我 名丹 至心 称念、彼二 功徳平 等平 等、諸有称念我名号者
．一

切皆得不退 転±di　．1　『浄 ＋ 宗全 丁  巻一五、　 p．61、なお
『
開

　元 録．1 巻一八、大 IE55 ・675中、参照 ） が あ る、　〈称念 思想 〉 の
一典拠 と して 重 要 な引 証 で あ ろ うが、浄 ⊥ 思想 に 言

　及 しな い ぐ古佚 経 〉故、本 稿 で は取 挙 げない 。ま た
『般 舟 三昧経』 の 引証 と して の

「
如 阿 弥 陀国菩薩 兄無央数 百 T’

　仏、得 是 「
，wa菩薩然、当 見無央百千仏 」 〔

「
浄土 宗 全 書』 巻

一・五、pp．119〜120） は現 存
『
般舟三昧経』 に は認 め られ

　 な い ，

（4） た と えば、　「楽 邦 文類』 巻 ．．一の 疑義の 右 る 疑典を挙 げて い る に も か か わ らず、　
『 1一往生 経 』 を外 し て い る し、或

　い は 真宗 学者 と して
『
安楽集 』 な どを読 ん で い ない とは 思 え な い 。 ただ継 成の 検索 は 大蔵経 （

『
明蔵』） に 当・

丿 て な

　 さ れ た の で あ り、あ く まで も 当時の 真経 に 「垠 っ た の で あ ろ う，、

　以上、中国
・

日本浄土 教史の hで浄
一11経典を意図的 に 集録 した典籍を中心 に、今 日 〈浄土経典〉

と認 め られ て い ない 広義の 疑経 に つ い て辿 っ てみ たわ け で あ るが、そ の 中 に は正確 に は疑経で な い

経典 も含まれ る 。 経 典が或 る時代、或 る人 々 に とっ て 、如 何 なる救 い ・修 行の 依 り ど こ ろ で あっ た

か とい う価値 を問 う立場 を考 える な らば、単 に経典研究の 立場 だけ に と どまる こ となく、 こ うした

社会的意義を考慮 した扱 い も重要な研 究分野 で あり、その 意味で 資料的価値は認め られるべ きで あろ う。

第三 項 諸 経 録

　派土 教関係疑経典の 資料 として、第
一

に 〈大正蔵 〉　〈続蔵経〉　ぐ敦煌 文献〉所収の 現存疑経典 、

並 びに 諸典籍 に 引証 され た 〈古佚経〉の 検索 。 第二 に 中国 ・日本浄土 教史上 の 代 表的著述 に認め ら

れ る引証 経典 が 考え られ る わ け で あ るが、第三 に疑経典 の 成立 年代 、流布 変遷 を査 定す る Eで の 根

拠と なる 〈経録〉に つ い て 取 上 げる必要が あろ う。

　先ず中国 に っ い て い えば、浄土経 典 の み を集 め た 目録 は な い
。 中国に お け る現存経 録 は十七部で

ある が
、 その 中

「
道 安録 」 か ら

『貞元録 』 に 至 るま で の 疑経 ・失訳雑経 目録は 重 要 な資料で ある 。

更に 経 典 に よ っ て は 疑経 ・失 訳 経 と査定 さ れ た もの が 闕本経 、抄訳経、 そ して 真経 と変更増部が認

め られ る の で あ り 、そ う した点を考え る と問題 の な い 宋代以 降の 三 目録 を除 い た残 りの十 四部 に 記

録 さ れ た経典の 考証 が必 要に なる雪 ま た、こ う
’
した経録 とは異 なるが、そ う した経典 が何時頃盛 ん

に 行わ れ て い た か を知 る 為に は 敦煌文献 に認 め られ る 奥書の 写経 年代 が大 きな手掛 か り となる 。 疑

経典は その 性格 L、む しろ経録 に は載 らな い もの も多数認 め られ る の で あ り、そ う した場 合、写経
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年代 を記 した経典は 、 その 数が少 ない に して も、それらを通 して成立 ・流布 の 様相 を窺 うこ とが出

来るで あ ろ う。

　　日本に っ い て い えば、浄土教経 典疏鈔 目録 と して 、

　 浄土依憑経律 論章疏 目録一巻　長西 （1184〜1228）撰

　 蓮門類聚経籍録二 巻　文雄 （1700〜1763）撰

　 浄一［：真宗教典志三 巻　玄智 （1734〜1794）撰

が挙げ られ る
｛2）

。

　　その 中で も
『
長西録』 に は

「
偽妄録 第十」 の 項が あ り、

　　
『九品往生経…巻 』 不空訳 、　

『浄十阿弥陀経 』
一巻 、　『

四十八 願阿弥陀経』
一巻　阿地 瞿陀訳、

　　
『
無量 寿経』

一巻、　
『無量 寿（経 ）浄土 阿弥陀経 』

一
巻 、　『

浄十三昧経 』
一巻 、

『往生 浄土 本経 』

を挙 げて お り 、

『経籍録 』 に は
「
偽妄濫 真類」 と して 、

　　
『九品往生経 』

一
巻　不空三蔵、　

『浄 土阿弥陀経』
一一巻　闕訳 人、　『

○浄土本縁経』
一巻、　『四

　　卜八願阿弥陀経』
一巻　阿地瞿 多、　

『
根 本秘密神呪経』

一巻　闕訳 人 、　『
仏 説阿弥陀三 時海経 』

　 畫良耶舎、　
『仏 説無量寿如来至真等正覚経』 法 力三蔵 、　『仏説九 晶往 生阿 弥陀三 摩地陀羅尼経 』

　
…巻　不空三蔵

が挙 げられ て い る。こ れ らは 、す べ て信 を置 き難 い けれ ども、 その 当時 の 浄土疑経典の 様 相の
一端

を示 すだ け で なく、今日、現存す る経典 も含まれ る の で あ り、成立・流布を考 える重要 な資料で ある。

　更 に こ う した 目録 に は 、今 日疑義の あ る経典、或 い は浄土経典 と見做 され て い な い 経典 が、傍依

の 浄 十経典 と して 考え られ て挙 げられて い る 。 こ こ で それ らを摘出する と 、　『
長西録』　「

群経録 第
一

」 に は五十四経百四十三 巻の浄 士依憑経典を指摘するが、

　　
『浄土三昧経三巻』 失訳、　

『
十方随願往生経 』

一巻　東晋 帛尸 黎蜜多訳、　『潅頂抜除過罪生死 得

　度経 』
一

巻　宋恵簡訳、　
『
弥勒菩薩所問経』 、

『
十往生経』

一
巻、　『

華手経』
一

巻、　『優填王作仏

　形像経』
一巻　失訳、　

『
仏 頂心観世 音菩薩大陀羅尼 経』 三巻、　『

菩薩内蔵経 』
一一巻 耶舎崛多等訳

などは・明 らか な麗 凝 義の 有す る経典 、 鮭 思想の 認 め られ ない 腆 で ある ． 更 に ・
驍 録』

の
「
傍依経本類」 は 浪 西録の 録す る所を明蔵 目録 と こ れ を対検 し、因に麗蔵 目録を討 尋 し、

……
D ，

と述 べ て挙げて い るよ うに、
『
長西録』 所載 の経典 はすべ て収録 されて い る

〔1〕 『真宗教典志』 巻一

　
「旁依経 論」 に も

　 随願往 生経一
巻　　　　十往生経一

巻

　 仏説地蔵菩薩発心 因縁十王経一巻

が、それ ぞれ細註 を附 されて 挙げ られて い る 。 こ れ らは、今 日 の 浄土経典研 究、疑経研 究の 分野で

い ずれ も問題 の ある経典で あるが 、撰者 は疑 わ しい もの には註記 しなが らも浄土傍依の 経典 と指摘
して い る 。

肚
・ 諸鰯 に認め られ る経典の 主な も の を指摘 した が、 こ れ らの 諸経録 の ホk討の 外 に、 ・

奈 良
朝羅 騰 ・

〔‘｝
の 検討 は麒 の 灘 を考え る場合の 参 考・ なる。現礙 纖 の 中1，は その 騰 上沖

国撰述 ゜躰 撰述の 未詳の もの が認 め られる の で あり、そ うした駘 に 躰 鐓 最初其月の 写経 購
に 記載の 撫 は ・ その 成 立の 時 ・所・更 に そ の 麩 を考える場合 の 大 き 娯 拠 と L・ えるで あろ う。

1欝 贈 識 孫 繍 黠鷺窪鷲
しば し飆 され て ・ る・ で こ こ で ・・虫・ …

（3峨 中・『
傾 欟 賠 舗 大 陀 羅尼 経 ・ 銅 を示す か 硼 で あ る。 r

騰 録 、 は 袵 尉 して
・
此経未捜得之凝
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1！O 柴　　 田 泰

　長西所録 略 題歟一と細註 す る。また 『
菩薩内蔵経』 も如何 な る経典 か 不 明で ある。　

『
経籍録』 に も

「
此絳 亦 諸録 不

　晃。蔵 字恐 戒 誤 1 （『大 日・阿ム 教 全 書』 巻一一、p．380）とあ るが、　
「
菩薩内戒経』 に は 浄 土思 想 は認 め られ る （大．【E24

　・1029上、1031上 ｝． ま た類似 の 経名 と L．て 『
菩薩蔵 経 』 が あ り、そ こ に

［
西 方跋 陀 羅 世界賢 謂、於彼 有 仏 名無 辺光

　1Ul
」 （大 冂：24 ・1087、上）と浄．．ヒ思想 （？）を予想 させ る記述 が認 め られ る。当該 文に 対 して、矢吹博上 く漢訳 浄上経論

　表〉、〈傍説浄 土教経 論 集 〉 〔
『1争土 宗全 書」 巻 ・、p ．202）は浄一j二経 典 と 見做 す が、後 に藤 ill博士 〈一・覧 表 〉で は 西方

　跋陀羅 世界は極楽 と異 な る 故、浄」：思想 に非ずと削除 され た経典 で あ る。

〔4） 石 田茂作
『
譖鴇 奈 良朝f1激 の 研知 。

第二 節　従来の 諸研究

第一項　漢訳浄土経論研究

　前節 に お い て 〈浄土 教関係疑経典〉に関す る関係資料 と して 、 第
一に 現存資料と して 〈大正蔵経〉

〈続蔵経〉　〈敦煌 文献〉、そ して ぐ古佚経〉。　第二 に浄 七教典籍 に 引証 され る経典、第三 に経録、を

取挙げた。本節で は こ うした研究分 野にお ける ま とま っ た代 表的研 究に つ い て 考えて み た い
。

　そ こ で く漢訳浄土経論〉の 研究分野で はす で に指摘 した如 く、

　矢吹慶輝博士　　「漢訳浄 土経 論表 」

　藤出宏達博士 　
「

浄土 思想 に 言及す る経 論 〈
一

覧表〉」

が挙げ られ る
（

’
1）

。

　矢吹博士 の
「
経 論表、亅 は

『
説林』 の 引文を

『縮刷大蔵 経』 中に 検文 し、訳者の 年代順 に配列 し、

〈仏 名 ・国土 名 ・関係仏 名〉 を254部 に渉 っ て指摘 した もの で ある。

　藤 田博士 の 〈一覧表〉 は、それ を基礎 に しつ つ も、現在披 見 しうる限 りの サ ン ス ク リ ッ ト本
・
チ

ベ
ッ ト訳 の 校合 によ り、　〈サ ン ス ク リ ッ ト本 ・

チ ベ
ッ ト訳〉の 典拠を加 え、す べ て

『大止蔵経 』 の

典拠 を明 らか に して 290部 を指摘 して い る
［2
』

　こ の 両研究が
「
説林』 以前 の著述 と根本的に異 なる点は、い ずれ も くイ ン ド浄土教〉の 研究 に と

っ て の 資料と して 挙 げられ た こ とに 共通点が あ り、それ まで の 著述者 自身に と っ て の 理 解、浄土教

所依の 経論で は な い こ とで あ る 。 も とよ り こ う した態度は学 問 の 客観 【生か ら考えれ ば 自明 の 方法 で

あり、イ ン ド浄 土教の 研究 とい う点か ら見れ ば当然の こ とで あ るが
、 中国

・冂本浄土教 に お け る 各

経典 の依用流布 と い う宗教 と して の 変遷 を考えれば、それ以前の 典籍に お い て浄 モニ経典 と解釈 さ れ

信奉 された経典 も捨 て る こ とは出来な い
。

　次 に 両研 究の 相違 を挙 げるな らば、藤 田博±の 研究は今 日披 見 しうる限 りの サ ン ス ク リ ッ ト本 ・

チ ベ ・
ソ ト訳 と の 校合 に よ る原始浄 上思想 の 資料 と して の 経論の 摘出で あ っ で、矢吹博士 が浄土 経典

と見做 して い た 数 部 に つ い て も、その 原語 か ら考えて も浄 土思想 に非ず と厳 密に 削除 して い る 。 両

研究指摘経論 の 異動 を挙 げれば、

　　　　　　 矢吹 博士表

共通経論　　　 245部

独 自の 経 論　　　 9部

　総 計 　 　 254部

とな る
。

藤 出博士表

　 245部

　　 45部

　 290部

こ こ で 、本稿 に と一
， て の 当面の 問題は、藤 田博 士が イ ン ドに お い て は 浄土 思想 を予想 した もの で
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はな い と除外された 九部の経典の 検討で あ る 。 それ らが それ以前の 浄土教徒 に と っ て 浄土思想 と解

釈 され信仰の 対象と な っ て い た ならば 、われ われは広 い 意味で の 浄土教関係疑経典 と して取挙 げな

けれ ばな らない で あ ろ う。 そ の 九部 とは、

　 菩薩道樹経　呉 支謙 （
『
説林』 巻三）

　 菩薩蔵経　梁僧伽婆羅

　 最勝仏項陀羅尼 浄除業障経　唐地婆訶羅 （
『
説林 』 巻三 ）

　 金剛頂経瑜伽観 自在王如来修 行法　唐金剛智 （
『
説林』 巻六 ）

　成就妙法蓮華経王瑜伽観智儀軌経　唐不空 （
『
説林』 巻六）

　百千頌大集経地蔵菩薩請問法身讃 　唐 不空 （
『
説林』 巻六 ）

　 目連所 問経 　宋法天 （寒十 ノ同経 ニ ナ シ
『
説林』 巻七）

　無量寿大智陀羅尼　宋法賢 （
『
説林』 巻四 ）

　 大乗聖無量寿決定光 明王如 来陀羅 尼経　宋法 天

で ある 。
い ずれ も矢吹博士 「経論表」 で浄土経 典 と された もの で あ り、　『

説林』 で は そ の 中で七 部

を挙げて い る
〔

ぎ藤田博士 はこ れ らをサ ン ス ク リ ッ ト ・
チ ベ

ッ ト本等 に よ っ て 浄上 思想 に 非ず と され

た わ けで あ る 。
こ れ らは 諸経録 の 上 で は その 訳 出者 に異論 の な い も の で あ り、従 っ て イ ン ド撰述 の

真経 に属す る経典で あるが 、 その 浄 圭思想の記述 が疑 と され る もの で あ り 、 疑浄 ヒ思想関係経典 と

見做 される もので ある 。 こ う したか っ て浄土経典 と考え られ、今 日で は非浄土経典 と さ れ た もの の 記

述 につ い て も
一応 考慮す る必要が あ る で あろ う。

（1｝ 矢吹 慶 輝
『
阿弥陀仏の 研 究』 附録五　漢訳浄」二経論表　pp ．449〜474n

　　藤 田宏達
『
原始浄 土 思 想の 研 究』 pp ．136〜164。

　　外に、望月信亨
「
傍 明浄 十の 経並 に 論集 目次」（

『
浄 ］：教之研究』pp．36〜5SL 浄 土 宗宗典 刊 行会編 「

傍説浄 十教 経 論 集 」

　（
『
浄 至宗全 書』 巻

一
　所収 ）が考 え られ る が 、い ず れ も経 典 名 ・訳者名を挙げ るの み で 、その 当該文等の 記述 が な

　 く使用 に た え な い 。

〔2｝ 今 日の 水準 で は、藤 田博上 ぐ一覧表〉が浄 土経論 に 関 す る 代表 的 もの で あ る の で 、後 の 疑 経 典 と の 比較の 参考の

　為に、その 概 要 を示 す と、

　 総 言十　290書匡

　　阿 含部　1、　 木縁部　5 、　般若部　3 、　法 華部　10、　華厳部　11、　宝 積部　27、　涅 槃部　7 、　 大

　　集部　11、　経集部　56、　密教 部 135、 律 部 3 、釈経論部 4、　輸 伽部 10、 論集部 6 、　史伝部　1 、

　で ある。なお、こ の 部数 に っ い て は 第 1刷 本 で は 多 少相違 して い る 。

（3） 矢吹博 士 「
経 論 表」、藤 田 博 上 〈

一
覧 表〉 の い ず れ に もなく、『

説 林』 の み に 認 め られ る経典 に は、
　 観 自在如意輪菩薩瑜伽法要 唐金剛智

　 が あ る。

第二 項 　疑経研究

　前項に お い て は 〈漢訳浄土 経論〉 の 研 究に つ い て 取 挙げた が 、次 に本項 で は 〈疑経研 究〉の 分野

に お ける代 表的論考に つ い て 考えて み る
。

こ の 分野に お け る初期の 研 究 と して は望月信亨博士 に よ

る一連の 疑経研究 論文 が指摘 され る 。

　
『浄土教 の 起原 及発達 』 pp．133〜257　　　

『
仏教史の 諸研究 』 pp ．124〜166

　
『
仏 教経典 成立史論』 pp ．299〜531

とい う厖大 なス ペ ース の 諸論文は主 に 〈経録〉の 検討、思想 内容 の 他経 と の 比 較等に よ っ て指摘 さ
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れ た 善，の で あ る が 、それ らの 中に は藤田博士 〈
一

覧表〉で挙 げられ た 経典が四部認 め られ る
。

潅頂経巻十
．一 （潅頂 随願往牛十 方浄 土経 ）

潅項経
．
巻 卜二 （潅頂抜除過罪生死得 度経 ）

大仏頂首楞厳経　唐般刺蜜帝

千臂千鉢大教王 経　唐金剛智
ロ1

東晋帛尸梨蜜多羅

　「司　 　　　．1：

が そ うで あ るが、更 に望月博士が指摘 した疑偽経 の 中で 検索の 結 果浄十思想 に言及す る経典 を渉猟

す る と、

　善モ皇帝経、惟 無三 昧経 、無量寿仏 名号利益大事因縁 経 （曹魏康僧鎧訳）、 観世 音菩薩往生浄十 本

　縁経 （附西晋録）、念仏超脱輪廻捷径経 、十往生阿弥陀仏国経、阿弥陀仏覚諸大衆観 身経、九品往

　生阿弥陀三摩地集陀羅尼経、阿弥陀仏根本祕 密神呪経

等 々
、 実 に 三十余経 に認め られ る 。 もとよ り望 月博士 の 研究 は疑偽経論全般 に つ い て の 論 考で あり、

浄土思想 に 言及す る疑経 典の み を考察 したわ けで は な い か ら、そ の 意味で の 論述 は極 めて 少な く、

その 思想 内容等に は触 れて い ない が
1
ρ少 しく目を通す と多数浄 h思想 に 言及す る疑経 典が認 め られ

る の で あ る 。 更 に 望月博士 には く古佚経〉に つ い て の 論文が あ り
｛1｝ それら200 個所 を超 える遺文 を

検 べ 直す と、すで に
『
安楽集』 等の 周知 の 〈古佚経〉の 外 に 、なお数経 見出せ る の で あ る 。

　経録、諸典籍 の 引文、経典相互の 思想比較等 を中心 とす る疑経研究と して望月博」：の 研究が挙 げ

られ る とすれ ば、敦悼 文献の研究 に よ り数 多くの 敦煌出十疑経典 を考証 された矢吹 慶輝博± の 業績

ぞ，特筆す べ きで あろ う。 二 十世紀 初頭 に発見 されたお びた だ しい 敦熄 文献は 、 今 日で こ そ大英博物

館、巴 弔国立図 瀞館 、北京図書館等に 所蔵 されて、われわ れもマ イク ロ
・フ イル ム によ っ て披 見 し

うる よ うに な っ たが 、博士 は未公 表の 時代 に大英博物館 に赴 い て 、数 々 の 苦労の 末写真入手 した も

の で あ る
〔2：

就中 、
二 百 部余を影印 した の が 大著

ゴ
嶋沙 余韻 』 で あ り、 その 内容 を紹介 した の が

『鳴沙 余絹 解説』 で ある n た だ 1導士 が そ こ で 挙げ られ た疑経典の 殆ん どす べ て は、現 在
『大正蔵経 』第

八 i’i”巻疑似部に全 文が収 め られて い る の で 、
こ こ で は

『
鳴沙余韻解説』 の 中で浄

．
ヒ思想の 認め ら

れる疑経典に つ い て 指摘す る こ とにす る 。 敦煉 文献中の 疑偽経 に っ い て博士 は
「
第一部正編 　四雑

経 疑偽 1 で二十 f倍 1；、
厂
第二部　疑偽仏典及 び敦煌 出土疑偽古仏 典に就 い て 」

に それ らを含め て 四

十 余部 を解説 され る。そ うした 中で も浄．ll思 想 に言及す る疑経典 を指摘 され るが、と くに 意図的 に

論述す る個所 と し て は、第二 部 に
「
敦煤浄 十教研究資料に就 い て 」 の 一章 を設け て 主要 な資料 を考

証 して い る u その
「
五　雑経疑偽．と して 、

　山海慧経、救疾経 、太子讃経、救護身命済 人病苦厄経 、続命経、無量大慈教経、 ：モ厨経等 、

　 大乗無量寿宗要経

を挙 げる響 それ らは博士 自 か ら浄 k経典 と して 挙げた もの で あるが 、 更 に四 卜余部の 疑経 典の 中か

ら浄上思想 の 認め られ る もの を摘出する と、

　観経、大通方広経 、勧善経、新菩薩経、大方広仏花厳経普賢菩薩 行願モ品、普賢菩薩行願 王経 、

　現 在十方千五百仏 名並 雑仏同号、普賢菩薩説此証 明経 、地蔵 菩薩経

等に認め られ る 。
こ れ に よ っ て み て も浄 十思想 に言及す る敦煌 出土 疑経典の 量の 無視 出来 な い 点 が

判 明す る で あろ う。 ただ矢吹博十の 研究 に お い て も浄 ヒ教資料 と し て の 疑経典 の 論述 は 極め て 少 な

い 為に その す べ で を指摘 して い る わ けで は ない 。 われ われ は そ う し たすべ て を再検索 す る こ と に よ

っ て 、また新 た な敦煤 写経 に お け る浄一ヒ思想 の 特徴 を見出すで あ ろ う。
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　疑経研 究の 分野 に お ける内容を異 にす る 二 つ の 代表的研究 を取 挙げた が、こ こ で近年 の 総合的研

究 と して 、 最後 に牧 田諦亮博士 の 業績を挙 げて、関係資料並 びに従来の 諸研究の 章を終 る こ と に し

た い
。 牧 田博士 の研 究は、こ うした 二 っ の研究態度をふ まえっ っ 、 い わゆ る真経 とは 異 な っ た疑経

の み が有す る製作の 背景、そ の流伝 を探求す る こ とによ り、民衆仏教 の本質 ・実態を解明す る こ と

に あり、その 点では単 なる経典研 究の 立場 を超え た と こ ろに大 きな特色が あ る 。 博士 は敦煌 文献の

中の 疑経 に つ い て
一連の論文を発表 されて い るが、ほ ぼ総合的に扱 っ た研究と して は、

　 中国仏教 に お け る疑経研 究序説　一敦煌出土疑経類をめ ぐ っ て
一 （

『東方学報 』 京都　第35冊）

を挙げるこ とが出来 る 。 当論文には 152部の 疑経典 が扱われて い る が、その 中で浄土 教 と関連 させ

て 論述 された疑経典 は 、

　 善王皇帝経、惟務 三昧経 、須弥四域経、大通方広経、観世音三昧経 、救苦観世音経、

で あ る 。 更 に浄
一
ヒ教 に関係する疑経典 と して は 、

　 十二遊経、十方随願往生経、三 厨経、十往生経、地蔵菩薩経、高王観世音経、救疾経、救護身命

　 済 人病苦厄経、浄 k 三昧経 、 普 賢菩薩行願王経 、 無量大慈教経 、 須弥像図山経 、 新菩薩経 、 勧善

　 経 、 潅頂抜除過罪生死得度経 、 続命経、

な どで ある。 こ れ らの疑経典 は、もとよ り望 月 ・矢吹両博 士の 研究 にお い て も指摘 されたもの も含

まれて い るわけで ある が、疑経典の 思想 的特徴を考 える場合 に浄土 教は欠 かす こ との 出来 ない 大き

な比重 を占めて 中国仏教の 中に 生 きて い た こ とを物語 っ て い る 。

　以上、疑経研 究の分野 にお け る代表的研究の 中か ら、浄土教 に 関係す る疑経典 の 大要 を窺 っ

』
た力岬

今み た如 くそ の す べ て に渉 っ て 考証 した もの は無 い の で あり、本稿 に お け る意図 と して 、それ らを

再検索 し検討す る こ とは、それ なりの 価値が認 め られ よ う。

〔1） 大 iF蔵 巻 20所取の 本経訳者 は 不空 と な っ て い る 。 その 間の 事情 に っ い て は 『仏 教経典成 立史論』 pp ．　521〜524．　「
仏

　 書解説大辞典』 巻 7 「
．
本経」 の 項参照。

  　疑 経 典 の 中で 、と くに
“

弥陀 関係 の 経 典 と して は……．K と九 経 に っ い て の 論 述 が あ る 。　
『仏 教 経典 成 立 史論 』pp ．

　352〜354。他は 間接的 に 指摘 さ れ る だ け で あ る。

（3） とくに
［
古佚経 の 遺 文」 （

『
仏教 史 の 諸研 究亅 所収）、「

異経 及疑偽経表」〔
「
仏教経典成立史論』 pp．314〜339）参照。

（4） その 聞 の 事情 に つ い て は
『
鴫 沙 余 韻 解 説』

「

後 記 1 に 詳 しい
。 また、日 本の 初期敦煌 学の 状況 につ い て は、神田喜

　
一

郎
「
敦煌学五 十年』 参照 。

（5〕 なお、矢吹慶輝
「
安那仏教 史と現 存偽経 」 （『宗教研究 』 臨時特輯号　昭和六 年）に も類似 の 論述 が認 め られ る。

（6） 個 々 の 疑経典 の 研 究 論 文 の 中で 、と くに 浄 上 教 に 関説す る 論文 と して は、

　　牧田諦亮
1
浄度三昧経 と その 敦煌本」 （「仏 教大学研究紀要』 第37∫｝）

　　　 ク　　
「仏 説三 厨経 に っ い て」 （『宗教 研 究』 第 174号）

　　　
ケ

　　
「
松誉厳的 の 疑経観」 〔

『

糶 浄土 教 の 思想 と文化』）

　　小 笠 原 宣 秀
「
敦熄 本勧 善 経 をめ ぐ っ て」 （

『
東 方宗教』 22号）

　　谿
純
毒爨「無 量寿宗要 経 と その 諸写本 j （

『
西域文化研 究』 第 1巻 ）

　　笑薯毒賈「
十往 生 経 の 研 究 」 （

「
三康 文化 研 究 所 年 報 』 3 号 ）

　　岩佐貫三
「
十 王経 思想 の 系統 と 日 本的摂取」 （

『
印仏研 』 12巻 1号 ）

　　内藤竜雄
一
敦煌 ペ リ オ 本三 八 四 号 残欠経 典 目録 に つ い て 」 （

『
印 仏 研 』 17巻 1 号）

　　「匡野 順 照 「
敦煌 本無 量 寿経 五 悪般 に っ い て 」 （

『
印仏研 』 18巻 2号 ）

　な ど挙 げら れ る が、個 々 の 疑経典考証 の 際 に 指摘す る。
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　 　　　要　 　 　結

　以 E、本章で は関 係資料並 びに従来の 諸研究に つ い て 、 とくに 中国 ・日本浄
一
［1教家の 浄 t二経典の

解釈、取扱 い を中心 に 辿 っ て み た。そ の 結 果、以 下の こ とが結論づ け られ る で あろ う。

　浄土 教関係疑経典 を問題 に す る場合、今 日わ れ われが容 易に披見 しうる 〈大 正蔵 経〉　〈続蔵経〉

〈敦熄 文献〉が基本的資料 となる の は 当然 で ある が 、その 研究分野 と して 二 つ に 大別 される 。 その

一
っ は 浄一L経典 の 研 究で あ り、その 二 は疑経研究の 分野で ある。

　第
一

の 浄土経典 の 研究分野で は、真経 ・疑経 に限 らず 、 道綽 の
『
安楽集 』 よ り中国では 宗暁の

『楽

邦文類 』、日本で は源信 『往生 要集 』 に至る ま で の 態度は 、あ くまで も自己 の 信仰 、思想形成 の 依 り

ど こ ろと して の 引証経典 とい う立場で あり、その 意味で は阿弥陀仏 ・極楽 に言及 しな い 経典、或 い

は疑経典で あ っ て も釈尊の 真意 と違わ なけれ ば浄一L経典 と して 引証す る点に 特徴 が あ っ た 。 と こ ろ

が、浄⊥経典集録に 最も業績を残 した継成
『
説林』 を媒介 として 、近代 の 浄

一
ヒ経論研究 に 至る と、

とくに イ ン ド浄 ヒ教 の 資料 として の 経典 に 重点を置 くが 故 に 、中国 ・日本浄土教家の こ う した態度

は すべ て排除され、阿弥陀仏 ・極楽に言及する 真経 の み と い う厳密な経典研 究 の 立場 に なっ た
。 そ

して その 集大成 と して サ ン ス ク リ ッ ト本 ・チ ベ
ッ ト訳 に無 い 記述 は漢訳に お い て無量寿 ・無量光 な

どと い う記述が あ っ て も浄土 思想に 非ずと削除 された藤出宏達博士 の 研究 に至 っ たわけで ある。 し

か しなが ら疑経典の 成立事情を考え る ならば 、 そ こ には必 然的 に或 る時代 、 或 る社会の 要請 によ っ

て偽作 された の が疑経典 なの で あ り、その 場合に は厳密 な経典研究の 立場 を守 りっ っ も 、 更に先人

の 立場 をも考慮 しなければ ならな い で あろ う。 そ して こ の こ とは、 とくに浄土教関係諸経典 を基礎

的資料と して成 立 ・展 開 した 中国浄土教の 研究 と しては不 uf 欠 な態度 と思 われ る 。 本稿 にお い て比

較 的長 い ス ペ ース を割 い て 中国 ・H 本浄
一fl教家の 代 表的典籍の 引証経典を取挙 げた の もその 理 由 に

よ る。

　そ うして浄⊥ 経典 に関す る こ うした点 を考慮すれ ば、今 日浄 十教の 基礎 的資料 となる 〈浄十教 関

係経典〉 とい うの は 、

　（
一） 従 来指摘 され て い る真経 。

　（二 ）　 イ ン ドで は浄土 思想を予想 した もの で は な か っ た が
、 中国以降に浄 1：思想と解釈さ れ た経 典 。

　 （三）　 イ ン ド撰述 の 疑 わ しい 経典 。

と い うこ とに なろ う。本稿で は 当而の 問題 と して 、（三 ）の 疑経典 を中心 としなが らも、 （二）の 経典

に つ い て も附随 的に 考察 して い こ う と思 う。

　第二 の 疑経研究 の 分野 に お い て は、各経録 にお い て真経 、疑経、失訳雑 経、抄経 、 闕本経 等の 分

類 は な され て い て も、そ う した分類の 際の編 纂者 の態度 に つ い て はすべ て 明確 とは 言 えな い
。 そ の

意味で は望月博士 等 の 近代 の 研 究か ら考 えれば良 い わけで あるが、こ の 場合に も浄土経典研究の 分

野の 場 合と同様 に 、そ の 取扱 い に は経典研究 か ら更 に そ の 疑経典の 時 代背景 、 社 会事情の 考察 に 至

る ま で の推移 が認 め られる 。本稿 で は こ うした諸 先学の 研究 に依拠 しつ つ 、と くに 中国
・
（日本）浄

土 教の 実態 を考慮 しなが ら、考察を進 め る こ と に した い 。

第三 章　浄 土教 関係疑経典の 分 類

　前章 まで に 考察 した よ うに 、本稿で扱 う 〈浄土 教関係疑経典〉の 対象経典は厳 密 な意味で の
ly
阿

弥陀仏 、極楽 に 言 及する イ ン ド撰 述 の 疑 わ しい 経典 の 外 に 、第 1 に イ ン ド に お い て は浄上思想 を
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意味 しなか ， たが、中国以降浄 十思想 と考 えられた経典 、
並 びに浄土思想 に言及 して い ない に もか

かわ らず、中国浄 上教徒 に とっ て所依の 経典 と扱 われた経典 、即 ち こ の 両者は疑浄土数関係真経 と

い うべ き性格 の 経典が含まれ る 。 第 2 は すで に散佚 して そ の 全貌 を窺 えな い 諸典籍に 部分的 に 集録、

引証 された浄土教 関係古佚経、並びに経録 に よ っ て の み 予想 される疑経典、或 い は浄土教徒 に と っ

て浄 ヒ教所依の 経典 と見做 さ れた 疑経典 が含まれ る 。

　本章で はそれ らの
一

々 に っ い て 各経典の 持 っ 性格か ら分類 して 考察す る こ とに しよ う。

第一節　浄土 思想 と見做され た真経

本節に挙げ る 経典を浄 十一思想 と見做す典拠 の 略 号 と して 、

　言兎　ホ木 ：
「5可弓尓E它イム言兎ホ木』

　傍　説 ：
『
傍説浄一ヒ教経論表』 （

『
浄 ヒ宗全書』 巻一）

　矢吹表 ：矢吹慶輝
「
漢訳浄上経論表」

　藤田 表 ：藤 田宏達
「
浄 圭思想 に 言 及する 〈一覧表〉」

を用 い
、 必 要に応 じて ※ 印で 考証す る 。

第一項　原語の異 なる経典

大乗無量寿宗要経

　　 S ．2078etc，230部、　P ．29部、散 18部

　　cf ．矢吹慶輝
『
鳴沙余韻解説』 ll． 「

大乗無量寿宗要経 に就 い て 」

　　　　聯 黔爨
「
無量 寿宗要経 とその 諸写本」 （

『
西域 文化研究 』 第一）

大乗無量寿経　法成訳 （？）

　　大正 19 ・82上以 下

　　 cf ．藤 出表 No、241

成就妙法蓮華経王 諭伽観智儀軌　唐不 空

　次当即誦無量寿命決 定如 来真言七遍、作是念言、願・一切有情、皆獲如来無 量寿命

　　 大 ll三19・596中

　　 cf ．説林巻六 、 矢吹表

大乗聖無量寿決定光明王如来陀羅尼経　宋法天

　　 大「El9・85上以下

　　 cf ．傍説、矢吹 表

無量寿大智陀羅尼　宋法賢

　 阿波哩弥 多崘

　　大正21 ・907中

　　 cf ．説林巻 四 、傍説、矢吹 表

　以 Eの
『大乗無 量寿宗要経 』 並 びに その 異 本、関連経 典 に 認め られ る無量 寿 （無量 寿命決定、無

量寿決定光明王 ）如来が中国 ・日本に お い て 阿 弥陀仏 と解 され た か ど うかが 問題 で あ る 。

　就 中、
『
大乗無量寿宗要経 』 の写 本は敦煌文献で 270余部、諸原語 を含め る と数 百種 あ る 儔籍伽鑠

前掲 論文）と言 われて い る。また、大 臣蔵所収の
『大乗無量 寿経 』 は

『大乗無量寿宗要経 』 の
一

写

本で あ るが
「
  唐代写 高楠順次郎氏蔵敦煌本、  大英博物館蔵古写本」 とあ っ て ス タ イ ン 番号が不
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叶

2
弋、勇

明 故別 に 挙げた 。 藤 田博十 が浄 i：忠想 に 言及す る経典 として 挙 げられたの は、本経 の 中の
1
若有 白

書写 、教 人書写 是無量寿宗要経、受持読誦、当得往生西方極楽 阯界阿弥陀浄土。1 （大 IHI　19．・84．ヒ）

の 記述 を示 すの で あ り、こ の 点で は浄 1二経典に 属す る もの で あ る 。

　そこ で 、本経 の 寸1仏 た る無 量寿如 来で あ る が
、

こ の 無量寿の 原語は AparimitEyu一で あ り、Ami

tayu −、　AmitEbha一で は 無 い （矢吹 博士 ：前掲 書、山 円竜域
『
梵語仏典の 諸 文献』 p．157）。 矢吹博 1：

は前掲 Ttl’： （esp ．pp ．150〜154）で阿弥陀仏 との同異 に っ い て 諸解釈 を紹介 され て い るが、その 決定

は さ れ て い ない
。 しか し　漢 訳浄

．一
ヒ経論 喪 、 で は その 異 本を挙げて い る か ら、その段階で は 浄土 思

想と兒做 した の で あろ う。 藤 田博士 は、原語 の 異 なる点 、西域中心 に 諸原語を含 め て 多数の 写本が

ある こ とは 当然そ うした地域で は Apartmit芻 u 一信lrr」で あ っ たと思 われ る点、中国 に は阿弥陀仏 と

解 した 興拠の 無 い 点等よ り、
『
大乗無量寿経』 の 当該文章以外の 典拠を削除 され た 〔藤田博上 の 御示

教に よ る）。 も とよ り原語 の 判明 した現 ≠［iで はそれ を阿弥陀仏 と見做す こ とは誤 りで あ るが、浄 ヒ経

典 と され る もの の 中に は原典の 無 い 為に 判定の 出 来ない 無量寿陀羅尼が しば しば認め られ る し、ま

た次項で指摘 す る経典 をは じめ と して無 累：寿、無量光、或 い は阿蜜L1利多等の 訳語 の 類似 か ら阿弥陀

仏 と考 え られ た経典 もあ る わ けで あ り、
『
説林』が解釈 した よ うに こ れ ら の 無量寿は浄 土教の 無量寿

仏と兇做 された経典 と扱 っ て も良 い と思 われ ⇔ ，、

第二 項　原語の疑わ しい 経典

菩薩道樹経　　（私呵昧経）　 呉支謙

　於是世寿終後 　便生．．ヒ兜術 天　当願コこ安隠国　寿無極法 工 前

　　大IE14・813上

　　 cf ．説林巻 三、傍説、矢吹 表

陀隣尼鉢経　東晋曇無蘭

　爾時、去是仏刹百千億拘利仏 刹、過爾所仏 土、其刹世界名阿難陀拘蠶編、彼仏 号伊 迦波提羅耳畔難

　如来至真等止覚、今現 在遣 両菩薩 、
一一名阿 弥陀 法票瀦、

一
二名摩謌法瓶

大
。

　　大 iE21 ・865巾

　異本 ． 安 宅陀羅 尼呪経

　一一名大光、二 名無量光 、（大 ［lll9・744 ［1）

押广旬宇申卩児案呈　　呉 支言兼

　
一

名無量光 明 、 二 名大光 明 、 （大 rE21・864下）

東方最勝燈王陀羅尼経 　隋 闍那崛 多

　一 名大光、二 名無量 光、（大 1｝こ21 ・866上 ）

東 方最勝燈王 如来経 　隋 閣那崛 多等

　一一名大光菩薩 、二 名甘露光菩薩 、（大 正 21・868中）、尚、藤 田表Ne．116で指摘す る無量寿

　 （大 IE21 ・871中） は 当該個所 と異 なる 。

聖最上 燈明如 来陀羅尼経　宋施護

　
一

名大光明 、
二 名無 量光、（大正 21 ・872下 ）、

Hphags＿pa　 rig ＿sfiags ＿kyi　rgyal − mo 　 sgrol ＿ma 　mchog ＿gi　gzufis　（The 　Tibetan　Tri−

pitaka ，　 Peking　Ed ．　Vol．7，p．162−2−5 （2158 ）
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　　　　　byah−chub ＿sems ＿dpab　bed−chen −po　 dafi尊od −dpag−med 　ces −bya−ba　byafi＿chub ＿

　　　　　sems −dpab　（大光菩薩 と
’
無量光菩薩）

※ 当該 文 の 阿弥陀 は異本、チ ベ
ッ ト訳 で み る限 りで は 阿弥陀の 意訳 語 の 無 量 光 で あ る が、他仏 の 脇待 と して 説 か れ

　れ る例 は 無 い と思 わ れ る。従来 の 指摘 の 中で
「
阿 弥陀 」 の 語 で他 の 仏 菩 薩 名 を示 す こ とは 珍 ら しい の で 参考 と し

　て 挙げる 。

菩薩蔵経　梁僧伽婆羅

　東方 名阿輸謌 lll：界糶、 於彼有仏名月勝吉 、 南方難陀世 界麟 、於彼有仏名旃檀吉 　西方跋陀羅世 界

　砦
謂
、於彷有仏 名無辺光 明、北方饒益眼世界、於彼有仏 名幢吉

　　 大 ［E24・1087上

　　 cf ．矢吹 表、傍 説

最勝仏頂陀羅尼浄除業障呪経　唐地婆訶羅

　 阿畷ロ利多

　　 大 tE　19 ・359中

　　 cf ．説林巻三、傍説 、 矢吹 表

　※ 当該 史の 阿 嘸 喇 多の 原語 が Am
ξ
ta で あ る こ と は 容易 に 推定 され る が、　Am

：
ta と阿 弥陀仏 の 関係に つ い て藤 円 宏

　　達博 士 は阿 弥陀 仏 の 起源問題を検討 され た際 に
“Amgta が阿 弥 陀仏 と関係 づ けて 説か れる例 が、他 に な い わ けで はな

　　い
。 KS （『原始浄」：思想 の 研究 』 p．301） と して 数種 の 例を挙 げ られ る 。 しか し、藤 田博士の 結 論 は阿弥陀仏 の 原語

　　を
ミArn：ta に 由来す る もの と見 る こ とは 出 来 な い ．・（同）とい う もの で あ り、従 っ て 阿 嗤 喇 多 の 語 は イ ン ド浄土教

　　に お い て は 資料 と な らな い もの で あ る。しか し、中国以 降 の 浄 土 教 に お い て は、 Am
；ta が 阿 弥陀仏と関係づ け

　　て 説 か れ る例証 が あ る点、Am ；ta 〈不 死〉 の 語 が 〈無量寿〉、従 っ て 阿 弥陀仏 と して 考 え られ た こ とは 予想 さ れ る

　　わ けで あ り、そ れ が 説林 等 に おい て浄土 経 典 と見做 され た理 由で あ ろ う。 尚、荻 原雲 来
『

荻原雲来文集』 pp ．226
　 　

− 227、参照 。

無量寿仏化身大忿迅倶摩羅金 剛念誦諭伽儀軌法　唐金 剛智

　我今順諭伽　金剛頂経 説　　　熾盛金剛部　西方念誦法

　若有修行者　依此而頂受　　　………、

　応念而 自至　帰命無量寿　　　願以功徳 力　速得超悉地

　　大正21 ・130上 以下

観 自在如意輪菩薩諭伽法要　唐金剛智

　遍照虚空界　無量光所出

　　大正 20・214下

　　cf ，説林巻四

　異本 ．　観 自在菩薩如 意輪瑜伽 　唐 不空

　　　　　　遍 照虚空 界　無量光所出 （大 正20・210中）、

百千頌 大集経地蔵菩薩請問 法身讃　唐不 空

　若 有相応 顕此理 　唯身以慧作分析

　彼入生於浄蓮花　聞法所 説無量寿

　　大正13・792下

　　cf ．説林巻 六 、 傍 説、矢吹 表

cf ，傍説
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　　尚、本経の
一一部 を添付 した とい われ る疑経典

「
示 所犯者瑜伽法鏡経』 の 相応個所 に は

「
若能聴

　　此妙伽他　白身修 行及得 見 捨命生 大蓮華中　諸仏 説法而能 兄」 （大 rE85・1416下）とあり、浄土

　 　思想は認め られ ない 。

蓮華部心念 諞儀軌

　 無量寿

　　大正18 ・322中

　 ※
『
金 剛 頂蓮華 部心 念誦1義軌 1 不 空 訳 の こ

ll
該 真言を悉曇文宇で 記 した もの c

　以⊥の経典の 記述 は、阿弥陀仏 、 極楽と類似の 訳語か ら、か っ て浄 i：思想 と児做 きれ た経 典で あ

る ，， すで に 指摘 した 如 く、中国仏教は漢訳経典 を基礎 と して 成立 した もの で あ り、浄土教 の 流行を背

景 とすれ ば、無 量寿、無量光 、 阿 蜜喇 多等の 言葉を阿弥陀仏 と 、 安隠国、西方 浄 ヒを極楽 と見做 し

た 人 々があ っ た として も不思議で は無 い
。 これ らの 記述 に は 〈浄土 三部経〉を中心 とする浄土思想

の 概念 とは異 質な点 蓍．あ り、読み 方か ら考え て 善、 異なる点 ぞ、 認め られ る の で あ るが、若 し こ れ らが

否定 され るな ら、われ われ は す で に指摘 されて い る浄一ヒ忠想に 言及す る漢訳経 典の 中で 原典 の 無 い

記述 、 就中そ の 半数 を超 える密教経典 に つ い て今
一度精査す る必要が起 こ るで あ ろ う。本項の 意図

として は漢訳経典 を依 り ど こ ろ と して 成立つ 中国浄 ヒ教に お い て は訳 語の 類似 か ら浄土思 想 と見做

さ れ た経典の あ る こ と、原典が無 い 為その 原語 が確定出 来ない 経典の 中に は恐 らくそ うした ［rf 能性

も考え られ る こ とが認 め られれ ば良 い わ けで あ る 。

第三 項　浄土 思想と解釈された経典

木檍子経　失訳人今附東晋録

　若欲滅煩悩 障報障者 、 当貫木槽 r・、一．一百八 、以常 自随、若行若坐若臥 、 恒 当至心無分散意、称仏

　陀達摩僧伽 名、乃過
一一・

木穂子 、 如是漸次度木栂 ∫
一
、若十若二 」若 百若千、乃至 百千万 、 若能満二

　十万遍、　身心 不乱、 無諸諂曲者、捨命得生 第三焔天 。

　　大．ll三17 ・726一上

　　cf ．『
浄 十論』 巻 ヒ （大正 47 ・89中）、『観 念法門．］（大 E．47 ・30上）、

「
万善同帰集 』 巻 中（大［E48 ・

　　　 977下一一一978ii）． 『
往生要集」… 巻 ド 伏 正 84・76下〜77　b 外、日本浄 L教典籍 に 多数引用

　　　　され て い る 。 伊藤真徹　民 間念仏信仰 の 系譜 」 （
「
印仏研 』 第15巻 第 2号 ）参照。

　 ※ 念 仏 功徳 の 譬 え と して 、阿 弥陀寝、・極 楽 の 語 は出 さ な い が、浄
一
卜教 徒 に 市 用 さ れ た経典 で あ る 。 尚、

「
浄 土 論⊥ 所

　　引の 文 章
一
如経説、若八念阿弥陀仁、、1「！・訂万遍 巳三去、決 定 得 生 極楽 世 界」 は 迦 才 の 会通 で あ る 〔名畑 応 順

「
迦 才

　 浄 ｝二論 の 研 究 二 本文 篇p．38参照 ），、こ の こ と は、当然 の こ となが ら浄 1二教典 籍 の 引証 経 典 の 中に は 自邑 の 教 義体系

　　を組織 化す る場 合 に そ れ に 適 応 す
’
る よ う に 経 典 の 取 意 を以 っ て 改 変 L て 引 用 する こ と を示 して い る 。 そ して こ の

　 点 は孫 引 と し て 否定 き れ る の で は な く、そ の 教義 体 系の 独 自な思 想 と留 意 す べ きで あ ろ う。疑経 典は 正 し く その

　 典型で あ り、掉造 と蕾 定 さるべ きで な く、そ こ に 大 き な思 想 的特 徴 を見 出すべ き で あ ろ うr，

文殊師利所説摩訶般若波羅蜜経 　梁曼陀羅 仙

　云何 名
一行三 昧、……、善 男子善女人欲人一行三昧 、応 処空 閑捨 諸乱意 、不取相貌、繋 心

…
仏 、

　専称名，

「
：ド、随仏方所端身正 向、能 於

一仏、念念相続、即 是念 中能 見過 去末来現 在諸仏 。

　　大 正 8 ・731．．E沖 　 cf ．第
一
諦 第 一節第二 項 PP ．1｛〕3−104．

大集経 日蔵分　　（大乗大方等 日蔵経〉　 隋那連提耶舎

　欲生清浄仏刹、不生障疑、……、而此衆 生……於寂静処荘厳道場 、 ［E念結加 、或行或坐 、念仏身
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　相、無使舌しb、更莫 他縁 、念其 余事、或一
日夜或七 日夜、不作余業、至心念仏、乃至見仏、小念

　 見小、大念 見大、乃 至無量念者見仏色身無量無辺……

　　大 lll　13 ・285下

　　cf ．　第二 章 第一負貰第二 ∫貞　p．104．

　本項 に 挙げた浄一L思想 と ld做 され た経典 に っ い て は 、 す で に 前章第
一

節第二 項 （pp．103−104）で そ

の 意図 を指摘 した の で再説 し な い
。 そ こ で触れ なか っ た経典 と して は

『
地蔵十輪経 』

『
華手経 （花首

経）」 など C「
釈浄土群疑論』 巻七 、大 ⊥E47・73中。

「
長西録』

『経籍録』 、

『
大日本仏教全書』 巻一 pp．

339、 378参照 ）が 考えられ る。 またすで に知 られ て い る浄
一i：思想に言及す る経典の 中で も念仏三 昧、

他方往生に言及す る経典 （例 えば
『
華厳経』 の 見仏三味など）も当然配慮 しなければな らない こ と

を附説す る に と どめ る 。

第二 節　中国撰述浄土教関係疑経典

　本節並 び に次節で 取扱 う経典 は本稿 の 意図す る主要経典で あり、後述の研究 を容易にする た め に ド記の順

　序で 記述す る 。

経典名　訳者 （仮託 され た場合）

　当該 文．章

　　出典、  本

　　cf．　 S．ニSteln本、　 P ＝Pelliot本、北 ＝ 北京本、ただ しR 本、北．本 は
『
敦蝗遺 書総目索引』 に 依り必

　　　 要 に応 じて 挙 げ る
。 また 、 Giles．＝L．　Giles：Descriptive　CatalogUe　of 　the 　British　Museum ．　Lon−

　　　d・ n1957
， 籍 蠶 「

辮 仏鞭 年表、 （
・
西域文化研究 、 第一）を参看 した。

　　　　 異本、関係経典

  経録 ：出一出三蔵 記集、法一耄去経録 歴 一歴代三宝紀、仁一仁寿録、静 一静泰録、内一内典録 武一

　 武周録、開＝開元録 、 貞一貞元録

　 奈良朝＝『
奈良朝写経 目録 』

　　
『
長西録 』、

『
経籍録 』

  　引証典籍

  　参考文献 ：望月発達一望 月信亨
『
浄土 教 の起原及発達』、望月仏 教史 ＝同

『
仏教史 の 諸研究』 、 望月史 論

　
一同

『
仏 教経典成立史論』、鳴沙二矢吹慶輝

『
鳴沙余韻解説』、牧田論 文＝牧田 諦亮 「中国に おけ る疑経研

　 究序説」

  解説考証

記載 の 順序 は 、 経録 ・写経年代、仮託 され た訳者、他経典 との 思想 関係など に より、一
応 の 目安で 古 い 方

か ら挙げ た が、疑経典の性格上 明確な査定 は で き ない 。

第一
項　現存疑経典

1 ．浄土思想 を主要と した経典

山海慧菩薩経 （阿弥陀仏覚諸大衆観身経）

十往生経 （十往生阿弥陀仏国経）

  矯騨
厂
十往 生経 の 研究 」 （

『
三康文化研究所年報』 第三 号）

  阿弥陀仏 国へ の 十往生法 を中心 に構成 され て い る上記広略二 木の 諸問題 に つ い て は 前掲論文

　　に 詳説 され て い る の で こ こ で は 取上 げな い
。
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阿弥陀仏説呪

　………那摩阿弭 多婆夜………難舞
1

離描

　　大 iE　12・352上中

　　cf ．　 S ．363、1023、1910（col ．開元八年四月八 日）、2107、2112、2171、2175、4075、4930、5337、

 
『浄 1二五 会念仏誦経観行儀』 巻中 法 照 （大正85 ・1244上 、  P．2066）

  井 ノ ロ泰淳
「
敦煉本

「
阿弥陀経』 に つ い て 」 （

「
宗教研 究』 第177号 ）

  本呪 の 真偽は定 か で ない が藤田博士 ぐ一覧表〉に は載せ られて い な い
。 敦煌 本で は

『
阿弥陀

　　経』 に附載 され て お り 、 片 ノ 凵泰淳 氏は
「
前掲論文」 に お い て、こ の陀羅尼 を実沙難陀訳

「
甘

　　露陀羅尼呪 』 の 略抄 か 、逆 に 原始形 と い う立論の 一ヒで 開元八年の 紀年を有す る もの 〔S ．1910）

　　の 関係 か ら こ の 時期の 実施 を指摘 され、更に
『
無量寿仏説往 生浄 土呪』、

「
抜

一
切 業障根本得生

　　浄土神呪』 との 関係か ら宋代の 成立 と結論 され る。

無量寿仏説往生浄土呪

　南無阿弥 多婆夜………

　誦 此呪者阿弥 陀仏常住 其頂命終之後任運往生

　　大正 12・348中 ※脚註 ：巳下依燉煌 本載之 と あ るが、原本は S ．317で あ る 。

　　 cf ． 『
阿弥陀仏説呪 』、

『
抜一切業障根本得生浄土神呪』

念仏超 脱輪迥捷径経

　　　　先誦仏讃

　　阿弥陀仏身金色　相好光明無等倫、…・・、……
、

……、……、

　　四十 八願度衆生　九品咸令登彼岸

　 南無西方極楽 肚界大慈大悲阿弥陀仏

　 南無阿弥陀仏……、……、……、……、

　　　　念畢迴向 発願頌

　　十方三世仏　阿弥陀第一・ 九品度衆生、・・…、……

　南無阿弥陀仏 三 声　念畢合掌頂 礼而退。

　　 卍続87 ・4

　  本経 につ い て の 解説 、 或 い は経 録等の 指摘 は な い 。

　　　構成 は 、 仏讃 ・念仏 （南無西方……）・廻 向発願頌 ・念仏 とな っ て 、最後 に
「
念畢合掌頂礼而

　　退 」 で終 る か ら、経 とは なっ て い る が讃文 と念誦法 に属す る もの で ある 。

　　　と こ ろが本経 の 仏 讃 、 発願頌 の …部 は王 日休撰
『
竜舒 増広浄土文s 巻十二 附録 に認 め られ る 。

　　 こ こ にそれを挙 げる と 、

　　　　 讃仏偈 覯麟影購黷薯蠶豐角．

　　　阿弥陀仏真金色、・・一
、 九品咸令登彼岸 （大 IF．47 ・288上 ）

　　　　 超脱輪迥捷径

　　　・．… 、大慈菩薩讃仏懺罪囘 向発願偈 一遍 。 卜方三 世仏 ……如仏度
一

切 。 復頂礼而退 。 （289中）

　　　 ※ こ の 超脱輪迥 捷径 の 内容 は、同書巻 四　修 持 法門
一、二 （261下一262上 ） と重複 す る。

　　 とあ り、超 脱輪迥捷径 の 語は別に 同書巻三　普勧修持四 に
「

唯有西方浄土 、最為超 脱輪迥之捷

　　径 」 （260中：）s また 呂元益の 同序 は
「
浄 土之 説乃超脱輪迥捷径 」（251下）で 始 ま っ て い る。
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　　以 上の 様に 本経 は
『竜舒 浄土文』 に認 め られ る讃 文、発願頌 が後 に別行され 、更 に それ とゆか

　　りあ る 〈超 脱輪迥捷径〉の 語が経題 と して っ け られ て 、経典 とな っ たの で あろ う。

　　　無 名 の 後 文 に は 、 日課 と し て 此 の 念誦 を勧 めて お り、 そ の 中 に は株 宏 に つ い て 述 べ て

　　い る の で 、本文 が同時代 に経 と された の で あ る なら、 明代以降 の 成 立 で あ る 。 後文の 文体に、

　　 …・・的、那 裏没 有等の 「
．
r語 が使われて い る こ とも、その 成 立の 新 し い こ とを示 して い る

。

極楽願文　達喇嘛嗄i卜楚薩木丹達爾吉訳

　　 LU：尊無量寿仏前敬礼

　釈迦牟尼歴 次中　善所称讃之勝境

　往生極楽願文詞 　由慈悲故盡力説

　大正 19 ・80中以下   清道光四年刊

  敦煌 文献 に は原敢 、讃文は 多数 あ り、阿弥陀仏、極楽 に 関す る願文、讃文も多 い （第二 章第

　一節第一項 p ．101参照）。 こ こ に 取 hげた願文も敦煌文献の それ らと同等に 扱われ るべ きで ある

　が
、 大正蔵 所収清代訳出故 に と くに摘 出 した

。

　　大正蔵所収経 の 中、 清代訳 出は七 部 （工布査布訳三 部 、 阿旺扎什訳二 部 、 極楽願 文　達喇嘛

　嗄 卜楚薩木丹達爾吉訳、釈迦仏讃 達喇嚇薩穆丹達爾吉訳 ）と思 われ るが、四人の訳 出者 に つ い

　て は、工布査布、阿旺扎什は経序 、 経後記で 多少の 事情が判 明 して も梵本か らの 訳 と い うわけ

　で は ない （小 野玄妙 「
経典伝訳史」

『
仏書解説大辞典』 巻12pp ．196〜197）。 後の 二 人 は名前 か ら

　推 して ラマ 僧 で あろ うか ら西蔵 所伝 の訳経 と思 われ るが、伝歴 は全 く不明で あ る 。 しか しい ず

　れも梵本か らの 訳出か ど うか疑わ しい
。

2 ．一
部に浄土思想の 認め られる疑経典

潅頂百結神王護身呪経　　（潅頂経巻四 ）　 東晋帛尸梨蜜多羅

　若命終時是八 大菩薩 、迎 其精神、往生 西方 自在随意 。

　　大正 21・507下

  出 4 、歴 7 、内 3 、開 3 、cf ． 『
随願往生経』 の項

　　　『
長西録』

・『
経籍録』

  望月発達 pp ．209〜222、 望月仏孝攵史 pp．118〜122、望月史論 pp．353、409

  本経 の 異 本と して
『
八 吉祥神呪経 』 呉 攴謙、

『
八陽神呪経2 竺法護訳 が あ るが 、

い ずれ も東方

　　世 界の 八 菩薩の 記述で あ り、西方往 生を記すの は本経 の み で あ るか ら恐 ら く此の 個所は改変部

　　分で あろ う。

『
長西録 』

『
経籍録 』 が浄土経典と して 挙 げる の は 当該 文 を示すの か も知 れない

。

潅頂随願往生十方浄土経　　（潅頂経巻十
一、普広経）

　普広 又自仏 言 、 世尊何故経 中讃歎阿弥陀刹……、諸願 生者、皆 悉随彼心 中所欲応念而 至 。 仏 告普

　広菩薩摩言可薩 、 汝 不 解我 意 、 娑婆世界人 多貪濁、信向者少習邪者 多、……
、 是 故讃歎彼国 土耳 。

　諸往生者悉随彼願無 不獲 果 。

　　大正21・529下

　　cf ．　 S．2381、6801　なお
『潅J頁経 』 は S．1553 、 2515、6800etc ．

  出 4 、法 2、歴 7 、13、仁 4 、内 3 、 開 16、 20、貞26、28

　　　
『
潅頂経 』 出 5 、法 4 、歴 7、仁 4 、 静 1、 4 、内 3 、武 13、開 3 、19、貞 5
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　　　奈良朝 No．1662、　 「

潅頂経」 No．165δ、1657

　　　『長西録2　i経籍録』　『真宗教典志』

　  　
「
安楽 集」 巻 上 、

『浄 十論』 巻 中、

『
天 台十疑論 』、

「
阿弥陀 経疏 1 基 （？乂　

「
止観記 』 巻 上 、

　　
「
楽邦文類 』 巻一・

　　　『
往生要集』 巻

一一
、

『
説林』 巻 一

、など 多数、　 cf ．矢吹表、藤 田表 N ・．53、

　  】　望月溌墾垂pp ．209〜222、　望月史壽侖pp．416〜424、　牛攵田言侖文 pp ．344、　392

　  　本経 で 説 く十方浄
一
ヒへ の往 牛 と西 方浄 ヒへ の 往生 と の 関係は 、『文殊般若経 』 の

一一彳」三 味の 記

　　述 と同様に
、 他 方仏土 へ の往生が浄土思想 の 盛行に 従 っ て こ と ごと く西 ノ∫浄土往生 に帰結す る

　　よう解釈 され た こ とを意昧 して い る 。 本経 の 説く内容は あ くまで も
「
卜方浄土 無差 別」 で あ る

　　が
、 後の 浄 ヒ教徒 に とっ て は

こ

信 に向 う者少なく、邪を習 う者 多い 娑婆の 人 々 の 故に モ と い う

　　記述が 、浄土教の 人間観 、 社会観 と
一致 して 有力な典拠 とな っ て い る 。

　　　藤田 表に は
「
帛尸 梨蜜多羅 （？）一と して載せ られて い るが経録 、諸 先学の 指摘す るよ うに疑経

　　典 と見做すべ きで あろ う。

潅頂抜除過罪生死得度経　　（潅頂経巻十二 、潅頂章句抜除過罪得度経）

　此薬師琉璃光如来国土清浄 、……姐西方無量寿国無有異也。

　仏言、若 四輩弟子比丘比丘 尼清信士清信女、……、願欲往 生西 方阿弥陀仏国者、憶念昼夜若一
日

　二 日三 日四 H 五 日六 日七 日、或復中悔、聞我 説是薬師瑠璃光仏本願功徳 、毳 其寿命欲終 之 円、有

　八菩薩、其名日文殊師利菩薩 、観 世音菩薩、……、弥勒菩薩、是八菩薩皆当飛往迎 其精神、不経

　八 難生蓮華中 、

……
。

　　大正21 ・533一ヒ、中下

　　 cf ，　S．1968、 2494etc．　 P 　4826

　　　異本 ：
「
薬師如 来本願経』 隋達i摩笈 多訳 （大正 14 ・402 ヒ、下ゾ薬師琉 璃 光如 来本願功徳糸 

　　唐玄奘訳 （大正14 ・405下、4G6中）、
『
薬師琉璃光 七仏 本願功徳経』 唐義浄訳 （大正 14・411下 、

　　413下、414中！、BhaiSajyaguruvaidUryaprabharaja− sUtra ，　ed ．　N．　Dutt：Gilgit　MSS ． 　 Vo1．

　　 1（Skt．　Text ，　 P．14）

　  出 5 、法 1 、歴 10、仁 1 、静 2 、内10、開16、20、貞26、cf ・ 「

随願往生経 ・ の 項

　  　望月仏教史 pp ．12e−− 122、望 月史論 pp．409〜416、真 田有美
冖
梵本薬師経 に就 い て 」 （

『竜大

　　論集』 No．339）、牧 田論文 pp ．342、346

　  異本、糞本の 対照で は 、 西方往生、八菩薩の 臨終 来迎 （但 し、菩薩 名を挙 げる の は 本経の み）

　　は相 応 す るが
［
憶念昼 夜若一一

日、……一
ヒ日、或復中悔」 は無 く、恐 ら く

『
阿弥陀経 」 の 影響に

　　よ る挿入 で あ ろ う。 なお経録 、 諸 本対照 に つ い で は 真田有美前掲論文参照 。

観世音三 昧経

　観世音三昧経 を専念読誦す る こ と七 日 、 観世音菩薩が現 われ て 、行 人を して西方無 量寿国を見せ

　 しめ る 。

　　牧 田論 文 pp ．353、379〜382、  京沸博物館蔵守屋 本　cf ．　 S．4338、北 H62、余80

　  　本経 につ い て の 内容、経録等 の 記述は 牧田論 文参照 ．　S 。4338は 首欠、当該文を欠 い て い る

　　（Gil。，．　N 。 ．5382、　P ，。b・bly ・ f　7C ．）． 守屋 本（
『
簾
鞨

霍古糸呈図鋏 本経解題 PP・13−−14
｝

天 平四

　　年 〔732年〕大日本古文書巻一
、

完全 な写経 k ）は披 見で き なか っ た 。 牧 田博 i：は撰述年時 を五 世紀
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　　後 半 とされ る 。

護身命経　　（救護身命経済人疾病苦厄）

　将 来往生 無量寿国即 生蓮華、……智慧 勇健 如上輩者。

　　大 iE85 ・1326上、  P．2340　 cf ．　 S．2467

　  出 4 、法 4 、歴 14、仁 4 、静 4 、内 3 、10、武 7 、14、開 18、20、貞 5 、28
、

　　　奈良朝 N。．1768、 1769．

　  鳴沙 ll　，
　p．　227、牧田論 文 p．353

　  大正蔵 85巻所収 N・．2866中村不折氏蔵本
『
護 身命経 』 （奥書、正光二 年 521年）に は認め られ

　　 ない 。

救疾経

　 日 日礼無量寿仏 。

　　大 IE85・1362 ド   S．2467 　 cf ．　 S．1198、1978、6285、　P．　4563

　  　法 4 、仁 4 、静 4 、内 10、武 15、開18、貞28

　  鳴沙 1，P．188、　 ll，PP ．194−−197

観　経

　 無量寿仏観 、……即 於光 中観阿 弥陀仏 、……凡 有善事無皆迥向願生 無量仏国也 。

　　大正 85　・　1461上〜 ド、  S，2585

　  鳴沙 1 ， P ．183

　  『思淮略 要法』 羅什訳 、

『
五 門禅経要用法』 曇摩蜜多訳等 よ り諸 々 の 観法 を集 め た もの で所

　　謂通常の経典 で は無 い
。

『
観無量寿経 』 をは じめ諸々 の観仏経典 、 禅観 経典が訳出 され、禅観

　　 の 実践 が強調 された宋元嘉年問 （424〜453年）以 降の撰述 で あろ う。

普賢菩薩説証明経

　往昔過去七十 七億諸仏所説陀羅尼神呪 、…・・南無阿弥陀仏 、

　　大正85 ・1363ド   P・・1286・  P・　2136・  S・1552

　 西方無量寿仏 弟子 大慈観世音、此大菩薩与閣浮履地拯済 有縁。

　　 1365上

　復欲受終時、託生無量寿、自然蓮華生 。

　　 1368E

　  法 2 、仁 4 、内10、武 15
、 開 18、 貞28

　  鳴沙 ［， PP ．207〜213

太子讃 　釈迦牟尼仏和

　 ・…、北行見真僧……常念弥陀転法輪 　救度世 間 人……

　 （無 常堪 嗟 嘆　願生九 品坐蓮華台　礼如 来和、……
、 分 明○ 引経云 教　浄 ll好　論情只是勝娑婆

　有弥陀　直須早作行呈 路……　
．1・勧鉢禅篇　弥 陀 仏和 ）

　　 S．2204　大 IF蔵 未収

　  法 4 、 仁 4 、静 4 、内10、武 15、開18、貞28

  鳴沙 1 ， PP285 〜286、
　 fi，P．226〜227

  当写本 の 構 成は 、 薫永変 文、太子讃、父 母恩重讃 、十勧鉢禅篇 （
『
敦煌遺 書総 目索引』 参照 〉
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　　となっ て い る。当該文は仏伝 で伝 える 〈四門出遊〉 の
一部 で ある 。

　　　Gilesは、　 IV．　Secular　Texts、4．　Poems ，　 Songs
，
　 and 　Ballads （四，古籍部、 4 ．詩、歌、

　　民謡）Ne．7179に査定 して い る（Gi｝es ．p．236）。こ こ で は 矢吹博士の 査定に 従っ で 挙 げる が、構成

　　か らみ て讃 文 に 入 れ るべ きで あろ う。

大通方広懴悔滅罪荘厳成仏経

　巻上　  日本大蔵経、校者日原本以松 本文三郎氏蔵敦煌 本為底本 。

　当敬礼阿弥陀仏

　　大正85 ・1341中

　南無定光仏 、南無光遠仏、南無月光仏、……、南無処 世仏、南無自在仏、〔以上 『
無量寿経s 過去

　五 卜三仏〕、南無無量寿仏 、南無無量 光仏 、南無無辺 光仏 、……、南無無称光仏、南無超 日月光仏 、

　 〔以上 『
無 量寿経 』 十二 光仏〕、南無相好紫金仏、南無遠 照仏、南無宝蔵仏、……、南無無上華仏、

　南無無畏 力王 仏 、〔以上 ド
無量寿経』 十三 仏国＋仏 名〕、

　　大正85 ・1341下〜1342上

　南無阿弥陀仏 、……、南無普賢菩薩、南無妙徳菩薩、……、南無解脱菩薩、南無 法蔵菩薩、……

　　1343−lt、 下

　巻下　  知恩院蔵 写本、   S．1847．

　稽首 西方阿弥陀仏

　　1350中

　十方仏土 中　一切菩薩衆　往生無量寿　皆 由恭敬礼　十方三世仏

　　1354下

　　cf 。　 S．99、184、1847、4553（603年）、6382

  法 2、歴 13、仁 4 、内 10、武15、開18、貞28

　　　奈良朝 No．1778、1780

  鳴沙 1 ， p．187．　 L 　pp．230〜237．牧田論文 pp．376〜379．

  本経 は仏 名経 の
一種 団ソ ロ泰淳

1
敦煌本

「仏名経」 の 諸系統 」
『東方学報 』 京都 第35冊

　　参照）で あるが、上記引文の 中
『
無量寿経』 過去仏、十二 光仏 、十三 仏国土の 仏名は そ の 文字・

　　順序は全 く魏訳 〔？）と同 じで あり、その転 用で あ る n こ の こ とは第 1 に
『
無量寿経a の 当時

　　の 流行 を示 す例証で あ り 、 第 2 に無量寿仏の 異 名 と して 説か れ る 十二 光仏 が別仏 と考え られ た

　　 一例で ある。 尚 く無量寿経〉諸異 本の 仏名に つ い て は、拙稿
「
無量寿経過去 仏 名 に つ い て 」（

『
札

　　幌大谷短 大紀 要』 第 2 号乂　「
無量 寿経十．1光V、 に っ い て 」（

『
印仏研 』 第15巻 第 2 号）．また

『
仏 名

　　経』（三十巻 本）の 項参 照 。

　　　牧田博士 は、S ．4553の 願文 （命過 巳後、託生 西方無量寿国）を挙げ て、本経 書写 に よ っ て 託

　　生無量寿国の因、と指摘 され、また木経 の 撰述年時を六世 紀中葉以後 とされ る 。

現在十方干五 百仏名並雑仏同号

　次有六方三十八仏、出阿弥陀讃
…

切諸仏所持之法経

　復 次舎利弗、東方有仏 名 、 阿 閣如来……、西方有仏名、無量 寿如来、……

　……
…k心願牛阿 弥陀仏国 、 若過去 発願、若今発願、欲得往生阿弥陀仏国者 、 此輩衆生、必 当得住

　不退 転地 、 此等命終、皆 当往 生阿弥陀仏 国、
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又 舎利 弗、 若善男 了善 女人 、 欲得往牛阿弥陀仏国者、常当rr心念阿弥陀仏及上六方諸仏名、
一

心

敬礼莫令断絶 。

次 有五 方、従東方至上方、有一百三．十九仏、出在称揚 諸仏功徳経

次西方 十五 仏 、 阿弥陀如来……

　大 ［E85 ・1447中〜1448中、　   S．2180

　 cf ．　S．6761

  鳴沙 1，p．198〜201、202〜203、拙稿
「
浄 土教関係敦煌写経 に関す る二 、三の 問題」 （

『
宗教

　研究』 第218号）

  本経 の構成は、
『
薬王薬上経』 （大正 20 ・663下 、

『
三 劫三千仏縁起』 大正 14・364下一一365上）、

『
決

　定毘尼 経 』 （大 正12・38下〜39土 ）、上記
『
阿弥陀讃一

切諸仏所持之法経』、
『
称揚諸仏功徳経 』（大

　正 14・87上〜104上〉か らの 仏 名 と、その後に
「
十方各有」 の

「
同号仏 名」 を載せ て成 り立 っ

　て い る 。

　　その 典拠 とな る四経の 中、
『
薬王薬上経 』 の五十三仏、

『
決定毘尼 経』 の 三十五仏 は現存経典の

　通 りで あ り、 また三階教の 礼仏誦法で ある 〈七 階仏名〉に含まれ て い る こ とはすで に矢吹慶輝

　博士 に よ っ て指摘 され て い る （
『
三階教之研究』 pp ．512〜536）。

『
称揚 諸仏功徳経』 に つ い て は

　現存経典 に認 め られる仏名 に関す る限 り文字の 相違 （た とえば火 → 大 、 方 → 力、論→ 輪 など）

　を除 い て正確で ある。ただ し、本経所出の 仏名 に は現 存
『
称揚 諸仏 功徳経 』 に認 め られ な い 、

従 っ て増広 された仏 名もあ り、尚検討の 余地 が残され て い る 。

　　と こ ろが
『
阿弥陀讃一

切 諸仏所持 之法経 』 に は種々 論考すべ き点 が 多 い
。

　　当該仏 名が 『
阿弥陀経』〈六 方殺〉 の 異名で ある こ とは、すで に矢吹慶輝博士 に よ っ て指摘 さ

れて い るが・博士 は こ の 点に つ い て 覡 存、秦唐の 二 訳並に梵本と符合せ ず 。

…、一異 文 と して之
を掲 ぐ・……

・
・亅・経 に歟 の f云ある久 し。 本縦 亦 その

一
種 とすべ きカ・

（鳴沙 1．PP．198〜

2°1）・・ と健 並 び 羅 什訳 ・玄奘謙 挙 げながら礙 問嫉 され て い る ． しか し
、 そこ に は 、

モ
淋 と符合餓 と云 われ なが ら、そ の 女寸腱 されて い ない しS 者は博士 と所見 撰 にす

るの で 当該仏名と
『
阿弥陀経』 梵漢仏 名の 対照を挙げる 。

　　　　　　　　　　　　　　
『
阿弥陀経 』　〈六 方段〉対照衷

『
β可弓尓B它讃一

切言者

　仏所持之法経 』

〈東〉阿 閥

　 須弥幡

　 大須弥

　 須弥光

　 哀　楽

〈南〉日月燈明

　 光明名号

　 大火炎種

　 須弥鐙

Sukh．（梵藏和英 合壁浄

土 三部経 pp．204〜206 ）

Ak §
obhya

Merud｝lvaja

Mah 議meru

MeruprabhEsa

MaSjudhvaj　a

Candras貢ryapra 〔h「pa

Ya§abprabha

MahErciskandha

Merupradfpa

羅什訳
〔大 囗三12・347
中〜348上）

阿閥靼

須弥相

大須弥

須弥光

妙　音

・藩響35・ 襟 鮪騰 鱗 属

罐

醗
妙　幢

日月燈 　　 日月光

名聞光

大焔 肩

須弥燈

名称 光

大光蘊

迷獻 1

日 月燈 明

「
十方千 五百仏 名経」｛大

正．ヱ4 ・312中〜318k ）

日月燈 明

名聞光

火 炎肩

須弥燈
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　　　　　　　鱆 雛 ［
　　　　　　　　　　　　L
　　 　　　 〈西〉無量寿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

　　 　　　　　無量幢

　　　　　　　　　　　　 i
　　 　　　　　無量幡

　 　 　 　 　 　 　大 　光

　　 　　　　　大光普遍

　　 　　　　　　 　　　　 　
　　 　　　　　宝 幢 　 　 1

　　 　　　　　浄 　光

　　 　　　 く北 丶大 火 炎 種

　　 　　　　　喜楽音 　 　 l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　　 　　　　　莫能勝

　　 　　　　　従 囗興 起

　　 　　　　　宝網光明

　　　　　 ぐ
．
ド〉り爺 i

　　 　　　　　 名称遠聞

　　 　　　　　 名声 光明

　　 　　　　　 法 名号

　　 　　　　　 法 r蟠

　　 　　　　　 奉 法

　　　　　 〈上〉梵 音

　　 　　　　　 最 香

　 　 　 　 　 　 　 星 　 E

　 　 　 　 　 　 　 香 光明

　　 　　　　　 大火 炎 種

　　　　　　　 異宝雑色華身

　　 　　　　　 妙香樹 王

　　 　　　　　 宝蓮華

　　 　　　　　 孝攵授一切 言旨事

　 　 　 　 　 　 　 須弥 意

Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 柴　 　 「・：　 　 泰

Ananta、
’irva

iAmitavus

｛Ami †askan 〔Uha

IAmlt・曲 vala

Mahhprabha

Mah 訌 r
・
alrlaketu

Suddhara忌mtPrabha

］玉ah 五r
・
ciskandha

VaigV乱naranirghO 婁a

　DUsprad｝1arsa

Adi　Lyasarhb 卜ava

　Ja［e 函 prabha

　Pr εしbh5kara

Dundubhisvaranirgho5a

Sifhha

Ya §asYa

§abprabhEsa

Dharma

Dharmadあara

Dharmadhvala

Brahmaghoea

Naksat「ar 巨ia
Indraketud｝1vajarEja

GandhOtしama

Gandhaprabhasa

｝． 1ah訌rciskaTld ｝la

Rat 【lakusumasa 血Pus −

i｝itag巨t［
’
a

Sljlendraratja

Ratlloしpa1誌 颪

Sarvarthadar§a

Sumeruka！pa

進精辺無

寿

蘊

光

樟
在

光

焙

最

量
羅

量

自

無

無

無

無

大

大

光

幢

光

宝大

放

厳
慧

鼓

音

光
覚

大

妙

蘊

　

網

量

達

量

大

無

通

無

震

大

　

光

＝‘
　

 

明

　
　

　
　

だ

帝

趾

融

子

　

か
　し

羅

切

火

娑

酷

轍

師

　
一、
唖

称名聞名

光

法

法

誉

汗

妙

進精量無

幢
友

号

音
．

土

徳

徳

法

功

功

梵

宿

寿

相

幢

光

明

量

量

量

無

無

無

大

大

香

華

切

蓮

一
鑼
繍

相

　
光

　

肩

室

浄

　

焔

音

　

温

生

明

勝最

　

難

日

網

子師

　

光

摩

艟

法

　

音

王

广

名

達

　
法

　
持

　

梵

宿

　

　

　

　

．
王

　

義

山

上

光

肩

宝
身

樹

聴

切
」
嚇

香

香

耀

覊
鑼

醤

堅

鯵

阿 弥 陀

無量幢

無量幡

大光普逓

宝 1障

浄 光

沛　チ

名称遠聞

法 名号

法 幡

奉 法

無．尼精進

無 量幢幡

無量幢

大光普遍

宝 幢

浄 光

炎 肩

最勝 音

難 　俎

1　凵　生

網 　明

瞬 、 倆子

　名聞、名不尓遠聞

　普 光

　遠摩、法名丹

　法憶、奉法

　持法、法幢
　

1　 ＋ポ　 　ヱ ム

1・i・・
’

i　’11

陰髭
1

ド翻

離筆諮
1嬾 弓袖

肚 酬 贓 齢 る と沃 吹 1導」・が指摘 i　 t，　t： よ うに
「
阿弓愈・陀許 礁 踊 舵 1ゴミ経 ・ の 仏
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名と羅什訳 ・玄奘訳の 仏名と訳 語が符合 しな い 点は認 め られるが、 しか し、 梵本か らの訳語 と

考えれ ばそれ程 の 差異 は認 め られず、全 く出鱈 目の訳 語 とは思 えない
。 こ の 点で は矢吹博士 と

所 見を異 に す る 、

　 また、本経の仏 名は
『
称揚 諸仏功徳経 』 の 増広仏名並 び に

『
十方千五百仏 名経 』 の仏 名 と密

接 な関係 を有す る こ とが判 明す る 。 （こ の 中
『
十方千五百仏 名経』 には対照表で知 られ るよ うに

羅什訳
『
阿弥陀経 』 の 仏名が転 用 されて い る こ とはすで に指摘 されて い る。禿氏祐祥

「
敦煌遺

文 と仏 名経 」　
『
西域文化研突』 第

．一
。 従 っ て 本経 も明 らか な偽経 と して 別出す べ きで あろ うが

煩 を避け て 取挙げない 。）

　 以上
『
阿弥陀 讃一

切 諸仏所持之法経 』 の 仏 名に つ い て整理す る と、 第一
は

「
現 在十方千五 百

仏名．並同仏同号」 所引の 四経 の 中、他 の 三経 は現存経典 と比較す る と殆ん ど正確 に写 されて お

り、こ の こ とは 本経 の 仏名 も殆ん ど正確 に 何 らか の 経典 か ら写 された と推定 され るこ と。 第二

は確 か に羅什訳 ・玄奘訳 と訳語は 異 なる が梵本とは良 く相 当 し、こ の こ とは 〈六 方段〉の 仏名

に 関す る何 らか の 経典 が予 想 され る こ と。 第三は、
『
称揚諸仏功徳経』 増広仏 名、並 びに明 らか

な偽経
『一
卜方千五百仏 名経 』 に転用 されて い る こ とは或 る程 度本経 の 仏 名が 知 られ て お り、第

一の 点 を考 え合わ せ る と両経 と も本経か らで は無 く何 らか の経典 か ら転用 した と考え られ る こ

と、
が結論づ け られ る。そ して こ の 三点 に 共通す る こ とは

『
阿弥陀経』 〈六 方段〉に つ い て の 新

た な資料が存 在．した と い う点で ある。

　そ こ で
「
阿弥陀経 』〈六 方段〉に関係す る従来の 問題 を探 ぐる と、第一

は
『
阿弥陀経 』 漢訳二

存一欠の 欠木経、求那跋陀羅訳 「
小無量寿経』（坪井俊 映

『
浄土三 部経 概説』pp．503〜505参照）

が本当に訳出 さ れ たか ど うか の ．【．E否 （藤 田宏達
『
原始浄土思想の 研究 』pp．110〜113）、 第二 は

　く六方段〉の 西方 無量寿仏 の 記述、即 ち阿弥陀仏 を主 仏 と して構成 され て い る
『
阿弥陀経』 の

中で西方無量 寿仏 が 自か らを讃嘆す る と い う構成上の 矛盾 が ある 。
こ の 中、第二 の 問題 に つ い

て はすで に藤田博士 が、阿弥陀経 の 後半の 六 方段 は
“

仏 名経 狐 か ら素材 を得て 、こ れ を拡大 し

て説 い だもの （藤田博士前掲書 pp．216〜221）と い う説で解決 が なされ て い る 。

　そこ で こ の 二 つ の 問題 と本経 の 仏名 と の 関係を考 えると、第一
の 求那跋 陀羅訳 『

小 無量寿経』

が 、か っ て 現存 して い た とす るな らば 、もとよ り本経 の 仏 名を相当 させ る こ とは容易で あ る 。

し か しなが ら、その存否が確定で きない 現状 で は そう決定す る の は早 計で あろ う。 た だ、本経

の 仏 名が こ の 問題 に つ い て の 一
つ の 手掛 か りに なる こ とは云 えるで あろ う。 第二 の藤 田博士 の

指摘 され た 〈六 方段〉 と仏 名経類 との 関係 に つ い て は、イ ン ドに お ける
『
阿弥陀経 』 の 原型 の

聞題で あ り 、 本経の 仏 名とは抵触 しない 。因み に 本経 の 仏 名は 現存
『
仏名経 』 十二 巻 本、三十

巻 本に は 全 く認 め られない
。 そ して こ の こ とは

「
仏 名経』 か ら の転 用 で は な く、何 らかの 経典

か らの 転用 を意味 して い る。た だ 、藤 田博 1：が指摘 され た く六 方段〉の仏 名と
『
仏 名経 』 の仏

名との 同 ．一原本 （梵本）か らの 所伝 、と い う点 か らの 推定 と し て 、 本経 の 訳語は
『仏 名経』 の

原典 か ら何人 か に よ っ て 別に 訳出 された の で は無 い か と い う こ と が考 え られ る。若 しそ うい う

事実 が実証 きれ、求那跋陀羅訳
『
小無量寿経 』 の 訳出が経録 の み に よ る と された なら本経 の仏

名に つ い て の 解決に なるが・こ れの み で は決 め難 く、更 に検討 を続 けて い きた い
。

　と こ ろで 木経 と同 じ仏名が S．6761 に見出せ る 。 そ こ で その 敦煌 仏名経 に っ い て 考 える と、
こ の 仏 名経 は ジ ・ イル ズ に よ る ど N ・・4691・n … 1641− 2526．・・d 。 m 、d．

，
・。m 。g 。 d 、。 p。。 、、．
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　　Very　good 　MS ．　Yellow　paper ．　31　ft。　S．6761．こ （Giles。　p。138，
なお

『
敦煌遺書総 目索引』 で

　　は
「
仏 名経擬 」）とあ るが 、そ の 前後の 仏 名経 をみ て もい ずれ も相応 しな い 。また井 ノ ロ泰淳氏

　　に よ る と
こ 「

十八巻仏 名経 i 巻 四
’
で 敦煌木

「
仏 名経」 の 諸系統 」

『
東方学報』 京都　第35冊 ）に

　　 査定 さ れた もの で あ るが
、 そこ で 査定 された同種の写本 （S．1628、S，240、金28、裳 17）も私

　　 の み た限 り
一
激 しな い

。 従 っ て 当写 本の 正確 な査定は未 だ明確で は な い が、そ の 構成 をみ る と

　　十八巻仏 名経の特徴 （南無十二 部経般若海蔵 ・諸経列記 など）を備 えて お り 、 その 仏名の 中に

　　は
『
無量寿経』 説法会の 諸菩薩、十 三仏国土 の 仏 名、

『
法華経 』 巻一説法会の 諸菩薩、巻三の 諸

　　仏の 名も認 め られる か ら十八巻仏 名経 に類 す る明 らか な偽経 で あ る 。 そ して こ の 写本は十二 巻

　　 『仏 名経』 か ら十六巻 ・十八巻、或 い は三 十巻
『仏 名経』 と様々 に増広 されて い っ た過程の 中

　　で その 原型 か ら存在 した の で はな く、恐 らく当該仏 名も何 らか の 典拠か らの転 用 とい うこ とを

　　意昧 して い る 。 そ して それを 『阿弥陀讃一
切 諸仏所持之法経』 と

’
言われ て い た経典 とす る こ と

　　 に は無理が ない で あろ う。

　　　以上
『
阿弥陀讃一切諸仏所持之法経』 に っ い て の 諸 問題に っ い て 論考 した。種 々 の 点か ら、

　　 『
阿弥陀経 』 〈六 方段〉の 異訳 仏名と して 新た な典拠 を示唆 して い る よ うに 思 えるが、また難点

　　も認め られ る
。

こ れ らの 問題 に っ い て は更に北京本等の 再検索 を続け、
丁
阿弥陀経 』 に 関す る従

　　来 の 諸 説を再 考 し、別 に 発表す る こ とに した い
。

　　 補注　 こ の 問題 に っ い て は 、昭和49年度 哨 本印度学 仏教学 会．に お い て 発表予定．

仏名経 （三 十巻本）

　巻十四

　南無尊者了本際、南無尊者正願、……正語 、……
、 南無尊者牛王、

　　大正 14・239中

　巻十五

　南無百億 定光仏 、 南無光遠仏、……月光仏 、……、南無無上瑠離光仏 、

　　 243下

　 南無尊者満 願子、……離障、……、……羅云 、

　　244中

　 巻十八

　南無法蔵仏、南無最上首仏、……菩薩華仏 、

……、……処 世仏 、南無 自在仏、南無無量寿仏、南無

　無量光仏、……無辺光仏、……、……無称光仏、南無超 日月光仏 、 南無 相好紫金仏 、南無遠照仏 、

　南無宝蔵仏 、南無無 量音仏、

　　 258上中

　 巻二 十一一

　南無甘露味仏 、……龍勝仏、……勝 力仏、南無殫子音仏 、

　　 271中

　  井 ノ li泰淳
「敦煌本

「
仏 名経」 の 諸系統 」 （

『
東方学報 』 京都 第35冊 ）

　  　三 十巻 本増広部 か らの 摘出で ある 。
い ずれ も

『
無量寿経』 所説の く尊者〉、〈過去仏〉、 ＜十二

　　光仏〉、〈十三仏国土の仏〉の 名称 （大 【E十二 ・265下、266ド〜267上、270上中、 278下）で あ る 。

　　他経典か らの 引用 （た とえば
『
法華経 』 の 諸仏 、大 正14 ・264上 、293下 な ど）も認 め られ るが
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一一々

挙げない
。

　　　藤出博士 の 指摘す る十二 巻
『
仏 名経 』 の 浄土思想の 中、 巻七　阿弥 陀仏 （大正 14・149中）は

　　 欠 い て い るが、他 はす べ て 相応 す る 。

　　　　〈仏 名経〉諸本の 研究 と して は井ノ ロ 泰淳前掲 論 文が秀れ て い るが、　〈浄土 三部経〉所説の

　　 仏 名と の 関係 に つ い て は 別 に発 表す る 予定で あ る
。 従 っ て 〈仏名経〉に属す る明 らか な疑経典

　　 （た とえば 、

『
十方千五百仏名経』 大正14 ・312上以下、S，6761、　 cf ．

『
現在十 方千五百仏 名並 同

　　 仏雑号』）に つ い て もと くに 重要 なもの を除 い て こ こ で は列記 しない
。

　　　 本経 が現行 の形 にな っ たの は恐 ら く後代の こ と と思わ れ る が 、

『
大通方広経』

『
現在十方千五 百

　　 仏 名並雑仏同号 』 と の 関係 か らこ こ に挙 げた 。 浄土 思想 の記述 に限 っ て云 えば不 自然で ない と

　　 思 われ る 。

究竟大悲経　巻二

　 寧神泯是非　現居安楽 国

　　 大正 85 ・1372上、　   S．2224

　　 cf ．　S．4352、亅ヒ3 音li

　   内10、開18、貞28

　  鳴沙 1 ．p．191、　 ll．pp ．249〜253、鎌田茂雄
「究竟大悲経 に っ い て ll （『印仏研 』 第12巻第2号）。

高王 観世音経
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 南無……、　…・・
丶　弥陀仏 、　……

　　大 正β5 ・1425中 、   大 日本続蔵経 、  光武二 年刊本 。 ※  阿 弥陀仏 。

　 　 cf ．　R3920

　  内10、 武 7 、14、15、開 18、 20、 貞28

　　　奈 良孛月No．1763

　  cf ，清智敬 『
高王観音経註釈』

　  牧田論文 pp ．38

　  続蔵所収 に は、経の 前後 に諸呪 （浄身呪 、 浄 口 呪 、安」二地 呪 、 消万病呪 、七仏滅罪呪 解冤

　　結真言、仏 母準提 神呪、往生呪）、開経偈 と誦経感応 が記 され て い る 。

　　　本経製作 の 由来は牧 田論文参照
。

続命経

　西方阿弥陀仏観世音菩薩得大勢至菩薩i、有能誦此一仏二菩薩名者、離生死苦永 不入地獄、恒値善諸

　 （
＝
智 ？）識 。

　　大正85 ・1405上 、　   S，1215

　　cf ．3795、5531、5535、 5581、 5618、5679、　 col ．顕徳六 年 （959年）p ．2374

  武 15、開 18、貞28

  鳴沙H．p．　269〜272、牧 田 論文 p．366

  矢吹博士 は
『
薬 師経』 の 影響 と弥陀弥勒併信 を指摘 。

無量大慈教経

　若有善男子善女 人等 、 於此経中生清浄信者、 受持読誦昼夜奉持修 行、此 人過去 之時、定 生 西方極

　楽世 界 。
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　若 有衆生念阿弥陀仏国者、

一断酒肉 、 二 断五 辛 、 三 断殺生 、 四断邪行 。

　若 有衆生楽生西方国者、縁我身及向我 口 眼中不浄我亦不辞 。

　 　 S．6961

　　cf ，　 S．110、1627 〔大 「E蔵底本）、1018、4308、4553

　  （慈教経 ？）武15、開18、貞28

　  鳴沙 1．p．　193、　 II．279〜282

　  　 ヒ記 S．本の 中、1018、4308、4553は Glles．　Unidentfied　fragmellts　of　 apocryphal 　 s 就 ras

　　No ．5479、5482、5484、『
敦煌遺書総 目索引』ぐ仏経〉 とされて い た が、浄一｝：思想 の 記述 によ り本

　　経の 断片 と判 r1月した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※

　　　また
、 大 正蔵底本 S．1627は首 欠、

一
若 有衆 生薬生西方国者……一〔大 IE85 ・1445ヒ※ 薬 → 楽）

　　の み で あ り、適 当で ない
．

大仏頂如来 密因修証 了義諸菩薩万 行首樗厳経 唐般刺蜜帝

巻 丘

大勢至法王子与其同倫五
．
卜二 菩薩即 従座起 、 頂礼V、足而 臼仏 誇v 我憶往昔恒河沙劫、有仏出世 名

無 量光、 f二 如来相継一劫 、其最後仏 名超 日円光、彼仏教我念仏 三昧 、

……
、 若衆生 心憶仏念仏 、

現前当来必定 見仏、去仏 不遠、……、我 本因地、以念仏心 入無生忍、今於此界摂念 仏 人帰於浄土 、

　大 1｝三19 ・128上 中

巻
一
ヒ

釈迦 弥勒阿閣弥陀

阿弥陀婆耶無 量寿仏

Ppf　6尓1≦它婆耳B

　 133中、134ヒ、139中

　 cf ．　S．314、　5177et（〕．

 
『
続古今訳経図紀s 〔大 上E55・371ド〜372−1：〉、開 9 、17、貞14

　　奈良卓月　No．1638

  　『
念仏三 昧宝モ論』 巻下、

『
浄 十指帰集 』 巻 下

　　
『
説林 』 巻四、cf ．矢吹 表、藤 田 表 Na 　185

  望月発 達 pp．229〜244、望 月史 1侖pp ．493〜509

  　本経 の 問題 点 は第 ・
に 望月博 士 の 指摘 す る疑 偽経 の 正否、第二 に十二 如 来の 記述で あ る 。

　　望月博一1：は経録 記載 の 矛盾、日本に お け る 真偽論議、教理 に 認め られ る
『首楞巖三昧経，

『起

　信論』
『
菩薩珱珞経 ∫諭伽 Ill地論 』

『
法華経普門 品 」、道教思想等の 影響か ら、700〜730年頃の 成立

　 と さ れ る 。

　　十二 如来 の 記述 に つ い て は
『
説林』 で は明 らか に浄 十思想 と 見做 して 挙げて い るが、矢吹 ・

　藤 田両博士 の 表 で は 当該 文が無 い 為明 らか で ない 。 大祐 は
『
無量寿経 』 十二 光仏 と本経の 当該

　文 を挙 げ た後 に
「
謬矣、雖 理軆 無 別而事相不 同……、不原経 意 、 不 分今昔異同、何模稜 之甚哉 」

　 （卍続 2 ・13 ・1、p．86） とす る。本経 に現 われ る トニ如 来は、鼡初 の 無量光仏 と最後仏 の 超
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　　 冂月光仏 とが
『
無量寿経 」 十二 光仏 と

一致す る 。 こ の 中、 無量光仏 は 諸絳 に しば しば認め られ

　　 る Amitabhaの訳 語で ある か らそれ の み で真偽は 定めれな い が、超日月光仏 は
「
無量寿経』 の

　　 み の 抄訳 語 （AbhibhUyacandrasfiryajih  ikara弓aprabha ，　Sukh．　ed ．　par 　A ．　Ashikaga ，
　p．　274　．

　　 21）で あ り、
『
仏 名経』 増広部分 を除 い て他 に は認め られ ない か ら

『
無量寿経 』 の転 用 と考 え

　　 られ る 。 拙稿
「

無量寿経十二 光仏 にっ い て 」 （
『
印仏研 』 第 15巻 第 2 号）参照。

三 厨経　西国婆羅門達多羅及闍那崛多等奉詔訳

　 猶 如阿弥陀仏無 量寿国等無有異也 。

　　 大正85・1413下 、   S，2673

　 恒念阿弥陀仏、至一年必得 見仏 、 決定無疑 。

　 　 1414h

　 　 cf ．　S．2680、　P．3〔〕32

　   開18、貞28

　  
『
集諸経礼懺儀』 唐智昇撰 （大 rE47・465下 ）

　   鳴沙 1．p．195、　 ll．pp ．　300〜304、牧 田諦亮
「

仏説二 厨経 に つ い て 」 （
『
宗教研究』 第174号）、

　　 牧田論文 p 。353

勤善経

　 毎 rl念阿弥陀仏一
千口

　 相勧阿弥陀仏 、不久 見太平時

　　大正 85q462 ヒ、  S．417

　　 cf ．　 S．912、1349、4923etc．　 coL 貞元九年 （793年） 4部、貞元十九年 （803年＞11部、天 福

　　　　 モ年 （938年 ）P3036

　   鳴沙 1，p．196、　 H．pp．　315〜317、牧田 論文 pp ．365、387、395

新菩薩経

　 A ．毎 日念阿弥陀仏一千 口

　　　　大 正85 ・1462上 、   S．136

　 B 。……大小 念百万 口 、阿弥陀仏五百身中……

　　　　大 ［E85・1462中、  ）S．622 （長安四年 704年）、

　　　　 cf ．407、414、470etc． 『
勧善経 」 の 項

地蔵菩薩経

　若 有善男子善女 人、造地蔵菩薩像、写地蔵菩薩経、及念地蔵菩薩名、此 人定得往 生西方極楽 世

　 界 。

　若有人造地蔵菩薩像、……、此人定得往生西方極楽世 界。 此 人捨命之 日 、 地蔵菩薩親 自来迎 。

　　大正85 ・1455下、  S．197

　　cf ．2247、5531、5535etc．谷三一
ヒ （727年）

　  欠吹慶 輝
『＝ 一階教之研究 』 pp ．638〜658、鳴沙 ［．p．311

　  〈地 蔵経典〉には浄土 思想 が認め られ な い か らr 仏併儒 の 顕 著な例 で ある 。

救苦観世音経

　法義兄弟勤誦経　無 量寿国金銀城
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　法義兄弟願往生　得生彼国快 安寧

　 　 S．4456

  牧田論文 P，382

大方広仏華巌経普賢菩薩行願王品

　讙発普賢此行願　是即捨 離諸悪趣

　亦名遠離諸悪友　是人速見阿弥陀

我若臨欲命終時　除遣一
切 諸蓋障

現前親覩弥陀尊　速往遊 於極楽国

　極楽殊麗仏道場　生彼勝妙蓮華中

　親於最善弥陀前　願我於中得授記

　　大正85 ・1455上中、  S。2384

　 　 cf ．　S．709

　　　　 『
普賢行願讃』 不空訳 （大正 10・881上中）、

『
文殊師利発願経 』 仏陀跋陀羅訳 （大正 10・

　　　879下）、
『
大方広 仏華厳経』 （大正 10・848上中叉

　　　　Gandavy画ha＿stitra ，
　 ed ．　 D ．　T 　Suzuki　and 　H ．Idzumi

，
　 Kyoto，1934−36，　New 　Revised

　　　Ed，1949（pp ．547〜548）

  鳴沙 1．p．197

 
『
普賢行願讃 』 等の 関連経典 と対照す る と偈文Ol ：ua序 等は 不空訳 に 近 い か ら、、恐 ら くそ れLV，

　　降 の 成立で あろ う。

普賢菩薩行願王 経

　若 人発此普賢願　此乃遠離諸悪趣

　 乂以棄絶諸悪友　是人速 見阿弥陀

若我当於命終時 髑 除
一

切諸覆障

目所親覩弥陀 己　遊彼極楽刹 土中

　秀麗極楽仏道場　生於上妙蓮花上

　親向弥陀世尊所 　願我 於此得授記

　　大正85 ・1453 ド
ー1454上、  S．2361

　　cf ．　 S ．275
、

1487（Giles．　No．　4382 ，
　Unidentified　Works ，　SUtras）

青頸観自在菩薩心陀羅尼経　唐不 空注

　次 当説此青頸観 自在菩薩画像法

　其像三面 当前 iE面作慈悲熈怡貌、右辺作 師子 面、左辺作猪面、首戴宝冠 、 冠中有化無量寿仏。又

　 有四臂、………

　　大正20 ・490中、  享保 年間刊 豊山大学蔵 本
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　   不空訳経 中、110 部は
『
貞元録』 に 明記 されて い るが 、それ以外に

『
大 正蔵 』 に は 63部程収

　　　め られて い る 。 そ の中 17部は空海等の 将米録 に 認め られ るが 、その 他は経録、将 来録 に載 らな

　　　い 経典で あ る 。 その 中に は浄一．L思想 に言及す る明 らか な疑経典
『
九品往 生陀羅尼経 』 も含まれ

　　　る の で あり 、 本経 の 真偽 は定め難 い （小 野玄妙 『仏教経典総 論』 〈
『
仏書解説大辞 典』 第12巻 、

　　 pp ．169〜170、175〜179＞参照）。

　　　 そこ で 本経 の構 成、思想 内容 を検討す る と、木経の 構成は初め に 青頸観 自在菩薩陀羅尼の 出

　　 来を短 文で述 べ 、その 真言 を
「
不空奉詔注釈義」 とい う細 註を加 え て記 し、画像法 、 青頸印で

　　 終 っ て い る 。 こ れ を異本 （
『
金剛頂瑜伽 青頸 大悲王観 自在念誦儀軌」 唐金剛智訳、

『観 自在菩薩

　　 広大円満無礎大悲心陀羅尼』 高麗指空校 、

「大慈大悲救苦観 世音 自在王菩薩広大円満 無礎 自在青

　　 頸大悲心陀羅尼 』 唐不空訳 、 cL 　Hphags−pa　nT −　la−　ka4−　lha　 shes −bya−babi　 gzufis．　The

　　 Tibetan　Tripitaka，　 Peking　Ed．　VoL 　8， 141−2−3，37b3 −39a1 ） と対照す る と、初 め の 短文 と

　　 画像法 は 相応 しない
。 従 っ て経録 ・将来録に 無 い 本経の 、 しか も画像法 の 記述は 新た に 附加 さ

　　 れ た の で は無 い か とい う疑 問が 生ず る 。 次 に青頸観 P 在菩薩の 記述 と冠 中の 化無量寿仏 の 表現

　　 を他の密教経典か ら検索す る と、青頸観 自在菩薩に っ い て は異本の 他 に
「
不 空羂索神変真言経 』

　　 唐菩提流志訳 （大正 20 ・246
’
　F、271E 〕、

『
頂輪王大 曼荼羅潅頂儀軌 』 唐薯弘集 （大正 19 ・ 328

　　 中）、宝冠中の 無 量寿仏 に つ い て は
『
不空羂索神変真言経 』（大正 20 ・232中、332下 、 345h ）、

『
葉

　　衣観 自在菩薩経』 唐不 空訳 （大正 20 ・448上廴 そ の 他 （大正 20・410下 、 415中 、 422中、428 上

　　な ど）に認 め られ るが 、明 らかな関係は 見出せ ない
。 従 っ て 両記述 を載せ る

『
不空羂索 神変真

　　 言経』 に 多少 の 類以性 が 考え られ る程度で ある 。

　　　本経 の 当該文 は後 に 〈青頸観 音法 〉の 典拠 （
『
覚禅鈔』 ＜

『
大 日本仏教全 書』巻四 七 、 p．304＞）

　　 に なるが、 こ の 個所に 限 っ て は真偽未 詳 と思 わ れ る 。

金剛頂経瑜伽観 自在王 如来修行法　唐金剛智訳

　先以五 輪著地 、頂札本尊観 自在王如来、茨礼北 方不空成 就如 来 （課繍鰓羅 ）、乃至無動宝生遍 照

　 如来。

　　大正19 ・75上 に は細字無 し。 説林巻六 （p．164） に依 る 。

　 阿密P栗欝邑

　 無量光

　　 76 ド、77上

　  『
説林』 巻六

、 cf ．矢吹 表は阿密慄覩 の み 。

　  最初の細 字は継成の 理解で あ るが、本経 の 記述 は 金剛 界曼拏羅 の五仏 （大 日、阿閃、宝生、

　　無量寿・不空成 就）を背景 と して い る 1
・iS（、こ の よ うに 理 解 した と翫 れ る ． 同 じ解釈は 望月博

　　．L： （史論 p．521）に も認 め られる 。 なお
｝

浄厳師は偽作 とす る 。 “　（
『
仏 書解 説大辞 典』 第三巻

　　体 経〉の 項） とある が鯲 に 当 れ な か ・ た
． 経 錬 将 燭 に認 め られな い の で 摘 出 したが 、

　　尉 思想 と見做 さ れ た融 に 含め て 根 囃 斯 あ る 。

r
大繍 伽金岡iJll・

・k．　？Fu−　．i」殊劃
．
階 千鉢

　　大教王経 』 の 項参照 。

大乗瑜伽金剛性海曼殊室利千臂千鉢大教王 経 唐 不空

　巻一

　四者牟尼世尊説入 左字観 本浄妙 行義、是観 自在王如 来説為往昔 千百億 降伏瞋根 、無 量寿無忍 自在
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仏説、是仏成道時 、此仏閃地 作菩薩時、如 来 与説左字観 、 修人妙観理趣 浄 土門。

　 大 「E20・726 −F一

巻三

西方無量寿 11i：界

　 735中

巻四

西方無量寿世 界

観 極楽浄 ヒ……、同彼弥陀法身浄 ヒ……、阿弥陀観 自在王 姐来法身聖性浄 十観 ．

　 741下 、742」：中下

 
・
淋 、 翫 ・ f．矢 ・嫉 、藤臓 … 233・続 藤 爾 〜で は 726蛸 除 742上ケ’＜・

  　望月史論 pp ．519〜531

  楙 に は ．二つ の 髄 が ある ．第
一一耀 月博士 の 指摘 した偽疑経鉦 否藻 二は藤 囀 士 力

t
’
否

　 定 した 最初 の 思想で あ る 。

　　馴 剛 ，は 、觀 齢 の 確 言尺、
・纈 元録、 の 金岡・塒 U 大・｝三55・1・49下）・経序 の 而 県5の 年

　　代的矛盾、註疏風 書体、
「梵網経 』 の 影響 を挙 げて唐末期頃 の 製作 と され る 。

　　藤蠕 ＋ が髄 され た／／／ILt　l・つ L・ て、黻 は 私云、此等徽 浦 琶合 於贐 赧 所説不轍

　　覚［麟 害等之断 相．、 と註す る ．
こ れ は

・
無 鋳 緬 巻

．
ド ぐ三毒煩1’lkG＞   n2 ・274肝 ）と

　　蹴 させ て い る繍 循 るが必ず しも…致 して い る わ け で 瞭 い ・ 望 膊 士ビ 第四 の 左遡

　　を浄 ，躙 と 名けた の は、弓尓陀購 観 酵 王は酷 翫 を以て 赫 せ られる か らで 剤 （前掲 書

　　，．521）詫 当該文 を肌 腮 とH　F」］　O ・ とに されて ・ る ・ 祕 巨斤説の
「
根 楸 艘 郁 門・ 1ま

　　繖 五仏 の 配置で あ り、こ こ で は阿弥陀仏 ・ 代え て 観 齬 王褓 燃 げられて ・ るが浄土甜

　　と見做 さ れ た と考え て 良 い で あ ろ う。

観世音不空羂索王 心神 咒功徳 法門名不空成就法

　観世音不空羂索モ神 咒見仏 成験法第十六

＿
．
　 aft

’
fi
’・” ・持謡 禰 、或膰 花塗o 傘蓋麟 撒 鱶 ・

是 ノv 臨終衢 泌 定往 生髞 界阿弓尓

　陀仏国、寿命 無量棚
一等、如 我大悲観 世音菩薩 。

　 　 s．232

　　cf ．　 Giles．　No．5161（Other　uncanonical 　sOtras ）

　　　関係真経
广
不空羂索陀羅尼経 』 李無 詔訳 （大 配20・419中）

　　　　黼 賄 読 言紕 呪 雌 散香火尭香麟 韆 纛 巾欝 鱶 恭鱒 懿 萋欠之 者・彼当得箍

　　　　楽世 聯 量寿仏 刹涛 命鰻 等「司1尋共膊 観 自膳 齪 如来 祓 就 ）品 第＋六 竟・

　　　　1「
不空羂索陀羅尼 自在王呪 経 』 宝思惟訳 （大．i．E20・432上）

北方大聖眦沙門天王経

　　（軸
＿ 薬鹹 来……）濔 靹 胡 弥陀如 来補処賭 韆 樒 至難 ・喃 靴 方1嫩 日剰

　 …）

　 阿 弓尓β它仏 彳主生授争
一
ヒ真言

　 11奄阿弓尓ll它宅婆耳K・…・・南，無阿iJ尓1陀荒愚i塵耳1≦

　 　 S．556〔〕
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　　 cf ．　 Giles．　 No ．5172 （Other　uncanonical 　sUtras ）

　　　　類似の 経名た る
『
北 方毘沙門多宝蔵天王神妙陀羅尼別行儀軌』 不空訳 、

「
北方毘沙門天王随

　　　軍護法儀軌』 不空訳 、

『
北方毘沙門天王随軍護法真言』 不空訳 に は い ずれ も認 め られな い 。

大仏頂如来頂髻白蓋陀羅尼神咒経

　 普光如 来正真等覚 世尊、敬礼阿弥 陀如 来 IE真等覚 世尊 、

……

　 従此命終極楽国

　 　 S．4637

　　 cf ．　 Giles．　 No ．5181A （Other　 canonicai 　 sUtras ）

　　　　関係真経 「毘倶胝菩薩一百 八 名経』 宋法天訳 （大 IE　20 ・502上 ）

　　　　従此命終、往 生西方極楽世 界 （？）

消災 除横潅頂延命真言経

　 世臣応 当生極楽

　 　 S．2037、　2095

　　 cf 。　 Giles．　 No．5346、5347 （Apocryphal　 SUtra）

　　　　大 正蔵未収経

相好経

　 三称南無阿弥陀仏 （細 字）

　 　 S．22、　4678

　　cf ．　 Giles．　 No．5341、 5342（Apocryphal 　 SUtras）

　　　　大正蔵 未収経

　　　　　なお、同名経 S ．2461、2686細字は
「
三念仏 」

　　第二 項　古 佚 経　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

善王皇帝尊経

　其有人、学道念欲往生西方阿弥陀仏 国者、憶念昼夜一
日若二 日或三 日若四 日若五 日至六 日七 日、

　若復於中欲還悔者、聞我 説是善王 功徳 、命欲尽時、有八菩薩、皆 悉飛 来迎取此 入 、到西 方阿弥陀

　仏国中、終不得止 。

　　
『
安楽集 』 巻下 （大 正47 ・20中）

　  出 5 、法 2 、歴 13 （驪）、仁 4 、内10、武15、開18
、 貞 28

  望月仏教史 pp ．120〜121、牧田論文 pp．344〜345

  牧田博 士 は 当該 全文 を挙 げて、羅什訳
『
阿弥陀仏 』 の 影響 を指摘 され るが

、 む しろ
『
潅頂抜

　　除過罪生死得度経 』 に 相似 して い る 。

惟務三 昧経

　如惟 務三昧経云 、有兄弟二 人 、 兄信因果、弟無信心而 能善解相法 、 因 其鏡中自見面 卜死相 巳現 不

　過七 日、時有 智者教往 問仏 。 仏時報言、 七 日不虚 、 若能一心念仏修 戒 、 或得 度難、尋即依教繋念

　時至六 口、即 有二 鬼来、耳聞其念仏之声 、 竟無 能前進、還 告閻羅王 、閻羅王索符 、 巳注云、由持

　戒念仏功徳 生第三 炎天 。

　　
『
安楽集』 巻 ド （大 正47 ・16上 ）
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rD　出 5 、法 2 、歴 13、仁 4 、 内1〔｝、武 15、 開 18、貞28

  　
『
観念法 1  （大 1随 7 ・25下）経 名の み 。

（ぎ）　茸攵［［」言侖之　pp ．343〜345

  本経 に は く阿弥陀仏 極楽 1誚 語は 無 い が、牧冊 尊 1二の 指摘の 如 く、
「
阿弥陀経 』 の 影響 を受

　　け 、念仏修 戒の 功徳 が強調 され て い る か ら、浄．ヒ経典 と兇做 された古佚疑経 に属す る もの で あ

　 　る、、

　　　なお、
『
安楽集 』 当該文の 後に

『譬喩経 』 佚 文の類似の 思想 を述 べ た 引用 が あ る 。

目連所間経

　仏 告 凵運、譬如 万 川長流 有浮草 木、前不顧後、後不顧前、都会大海、 1−9：間亦爾。雖有豪貴富楽自

　在、悉不得免生老病死 、只由 不信仏経後世為人、更甚困劇、不能得生千仏 国土 、 是故 我説、無量

　寿仏国易往易取 、 而 人不能修 行往生 、反事九 f五種邪道、我説是人、名無眼人 名無耳 人。

　　 「
安楽集 』 巻 上 〔大 IE47・14上 ）

　  　目連 （所） 問経 　出 4 、法 3 、歴 14・仁 3 ・静 3 、内10、武 11、12、開 5 、15、18、貞 8 、

　　 　25、28

　　　 （摩訝 目連 問経 ）法 4 、 仁 4 、 静 4、武 15、開 18、貞28

　  　　「阿 弥陀経疏 』（基 ？）
「
又智度論引 目連 問経 日、仏 諄、如我釈迦牟尼 有浄土穢 ヒ、我今西方

　　阿弥陀仏
一

切 如来亦爾、皆有浄穢、但 以機縁 有宜故致差異 」（大正 37 ・318下 〜319上）、但 し
『智

　　度論』 に は 相応 文は認 め難 い u

　　　
「
楽邦文類」 巻一・

　　　 『
往生 要集』 巻上 、

「
説林，t／ 巻七

「
私云、此文今蔵 中所 在 日連 所問経、不 兄之、当 有異 本別 在、

　 楽邦文類 巳標此標 文、又祖師亦用 此文意、則今不可漏却、故録之 」、矢吹 表
「
（縮刷）寒十 、同

　 経 （
『
目連所 問経 』 法天言尺、大 tE24 ・911中以下）ニ ナ シ」 と して 挙げる 。

　  　同名経典 と して
『
犯戒罪報軽重経Ar目連問経』 ）安 世高訳 、

『目連所問経』 法天訳、
1泪 連 問戒

　　律 中五百軽重事』 五篇事 訐，第 1　失訳 人名今附東晋録 （い ずれ も大正 24巻所収）が現存す る が

　　相応 しない し、 律部所収経典で の 浄土 思想 は極めて稀 れ なの で あ り （藤 田 表参照k 本経 は全 く

　　異 な っ た経典．と思 わ れ る。

　　　 『安楽集』 所 引の 文は 、
と くに

「
無 量寿国　易往 易取 」 の 思想 として

『
楽邦文類』 で 取 挙げ

　　られ 、 日本浄 L教で は 易行思想 の 典拠 と して 重 じられ た 。

　　　 『
阿弥陀経疏 』 に云 う

「
目連 問経 ．．の 文が

『
安楽集』 所 引の 経典 と異 なる な らば、新た なく古

　　佚糸築〉 とい うこ と に なる 。

　　　また
『
念 仏鏡末 』 に

1
准 目連問経 、 破初篇戒、取 長寿諸天 計人間九 百

．一
于
一
五倶月尼六 百万歳堕

　　地獄 」 （，栢 E47 ・160中） とあ り、 こ れ は 律 部経 典 の 取 意 引 文で あ るが、
『
阿弥陀経疏 』 基撰

　　 （？k　『
念仏 鏡s の 製作 に は 問題 が あ り （望月信亨

『
中国浄 十教 史』 pp ．198〜200、294、岩 井

　　大慧
『
日支仏 教史 論改 』 p．156等参照）、本経 に っ い て は そ うした 問題 を含めて別 に 論及 した い

。

善信 磨祝経

　 仏 在舎衛 国、時有 長者女 、名日善信……

　爾時天神現於虚空 、語善信言、若当帰西方安隠清浄法国 、且 当先向 十方礼拝、慈 心敬 意念必達也 。
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　 有天神於空中言、汝 当正心 向於西方、説此一頌 、以是讃歎阿弥 陀仏、善信即 向西方、如神所勅、

　 天地大動、……。 牌 諢
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ip．l｝tS1

　　　『経律異相』 巻三十八 （大 ⊥E53・205h 〜下）、

　  （善信女 経）出 5 、法 4 、歴 9 、14、仁 4 、静 4 、内 3 、10、武 7 、訳 3 、開 18、貞28

　　　　（善信神呪 経）法 4
、 歴 14、 仁 4 、 静 4 、 武11、 開 18、 貞28

　 
『
楽邦文類 』 巻… （大正47 ・16e

’
ドー161　Fi）「

善信摩親 経 善信厭女求生浄土 」 と挙げ、出典

　　 として
『経律異柑』 の 当該文 を抄出す る 。

　　　　
『
説林』 巻七 に は更 に それ を承 けて

「
私云 、此経名今蔵中所無也」 と細註す る。

　  望 月仏教史 pp．137、147

須弥四域経

　 須弥四域経云、天地初開之時、未 有日月星辰、縦有天 人来下、但用項光照用 、 爾時人民 多生苦悩 、

　 於是阿弥陀仏遣 二 菩薩、一名宝応声二 名宝吉祥、……此二 菩薩共相籌議、向第七 梵天上、取 其七

　 宝、来至此界、造日月星辰二 十八 宿、以照 天下、定其四時春秋冬夏 、 時
一
二菩薩 共相謂言、所以 日

　 月星辰二 十八宿西行者、
一

切諸天 人民尽共稽首阿 弥陀仏 、 是以 日 月星 辰皆悉傾心向彼、

　　　
『
安楽集』 巻下 （大正 47 ・18中）

　  法 2 、仁 4 、内10、 武 15、 開18、貞28

　 
『
安楽集』 の 諸註釈書の 外に 、

『
観念 法門私 記冠 註』 （

『
浄全』 巻四、p．279）、

『
観念法門私 記巻

　　下私鈔』 〔加祐〕（
『
浄全 」 巻四 、 p．334）、 『

往生礼讃私記 見聞』（
『
浄 全』 巻 四 、p．694）、 『

二 蔵義見聞』

　　巻七 （
『浄 全』 巻一

二 、p．491）など。

　  望月仏教史 p ．　146、牧 田論文 p。344

　  『安楽集』 所引故 に 、 古佚の 疑経で ある が 日本浄 土典籍に 引用が 多い 。中で も加祐 は
「
是雖

　　偽経 、 其所説不違仏 教故、引用之」 と釈 して い る 。 以 っ て疑経典 に 対す る態度が窺 え る 。

須弥像図山経

　依須弥像図山経 及十二 遊経、竝云 、成劫巳過 、 入住劫 来経七 小劫也……
、 遂失 光明 、 人 民呼嗟 、

　爾時西方阿弥陀仏告宝応声宝吉祥 等二 大菩 薩、汝可往彼与造冂月、開其眼 目造作法度、宝応声者 示

　為伏 羲、宝吉祥者化為女蝸 、 後現命尽還帰 西方 。

　　
「
弁正論』 巻五 （大正 52 ・521中）

　  武 15、 開 18、貞28

　  望 月仏教史 P ．146

十二 遊経

　※ 須弥像図山経 と同 じ。

　　　
『
弁正論 』 巻五 （大正 52 ・521中）

  第二 章第一
節 第一・項 p ．102参照 。

空行三 昧経

　弥陀仏 先我四 劫得 道、維衛仏先我三劫得道 。

　　
『法苑珠林』 巻十

一
（大［E53 ・369下）

  無 し 。 但 し類似 の 経 名と して、

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

ヱ38 柴 1十−「 泰

　　　 「
定行三昧経 』 出 5 、法 2、歴 13、14、仁 4 、内10、武15、 開18、 貞28

　　　 『
空浄三昧経 』 出 4 、法 2 、歴 4 、10、仁 4 、内 1、 4 、訳 1、 3 、開 ユ、 5 、 18、貞 1 、

　　 8
、
28

  本経 は経録に無 く、類似の経典 も現存 しない 。
『
法苑珠林』

「成道部」 当該文前後の 経典 （
『
普

　　曜経 』
『
自誓三昧経』

『
善兒津』 など）よ り、釈迦成道の 年令 に 関説 して 挙 げられ た と思われ る 。

優填王作仏形像経

　若 当有人作仏形像 、

……，後皆得生無量寿国、作大菩薩 最尊第
・

　　 『
諸経要集』　巻 ノk　（丿くユE54 ・76匚ii）

　　 「
法苑珠林 g］ ts　F．十二 r大 「F．53 ・540下 ）

　　 cf ．異本

　　　　 「
作仏形像経 』（大」E16・788下）、藤 田 表 No．　4　寿終皆 生阿弥陀仏国

　　　　 『
造立形像福報経 』（大 正16 ・790ヒ天藤田表 N・．61 後皆往生阿弥陀仏 国 、作 大菩薩最尊 第

一

　  　作仏 形像経 〔優壙王 作仏 形像経 、作仏 因縁経 ）出 4 、法 3・歴 4 ・14・仁 1・ 静 1 、武11、13・

　　　 14、開 1 、上
「
｛2

　　　造立形像福報経 法 3 、歴 14、仁 1 、静 1 、武 5 、13、開 3 、貞 5

　  　　
1
」
往 牛要集．卩 巻下 〔

『浄土 宗全書 』 巻一五 p．ll8 加文 1

　　　　作仏形像 、功徳無量、世世所生 、不堕悪道 、後皆得生無 量 寿国 、作大菩提 、 当得成仏 、 云 々 略抄 。

　  望月仏 教史 P ．130

　  本経の 記述を古佚経 と 見るか、
『
作仏形像経 、

の
一写 し違 い と見 る か は問題 が あ る 。

　　　経録に依れ ば現存異 本は二 部で あ り、
『
優填王作仏形像経 』 は

『
作仏 形像経 』 の 別名で あり、

　　他に 闕木経 等の 記録 は無 い 。 しか し、 当該 文 を現存二部 と比較す る と、阿弥陀仏 名は異 なり、

　　その 後の
「
作大菩薩最尊第

一
」 の 語は

『
造 立形像福報経 』 に相応す る 。 現存 二部 は広略の 相違 、

　　頌 文の 有無 があるが 良 く相応 し、当該 支は
『
造立形像福 報経s の要略 出に近 い

。
こ こ で は現存

　　 『
作仏形像経 』 と異 なる故 に 古佚経 として扱う。

弥勒所問経

　如弥勒発問経言、爾時弥勒菩薩自言、如仏所説阿弥陀仏功徳利 益、若能十念相続不 断念彼仏者 、

　即得往牛 、当云何念、仏言、非凡夫念、非不 善念、非雑結使念、具足 如是念、即得往生 安楽国土、

　 有凡十念、何等為 i’一。

　一一者、於一切衆 生常生慈 心 、 於…切衆生不毀其行、若毀 其行、終 不往生 。

　 二 者、於一
切 衆生深 起悲 心、除残害意 。

　 三者、発護法 心、不惜身命、於 一切法、不生誹謗 。

　 四者、於忍辱 中生決 定心 。

　 五 者、深心清 浄、不深 利 養 。

　 六 者、発
一

切種智心、日 日常念、無有廃 忘 。

　 七 者、於一一UJ衆生起尊重心 、除我慢 意、謙下言説 。

　 八者 、於世談語、不 生味著 心 。

　 九者 、近於覚意 、 深起種種善根 因縁 、 遠離債擾散乱之心 。

　 十者、IE念 観仏 、除去諸疑 。
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　 『遊心 安楽道』 元 暁撰 （大 正47・114下）

　cf ．
『
両巻無量寿宗要経 』 元暁撰 （大正 37・129上）※安楽→安養、有凡 → 凡有、不深→ 不染、

　　
’
債榎→ 債鬧、諸疑 → 諸想。

　　　異　本

　　　　 『
発覚浄 心経 』 闇那崛 多訳 （大正 12・51下一一52上）、藤田表 No．105

　　　　
「
発勝志楽会」 菩提流志訳 （

『大宝積経 』 巻九二
、 大正 11 ・528中下 ）、藤 田表 N・．174

 
『
華厳孔 目章』 巻四 智儼 （大正45　・　582下 ）、

『
浄土論』 巻中 迦才、

『
釈浄土群疑論』 巻五 、

　『
西方要決』 基 （？X 元暁　前掲 書 、 法位 ・玄一 ・珮 興 ・義寂 （

『
念仏 本願義』長西所引、

『浄 全』

　巻 ノk、　pp．451〜453）

　　
「
往生要集』 巻下、

『
念仏本願 義』 等 。　　　　　　　

噛

  望月信亨
「
十念 論」 （

『
浄 ヒ教之研究』）、源弘之 「

新羅浄土教 の 特色 」 （
『
新羅仏教研究 』）

  当該文は
『
無量寿経』 十念思想の 関係に お い て論義 される個所で あるが、こ こ で は浄土 思想

　 （阿弥陀仏、安楽国土 ）の 言及が比較的多 い 元暁の 引文 を挙 げた 。

　　就中、
『
釈浄土群疑論』 の 引文 （大 正47 ・61上 中）には、十念 の 区切 り、数個 の 用語 に違い が

　 あ る 。

　　源弘之氏は新羅浄土 教の 特色 と して 本経 〈十念〉思想の 系譜を考察 さ れた後に
ミ

教学的 に も

　弥勒と弥陀の 関係 は矛盾する こ となく理論化 され独 自な十念論 、 浄土 論を生み出すに至 っ た
。 ≧ と指

　摘 される 。 他の仏 ・菩薩 と兼ねて信仰 されるこ とは疑経典 の 浄十思想の形態で も一つ の特徴 と

　 して言 え る こ とで ある 。 ※ 思想形態 に っ い て は次号 で論及 した い
。

第三 項　経録 に依 る疑経典

舎利弗生西方経

生西方斎経

  闕本経 　 武 12、開 15、 貞 25

　　　失訳経　出 4 、　　　 開 5、貞 8

  経 名か らの 推定で ある 。 本来一経で あ っ た の をす べ て の 経録 を網羅 した開元録 が二経 に した

　　 と思われる。

第四項　浄土経典と見做された疑経典

浄度三 昧経

　巻 第
一

　聞如 是……

　　卍続 1　・87 ・　4

　　cf ．巻上 （S．4546）

　巻 中

　 　 S．5960

　巻 下

　　……意耳 、 為仏 弟子……
、 、莫 不歓喜 、作礼而去 。
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　　 S．2301

　　cf ．牧田諦亮
「

浄度三 昧経 とその 燉煌本」 附載 （
「仏教大学研 究紀要』 第 37号）。

  出 4
、

5 、法 2 、歴 9 、10、仁 4 、 5 、静 5 、内 4 、10
、 訳 3 、武 5 、13、開 5 、 6 、14

、

　　18、　20、　貞 7 、　9　、　24、　28

　　　奈良朝 No，1764

　　　『
長西録』　 『経籍録』

 
『
安楽集』 巻下

尸
浄度菩薩経 」、

『
観念法門 』、

『
万善同帰 集』 など 。

  常盤 大定
『

奚黙黎 訳経総録 』 pp．268、318etc．， 矢吹慶 輝
『
三階教之研究 』 pp ．596etc．，望月

　　史論 pp ．404〜408、牧田諦亮
「
浄度三昧経 とその 敦煌本」 〔

「
仏 教大学研究紀 要』 第37号 ）。

  本経 は厳密 な意味で は浄土思想 に言 及 して い ない と思 われる。ただ
『
安楽集』

『
観念法 門』 に

　　取挙げられ て い る こ と に よ り、末疏 に は 多数 引証 されて い る。こ こ で は
『観 念法門私記』 巻下

　　良忠 （
『
浄土宗全書』 巻四 p．258）。

　　　問、浄土三 昧経 中、全 不説弥陀極楽行相 、 何為依経

　　　答 、 彼経雖不 説浄 土而説受持斎戒者得善神護念之相、故引而為護念増上縁也 。

　　の 解釈 に準拠 して扱 う 。

　　　なお 、本経 に つ い ては経録 ・訳者、思想等の 問題 にっ い て 考証す べ き点が 多い が、すで に 諸

　　論考が認め られ る し 、
こ こ では浄

一
ヒ教 に関係する点の み を挙げた 。

占察善悪業報経　菩提登訳

　若 人欲生他方現在浄国者 、 応当随彼 ｝i辷界仏之名字、専意誦念
一

心 不乱 、 如 ヒ観察者、決定得生彼

　仏浄国。

　　大正17 ・908下〜909E

  法 2 、歴 12、仁 4 、内 5 、10、武 13、開 7 、貞10

　　　奈良朝 No．168

 
『浄土 論』 巻

一
F、

「
釈浄 L群疑論』 巻 互、七 、

「
阿弥 陀経疏 』 基 （？天

「
阿弥陀経義疏 聞持記』

　　戒度。

　　　『往 生要集』 巻下、そ の 他多数 。

  望月発達 pp ．222〜229、 望月史論 pp ．485〜493、望月信亨
『
大乗起信論之研 究s　pp ．173’−

　　 200

預修十王生七経　　（閻羅王授記合 四衆逆修生七斎功徳往生浄土経 、十王生七経）

　謹啓諷 闥羅王 預修 生七 往 生浄土経 　誓勧 有縁 　以充会啓経入 讃　念阿 弥陀仏

　　　　　成都府大聖慈寺沙門蔵川述

　仏 説閣羅王……

　　 卍続 2 乙 ・23 ・4

　　cf ．小 Jl［貫弐
「
十王七生経讃図巻の 構造」 （

『
仏教文化 史研究 』 pp ．85〜96）。

　  棘階莫
「
十王七 生経讃図巻の 構造」 （

『
西域文化研 究』 第一所収、小 川貫弐

『fム教文化史研 究 』

　　pp ．80〜154）。

　  　写本数 その 他の 閙題 につ い て は小 川貫弐教授前掲書 に論及 さ れ て い る の で 、こ こ で は 挙げな

　　 い
。 小 川教授 は 臓 川 が……経 文の あ い だ に 七 言の偈讃 を添 入 し、あ と阿弥陀仏 の 名を念 じて
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　　浄土 を願生する儀式経典 と し た こ とは 、 まこ と に適切 な処置で あ っ た
。 § （

『
仏教文化史研究』 p．

　　110）と説明 され る。

守護国界経

　　命終善悪　感報優劣

　仏言、若 人命終之時 、 預知時至、正念分 明、洗浴著衣、吉祥而逝、光 明照身、見仏相好、衆善倶

　現、定知、此人 決定往生浄土、若人念仏持戒 ……、此人疑情未断、生 於疑戒、……

　　
『
楽邦文類 』 巻一

（大正47 ・161上 ）

 
『
蓮宗宝鑑 』．巻八

　　　
『
説林 』 巻七

  第二 章第一
節第二 項 p ．106

  阿弥陀仏、極楽に 言及 され な い 浄土経典 と見做 された古佚経 で あ る 。

第三 節　日本撰述浄土教 関係疑経典

観世音菩薩往生本縁経　 （往生浄土 本縁経、浄土本縁経）　 失訳人今附西晋録

　仏告総持 自在菩薩 、 善哉善哉 、汝等諦聴、従此西方過二 十恒 河沙仏土、有 世界名目極楽 、其土衆生

　無 有衆苦、但受諸楽、其国有仏 号阿弥陀、三乗聖衆充満 、 其中有一
牛補処大士、名観 世音自在 、

　久植善根、成就大悲行願、今来此土 、為欲顕示往 生浄土 本末因縁、……

　時観 世音告総持 自在 言、乃往過去 不 可 説阿僧祇劫前、……有一梵士名日長那……、……有妻名摩

　那斯羅……、梵士 得二 ／−…兄号早離弟名速離……

　爾時梵士 長那 者今釈迦牟尼 如来是也、母摩那斯羅者西方阿弥 陀如来是 也 、 兄早離者我身是也 、 弟

　速離者大勢至菩薩是也、朋友者 総持 自在菩薩是也
、

……

　　 卍続 1 ・87 ・4

　  1

長西鋏 1
「
経籍録 ⊥

  『
円光大師行状書図翼讃』 巻 23 円智義山 （

『
浄全 』 巻一

六 、p．365）に、

　　　浄土 本縁経 　是偽経 酪二 入 レ タ リ ト天台轄道綽夢善導黯等 ノ古師皆 引用 セ ラ レ タ リ

　　とあるが疑 わ しい
。

　　　
『大経直談要註記』 巻 22　聖総 （

『
浄全』 巻一三 、p．264）に は

「
不知 撰」 と不明に して い る 。

  観世音菩薩の本生説話 。

九 品往生阿弥陀三 摩地集陀羅尼経 　唐不 空

　無量寿国有九品 浄誡三 摩地、是即 諸仏境界如来所居、・：一・・其九品境 界、 上 品上生真色地 、上 品中生

　無垢地、……、下 品下生楽門地、是名目九 品浄誠真如境、

　是 中坐 十二 大曼陀羅大 円鏡 智宝像、其名 日
一

切三達無量光仏 、

…無辺光仏、…無礙 光 仏 、……、

　…超 日月光仏 、如 是諸仏如来 是真色具足……

　若有衆生 欲往生如 是九 品浄土 、 奉覲十二 円女置来 、 日夜三時 称如是九 品浄土 名、讃十二 光仏 号……

　　竜谷大学図 書館蔵 （牧田諦亮 「松誉巌的の 疑経観」 附載、
『

鷺蕪浄土教 の 思想 と文化』 所収 ）

　　cf ．大正 19・79中〜80上、  長谷寺蔵 本 。

  岐 西鋪 『
経 籍録 」
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『
論註拾遺抄 」 ゴ慧、

『
選択決疑抄』 良栄、

『摧邪興 正集』 実恵。

　  　望月史論p．354、牧 田諦亮　前掲論文。

　  　竜谷本と大正蔵 本には 87年の 差が あ り、 後者に は阿弥陀如 来根本大呪真 言とそ の 後 文が 欠け、

　　数個所用語に 相違 が認 め られ る。 大呪の 欠除 に っ い て は大正蔵本後書に
『
阿弥陀大 心抄 』

『（十〉

　　住心 論愚草』 を出 して 指摘 され て い る 。

　　　内容 は
『
観 無量寿経』〈九品〉 を浄 ＋ に 配 し、

丁

無量寿経 』ぐ十二 光仏〉 を別仏 と して 当て 、 その

　　称讃と阿弥陀真言 の読誦 を勧 めて い る。

無量寿如来至真等正覚経　東晋法力

　如 是我 聞……

　仏告文殊菩薩、……、過去 久遠劫 鋳有珊提嵐国、其国 ヒ号無上念王、有
一

千子、不瞬 ・摩尼 ・王

　衆 ・泯 鬪等、是 今名観音 ・勢至 ・文殊 ・普賢等……

　同時継 自在王仏出世、彼念 王捨国王位 、師世 自在王仏、剃髪号法蔵比丘 、勧 五劫思惟惟 兆載永劫

　苦行、初冬 十五夜暁天明星一見、端的成等正覚 、 号無量寿如来、故西方去 此不遠 、構仏 土、名安

　楽 世界 、仏亦号阿弥陀、其巳来於今十劫、彼世尊阿弥陀如来、本行菩薩道時、発四十 八願、令所

　求皆得、　一一・
四 十八願功徳 、如説広 本、……、此故六 方恒沙諸仏証誠念仏是 、加之高声念仏 卜種

　有功徳 、
…
能 除睡眠、二 天 魔驚怖、……、九三昧現前、 卜定生極楽、

……
、皆大歓喜、信受奉行。

　　牧田諦亮
「
松誉巖的の 疑経観 」 附載 （

『
鷺雛浄土教の 思想 と文化』）

　 
1
暖 西録 嘸 量 寿経 ？い 経籍銚

　  牧田諦亮 前掲論文

　  本経 は、静 土 三部経〉、
『
悲華絳 』 の 〈本生説話 （大正3 ・174

−
F〜192中）〉、

『
阿弥陀経通賛疏 』

　　の く高声念仏十種功徳 （大止 37 ・341下 ）〉を依用 して構 成 され て い る。 〈無量寿経〉五存七闕

　　の 同名闕本経 に 仮託 した疑経典で あ る。

無量寿仏名号利益大事因縁経　曹魏唐僧鎧

　 我聞如是、……

　．…・・彼法蔵 比丘今巳 成正覚、現 在西方清浄安楽刹、号 日不可 思議光 無量寿如来……

　　 卍続 1 ・1 ・4

　   望月史論 P．358

　  法蔵菩薩の 因縁 、 無量寿仏の 名号利益を説く本経 に っ い て、望月博士は
「
彼久遠実成法身常

　　住 轤 寿イ堵 豈異 人耶 、 今眦 尊：我身是也 ・ 等の記述よ り・
こ

融 覚欝 の 説 を承 けた ・とされ る ・

阿弥陀仏根本秘密神呪経　曹魏菩提流 支

　 如 是我聞・…・・

　　 卍続 1 ・3 ・5

 

 

 

 

『経籍録』

「
神呪糸lf，真偽決疑 、　寂誉　（元禄十一一年）

望月史論 p．354

・
阿弥陀経、 の 中剛 ・

・
概 切業障根 轜 生驟 浄 土襯 ・ と阿弓倉鉈 三 字 の 鰻 の 功徳 を挿

入 した もの 。 寂誉は本経 附載の 前掲 文 で疑難五 を挙げ、会釈四で 通 じ て い る。望月博士は
〉

阿

弥陀 の 三字 を仏法僧 に配当 した の は叡山 等で 起 っ たこ と指摘 さ れ る n
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阿弥陀三 昧海経　宋元 嘉中量 良耶舎

　 如是我 聞……
、 爾時世尊釈迦牟尼仏告大衆言 、 我為汝等 、 欲説阿弥陀三昧海広大無辺不可思議…

　 三 千大千世 界悉弥陀三 昧海也 。

……

　　牧田諦亮
「
一
松誉巖的の 疑経観」 附載 （

『
鷂雛浄土教の 思想 と文化』）

　  　
『
経 籍録』

　  牧 田諦亮 前掲 論文

　 
「
三 千大千 田堺 悉弥陀 三昧海也」 とい う書出 しか ら、阿弥陀仏 へ の念仏の 諸功徳 を述べ る 。

　　松誉の 出所縁起 に は 〈安土 宗論〉の 論拠 と記す 。

地蔵菩薩発心因縁十王 経 （発心因縁十王 経、地蔵十王経）

　　　　　成都麻 （？＝ 府）大聖慈恩寺沙門蔵 川述

　 十五 日至心進念阿弥陀仏

　 第九都市王庁阿 閃 如来、

　　　…・、於諸仏 中造阿弥陀仏、光明遍照除熱寒苦、

　 第十五道転輪王庁阿 弥陀仏

　 　 卍続 2 乙 ・23 ・4

　　cf ，「
預修 十王七経』 の 項

　 
『
真宗教典志 』 巻

一
（
『
大日本仏教全書』

一
　p．　445）に

1
傍依経論 」 十部 の

一一一一として 挙げ、考

　　証す る 。

　  岩佐貫三
「
十王経思想の 系統 と日本 的摂取 」 （『印仏研 』 第12巻第 1 号）

　 
『
預修十王七 生経 』〈｛王 思想〉の 讃偈 をもとに して 、平安朝末か ら改訂 され て流行 し

、 後に

　　中陰年忌 の 典拠 となる。本経 に認 め られ る浄土思想 は敦煌 文献の 斎戒文 （た と えば
『
大乗四斎

　　日』 大正 85 ・1299下、
『
地蔵菩薩十斎 日』 大正 85 ・1300上 など）と密接 な関係 を有 して い る 。

『
預

　　修十王生七経 』 の 中に は こ う した浄土思 想は 明記 さ れて い ない だ けに相互 関係 の検討は流布 ・

　　変遷 に
一

つ の 手掛 りを与 え るもの と思 われる 。
こ の 点 に つ い て は別 に讃文 ・祈祷文 を検討す る

　　際 に 論考 した い
。

妙法蓮華三昧秘密三 摩耶経　不空訳

　蓮華部 主弥陀

　（妙法蓮華方便秘密三摩耶 品）

　第一
相葉東方阿閃

　第二性葉南方宝牛

　第三鱧葉西方弥陀

　第四 力葉北方 不空

　第五作葉東南 普賢

　 　卍続 1 ・3 ・5

 
『
講演法 蝉義』 巻上 、

『
教時義』、

『
菩提心義抄』、

『
真如観 』、

『
法華 玄義私 記』 等 。

  望月史論 p ．358、 田村芳朗
「
本覚思 想 に 対す る批判論」 （

『
印仏研 』 第21巻 第 2 肌

  経名よ り、『法華経 』 を密教思想 で理 解 した経典 で あ る こ とが判 るが、経初の
「
帰命本覚心 法
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　　身、常住妙法心蓮台……
」 の 偈 文は本覚思想 の 典拠 と して しば しば引用 さ れた （田村芳朗 前掲

　　論文L 当該浄 lfl．W，想 は、
1「
法華経 』 方便品 く十 如是〉（大「F．8 ・5

一
ド） に密教の 中台八葉の 仏菩薩

　　 （※ ただ し仏 は 金剛 界の 五仏）を配 した中で の 記述 で あ る 、，

馬鳴菩薩成就悉地念誦　不空訳 直鱗

　由結印誦真言 力故、滅 除無量罪報厭眉呪咀悪鬼羅刹亡霊魑魅之毒害一・
切寅 難、得無量福 、現 世 有無

　量快楽、後生往生極楽、

　　卍続 1 ・3 ・5

　　cf ．奥書有康和天仁大治保延年号蠹損 文字不分明故 略之

　　　　　　　　　　　　　　文 化甲子七 月二 卜七 日　慈順

  不分明奥書の 年号 に よれ ば平安時代 に は 成立 して い た こ とに なる 。

大梵天王 問仏決疑経　
一巻

　 月輪品第三

　東方阿聞仏　南方宝生仏 　西 方阿 弥陀　北方 不空成 　如是等無量 　恒 河沙諸仏　称常念 名号　恭

　敬礼供養

　往 生品第七

　白仏 言、世尊四十 余年所説経 中、常説応念応称 仏名、如薬師仏阿弥陀仏、以心 相念 、以 相舌称 、

　得何功徳……

　即 解彼仏阿弥陀及我釈迦仏 …、若 有開悟 五 大智者、即 得化生、阿弥陀仏 大菩薩衆囲繞住所宝座之

　 ヒ……

　阿弥陀仏 、 以本願カ……

　或 有菩薩、唯称名号、一向専念無量寿仏、
一

心 不乱 、

…往 生極楽下 品蓮華胎生之中…、

　臼仏 銃、［U：尊、 如阿弥陀本願言者除五逆生 及謗法生、亦如下品下生 人者謗法五逆皆得往生 、云何

　如是有差 別也、仏言……

　　 卍続 1 ・87 ・4

　  怱滑 谷快天
『
禅 学思想史』 上、pp ．294〜298

  本経二巻 本に つ い て は怱滑谷勵 ・前掲 書で言簓 され るが ・一巻 本に 1ま触れて い ない （ただ し・

　　同博士
『
禅学批判論附録 』 未 見）。 浄土思 想 にっ い て 云 えば 、 往 生品 第七 全体 に渉 っ て 認め られ 、

　　　「
化生」哨台生一

「
九 品往 生」

「
本願 力」

「
五逆 謗法 」 等の 記述 に は顕著 に 〈浄 七 三部経〉 か らの 転 用

　　 を示 して い る 。

因果得道経

　釈迦如 来後末世善導出世、可導悪人、従胎内有善導二 字、一・者釈迦 女口米迹 、二 者弥陀如 来迹

　　　「浄」二宗 要集』 第
一b己聞 第…　良栄述 （

『
浄全 』 巻十

一、p，222）

　  牧 田諦亮
「
松誉巌 的 の 疑経観 」 （

「
鷺 1擬争＋教の 思想 と文化』〕

  鱒 の 影響は 中国で はそ れ程大 き く ei・S，，く （高孅 堅
『
中副 燉 妬 侖・ PP ・162〜163） 法 然

　　 以 降 と思 わ れ る 。

　　　牧 田諦亮　前掲論文で は、他 に
『
菴羅女経 』 （

『
釈観無量寿仏経記 」 法聡 、

『浄全 』巻 五 、p．230）

　　 を指摘 され る が、浄 ヒ思想 に言 及 して い な い の で挙 げ ない
。
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浄土阿弥陀経

　 
「「

長 西録 III 経 籍録 JI

　  　　『
小 経直談 要註 記 』 巻三 （

『
浄 全』 巻 一三 、 p．339）

　　　経云去 此十万億刹 ；礬藷灘藤摯1暫
　  守屋孝蔵氏

『
古経図録 』 150、解説 （p。35）に

「〈鎌倉時代〉浄土 教経典 の仏 説阿弥陀経 とは

　　異 り、 お そ ら く偽絳 で あろ うcl とあ るが内容に は触 れて い な い （未 見）。

　　　長西録 、 経籍録 に 云 う本経が、
『
直談要註記』 に い う阿弥陀経の 異本 か、

『
古経図録』 の偽経 か

　　は確か め えない の で 、経録 に依 る疑経典の 範疇 に含 めて お く。

四十八願阿弥陀経　阿地瞿多

 
「長西錬 II

「

経籍録 i

無量寿 〔経〕浄土阿弥陀経

  　 展 西録 1

要 結

　 以 上 、 今日予想 され うる浄土 教に 関係す る広義 の疑経典 につ い て 、 浄土 教に 関係す る事項を中心

に 考証 した 。 もとよ り本稿で扱 っ た関係資料に限 っ て み て も、 検索を続ければ更 に 多くの 経典 が見

出 されるで あ ろ う し、 また本稿で取挙 げた中 に も筆者の 誤解 に依 る経典 も考 え られ よ う。 しか しな

がら 、 そう した難点 に つ い て は更 に推敵 を続 け 、 後 日nti　1す る こ と に して 、本稿で は以 ヒの 経典 に

限 り論考を進め る こ とに した い
。

　 そ こ で 各節毎の 要略で あ るが、初 め の 浄 ．L思想 と見做 され た真経 に っ い ては、すで に藤田宏達博

士に よ っ て 指摘 され た 290 部の 関係資料 との 関連等、なお検討す べ き問題 は残 されて い るが、中国

浄土教 に お ける関係経典 と して は訳語の 類似 か ら依用 された経典 を考慮せ ね ば ならない 点、また単

に阿弥陀仏、極楽 等の 記述 の み で は な く極楽往生 、 阿弥陀仏 へ の 念仏等の 思想 に関係す る他方往生 、

他仏へ の 念仏 等の 経典 も重要 な浄土教関係経 典と認め られ る点 が容認 さ れれ ばよ い わ けで あ る 。 も

とよ り こ の 点 を拡大解釈す れば所謂 〈八万四千の 法門〉す べ て が関係 して くるの で あ り 、 各浄土 教

家の 引証経典の 研究分野に渉 る 問題 と なり、本稿の 意図 と離れ て しまうが
、 浄土 教関係経典の 研究

が 多様に発展 した中国浄 十教 の 解 明を意図 して続け れば 、 必然 的に こ うした方向 に向 う こ とが示唆

され よ う。

　次 に
、 本稿の 意図 した主要経典 た る中国 ・日本撰述浄土 疑経典 で あ るが、すで に み て きた ように

明 らか な偽経、真偽未詳の 疑経典、浄土思想 に限 っ て は附加 、挿入 の 経典、逆 に浄土思想 に 関 して

は通常認め られ る内容で あ っ て も経 典 に問題 を残す経典……、更 に浄 ＋思想 を中心 に構成 され た 疑

経典 、 極 く
一

部 に しか認 め られな い もの 、浄土 思想は認 め られ て 遘，） 全 体が 判らない 古佚経 、 経録 に

しか認め られ な い 疑経典……と実 に 多種 多様 な経典 が指摘 さ れ る 。 そ し て そ れ ら に 成 立 ・写経年代、

思想形態、流布変遷等の 諸点 を勘案 し、整理すれば、そ こ に は浄
．
ヒ教関係疑経典 を通 して 新た な浄

土教 にお ける諸相 が おの ずか ら示 されて い るよ うに思 える D

　次号 〈研 究篇〉に お い ては そ う した 問題 に っ い て論考する こ と に した い
。

追記　本号 に お い て は、本章の 分類 に 関係 して 〔一覧 表〕、〈大正蔵経 〉〈続蔵経〉〈敦煌 文献〉、そ の 他

の 出典別分類の 特徴、新たに 経 名の 判明 した敦惶写本、浄 i二思想 とま ぎらわ しい 或 い は浄土教批判
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